















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一、鍛か冶じの街　ひろがる森に賊ぞくの影かげ









　ちょっぴり派手な音が五度。

　それで騒さわぎはひとまず落ち着く。

　あたしはふたたびイスにかけ、まだあたたかい香こう茶ちやをひと口。

「……く……うっ……」

　あたしの正面──床ゆかの上。一番最初にどつき倒たおしたごろつきその一は、あおむけにひっくり返ってぴくぴくケーレンしながらも、顔だけ上げて視線をこちらに向けると、

「……何……しやがるっ……てめえっ……」

「何……って……」

　ごくごく当たり前のことを聞かれ、あたしはまばたき一つしてから、

「正当防衛？」

「どこが……だっ……こっちは何もしてねえだろっ……」

　……はぁ……

「……あのねぇ……」

　自覚皆かい無むのそのセリフに、あたしはため息つきながら、

「ごはん食べてるだけの旅人に、見たこと無い顔だ、って理由で男五人で取り囲んで言いがかりつけて、そこを指し摘てきしたか弱い美少女につかみかかろうとするのは『何もしてねえ』うちには入んないのよ」

　──立ち寄ったメシ屋でごろつきたちにからまれて、いろいろあってはり倒す。ぶっちゃけあたしたちにとっては旅の風ふう物ぶつ詩しと言っても過言ではない。

　もちろんそれが楽しいはずもなく。

　不幸中の幸いなのは、騒ぎが料理の来る前で、食べ物が埃ほこりをかぶるのをまぬがれたことくらいだろうか。

「……『か弱い美少女』っていうのは……あ。いや。なんでもない」

　立ったまま、横から変な茶々を入れかけたあたしの連れにちらりと一いつ瞬しゆん視線をやれば、こちらの意図を理解して、ちゃんと口をつぐんでくれる。

　他人ひとごとのよーなツッコミを入れようとしたみたいだけれど、あたしが最初の一人をへち倒したあと、いきり立った残り四人のごろつきを瞬時に地面に這はわせたのは、他でもない、彼なのである。

　長い金きん髪ぱつに整った顔立ち、どこかのほほんとした空気。

　そのせいか、目立つ長剣ロングソードや軽装鎧ライトメイルを、ただのハッタリ、こけおどしと思い込む者もいるようだが、こう見えて彼──あたしの旅の連れ、ガウリイ＝ガブリエフ、かなりシャレにならないレベルのスゴ腕うで剣けん士しだったりする。

　目の前のごろつきたちも、剣を抜ぬくこともなくあっという間に倒されれば、さすがに彼の腕前くらいは理解できただろうけれど。

「ともかく」

　あたしは抗こう議ぎしてきたごろつきその一に視線を戻もどし、

「ケンカを買われて文句言うなら、最初からケンカなんて売らなきゃいーのよ」

　忠告に、しかし男はなおも食い下がる。

「……ケンカを売ったわけでもからんだわけでもねえっ……こっちは自警団の仕事をしてるだけだっ……！」

「ふーん。このへんじゃあケンカ腰ごしでトラブルの種をまきちらす奴やつを『ジケイダン』って呼んでるわけ」

「──実は本当に自警団だったりするんですけどね。彼ら」

　思いもかけない方から聞こえたその声に、あたしは視線を巡めぐらせる。

　──街の大通りに面した、わりと大きめの宿、名前は銀のシルバー木のリーフ葉亭・イン。その一階にあるメシ屋。

　夜になれば酔すい客きやくでごった返すのかもしれないが、開かれた窓から午後の明るい陽ひざしが射すこの時間、店内にいるのはあたしたち二人と自じ称しよう自警団の五人、離はなれた席に客がちらほら。

　あとはカウンター奥に、ヒゲをたくわえた四十がらみのおっちゃんが一人、温和なまなざしをこちらに向けているくらい。

　声はその、メシ屋のおっちゃんの方から。

「そーなの？」

　問えばおっちゃんはこくりとうなずき、

「そーなんです」

「ほらみろ！」

　ひっくり返ったまま得意げに声を上げるごろつ……もとい。なんちゃって自警団員に、店のおっちゃんは目もやらず、

「もっとも、ランダくんの言動がごろつきくさくて、この騒ぎの種を蒔まいたことは事実ですけど」

「……うっ……」

　言われてバツが悪そうにうめく男。

　──なるほど。世の中には時々いるのだ。与あたえられた肩かた書がきを、ワガママやえらそーな態度が許される免めん罪ざい符ふか何かだとカン違ちがいする奴っ！

　ランダとかいうこいつもそんな一人なのだろう。

　なにしろ、いきなり男五人でこちらのテーブルを取り巻いて、第一声が『見ねぇ顔だな』である。言動は典型的なごろつき以外の何ものでもない。

　店のおっちゃんは、へこむランダは気にもせず、

「それよりもお二方、ともにかなりの使い手とお見受けしますが……そちらのお嬢じようさんは魔ま道どう士しどのでしょうか」

「──ええ、まあ──」

　ややこしいことになりそうな予感をおぼえつつ、あいまいに応こたえれば──

「いかがでしょう、よろしければしばらくの間、傭よう兵へいとして、この街を野や盗とうたちから守るのに、お力ちから添ぞえいただけないでしょうか」

　ほら来た。

　ガウリイは見るからに剣士スタイル。一方あたしは、一応ショート・ソードも身につけてはいるものの、長いマントに黒バンダナ、あちらこちらに宝石のジユエルズ・護符アミユレツトとゆー、いかにもな魔道士スタイル。

　でもって五人をへち倒した腕前から、剣士と魔道士の傭兵コンビと思われるのは当然だろう。

　もちろん旅ゆく道すがら、いろんなしごとを引き受けることもあるのだが、今は路ろ銀ぎんにも困ってないし、正直な話をすれば、めんどうくさいことは──

「ちょっと待ってくれマクライルさん！」

　あたしやガウリイが何か答えるより先に、声をはり上げたのはランダだった。

「こんな連中の力を借りる必要ねえって！　俺たちが──」

「ランダくん？」

　マクライルのおっちゃんの声はあくまでも静か。

　それでもランダの声はぴたりと止まる。

「ちょっと黙だまろう？」

「すすすすすすみません……」

　謝罪の声は細くなって立ち消えた。

　……このごろつきなんちゃって自警団員がここまでおびえるって……？　マクライルさんって一体……？

「実は最近、この街を狙ねらう野盗が出しゆつ没ぼつしておりまして」

　こっちが何か言う間もなく、マクライルさんは語りはじめる。

　──そーいえば──

　ふと思い出す。

　あたしとガウリイ、二人がこの街に向かう道中、どこかから、こちらを見つめる誰だれかの視線をずっと感じていたのだ。

　とりあえず敵意は無かったっぽいので、気づかぬふりで通したが──

　ひょっとするとあれが、マクライルさんの言ってる野盗たちのものだったんだろーか？　けどあの気配とゆーか雰ふん囲い気きは、あんまし野盗っぽくなかった気がするのだが……

「よその町に運ぶ積み荷が奪うばわれたり、工こう房ぼうや採さい掘くつ所の施し設せつが壊こわされたり、そんな嫌がらせが続いていまして……

　自警団が対処に当たってはいるのですが、どうにもうまくいかず……」

「兵隊に頼たのまないのか？」

「……基本的に兵隊が置けないのよ。この街。立ち寄るくらいならいーけど」

　もうこれ以上ごたごたは無いと判断してか、あたしの隣となりのイスに腰を下ろしつつ、問うガウリイには、あたしが答えた。

「兵隊が置けない？　なんでだ？」

「──いろいろあるのよ」

「いろいろ、って？」

「……あー……」

　聞くな、とは言わないが、説明してもちゃんと理解するんだろーか……こいつは……

「──このアテッサの街って、来た時に見た通り、大きな森の中にあるの。

　セルセラス大森林、っていって、ゼフィーリア王国と聖王国セイルーンの両方にまたがってるんだけど、あっちこっちに断層なんかもあって、けっこー質のいい金属なんかもとれるのよ。

　鉱石と森林資源がそろってるおかげで鍛冶の街として発展してきたわけだけど……

　──って！　話の出だしで早さつ速そくうとうとするなぁぁぁぁぁっ！」

　すこぉぉぉんっ！　と頭にチョップ一発。

「んあっ？」

　ガウリイは、びくんっ！　と顔を上げ、あたりをきょろきょろ見回した。

「聞いてなかったでしょっ!?　わざわざ説明させてっ！」

「あ。いや。聞いてた聞いてた。ちゃんと最後まで聞いたぞ。この街にもいろいろある、ってことだろ？」

「うそつけぇぇぇっ！　話、最後までたどり着いてないしっ！　結局『いろいろある』で納得するなら聞くなぁぁぁっ！」

　あーもーやっぱし説明するだけムダだったっ！

　叫さけぶだけ叫んでぐったりと肩を落とすあたしのかわりに──

「この街では武器や鎧よろいをたくさん作ってますからねぇ」

　マクライルさんが言う。

「どこかの国がここに兵隊さんを大勢置いたら、他の国が『あの国は武器を独ひとり占じめして戦争をする気じゃないか』なんて疑うかもしれませんから。

　そうならないよう、国の兵隊は置かず、自警団でなんとかしよう、という話になってるんですよ」

「おー。なるほど」

　ガウリイは納得顔で大きくうなずくと、あたしに目をやり、

「こんなふうに説明してくれればわかりやすいのに」

「そこの説明に行く前にっ！　あんったがうとうとしはじめたんでしょーがっ！」

「それで──なんですが──」

　あたしとガウリイのやりとりに、マクライルさんはするりとことばをさし込んで来る。

「野盗、とは言いましたが、どうも普ふ通つうの野盗とは毛色が違うようでして。こちらの自警団になかなかシッポを摑つかませないところもそうですが、やっていることが、金目当てというより嫌いやがらせに近いというか……

　そういった意味では、賊ぞく、とでも呼んだ方がいいのかもしれませんが。

　ですから、別の観点から考えることも必要かと、あなたがたにお声をかけさせてもらったんです」

「……なるほどー……」

　あたしはあいまいなあいづちをうつ。

　正直なところ。

　路銀には困っていなかったし、めんどうくさい依い頼らいを引き受けるのはヤだった。

　何日間護衛、とか、ここに相手のアジトがあるから潰つぶしてほしい、とかいうのであれば話は早い。

　しかし今聞いた話のよーに、素す性じようがはっきりしない連中を『どうにか』してほしい、というのは、場合によっては長引く可能性がある。

　仮に依頼を引き受けたとして。

　その瞬しゆん間かんに賊が正面から大挙して押し寄せてきてくれたなら、攻こう撃げき呪じゆ文もんの派手なの一発でふっ飛ばして、はい終わり、となる。

　だが一方。

　引き受けたはいいが、その頃ころ当の賊たちはこの街をあきらめて、とっととどこかに移動しました──などとゆーことになったなら、長期にわたって盛大な待ちぼうけを食らうハメになる。

　ま、こちらも別に急ぐ旅ではないのだが──

　見けん聞ぶんをひろめるよう、郷里くにの姉ねえちゃんに言われたあたしは、ふらりとあてのない旅に出て──

　ほんっっっっっっっっっとーにいろいろありすぎたんで、とりあえず一度帰ろうと、途と中ちゆうで出会った旅の連れ、ガウリイとともに、あたしの故郷──ゼフィーリア王国の首都、ゼフィーリア・シティに戻もどる途中なのである。

　そんなわけで、何かの用事で数日足止めされること自体はかまわないのだが……来ない賊を待って長々日を過ごす、というのはさすがにイヤすぎる。

　このアテッサの街もゼフィーリア国内。同じ国のよしみもあるし、知らないと突つっぱねるのも気が引ける。とはいえ、あたしやガウリイがしゃしゃり出なくても、自警団がちゃんと動けば解決するんじゃないか、という気もするし──

「──それはっ……！　わたしでは役に立たないということですかっ……？」

　凜りんと響ひびいたその声には、はっきりとわかる怒ど気きが含ふくまれていた。

　ゆっくりと立ち上がったのは、離はなれた席にいた客その一──に見えた一人の女。

　動きやすそうなブラウンカラーの服にズボン。深々とかぶった大きめのマリンキャップは灰色グレイと、一見地味な姿だが、それを身につけている彼女自身は、絹糸のような肩までの金きん髪ぱつと、男でなくても思わず二度見するような美び貌ぼう。

　見た目は二十歳はたちに届いているかどうか、といったところだろう。ただし──もし彼女が人間だったなら、の話だが。

　帽ぼう子しの下からのぞくとがった大きな耳が、彼女の素性を物語っていた。

　エルフ──

　人よりはるかに強い魔力と長い寿じゆ命みようを持つ、自然とともに暮らす者たち。あたしもこれまでに、何度かエルフと関わったことはあるし、いっしょに肩を並べて共通の敵と戦ったこともある。

　基本的には人間と関わることは多くない……はずなのだが、彼女のことばからすると、傭よう兵へいとしてこの街に雇やとわれているように聞こえる。

「いやいや、もちろんそういうわけじゃあないよ。森のことならアライナさんに任せるのが一番」

　マクライルさんの言葉に、アライナ、と呼ばれた女エルフは怒いかりに顔を赤く染め、

「なら別にっ……！　このひとたちを雇う意味なんてありませんよねっ！」

「意味はあるよ。自警団とは別に、違ちがった視点で手を貸してくれる人たちがいると、こっちも選せん択たくの幅はばが広がるからね。

　森にくわしいアライナさん、そして、いろいろと場慣れしていそうなお二方」

「場慣れっ？　この二人がっ？」

　彼女はこちらに目もくれず、吐はき捨てるように、

「格好だけの剣士と魔ま道どう士しごっこをしている子供にしか見えませんけどっ！」

　こどもっ……

「──ちょっと！」

　さすがにそれは聞き捨てならず、あたしは声をはり上げた。

「格好だけ？　子供？

　おっちゃんに文句を言うのもガウリイの悪口もかまわないっ！　けどっ！　あたしへの悪口は絶対許さないっ！」

「──お前またそーゆー人としてダメなことを堂々と……」

　ガウリイが横であきれたつぶやきを漏もらすが、それは無視。

　あたしのことばにアライナは、あいもかわらずこちらを見もせず、しかしみるみる顔色を変え、いきなりすたすた歩き出す。

　トラブルを予感し腰こしを浮うかすあたし。しかし彼女はこちらではなく、カウンター奥にいるマクライルさんの方に歩み寄り、なにやらぼそぼそ小声でささやく。

　彼はしばらくそれを聞いてから、あたしたちの方を向き、

「『すみません、そんなつもりじゃあなかったんです』だって」

「──は？」

　意味がわからず眉まゆをひそめるあたしに、マクライルさんは苦笑して、

「いや。アライナさんって、極度に人見知りだけど内うち弁べん慶けいなんです」

「めんどくさっ!?」

　たしかにいるけどっ！　そーゆータイプの人っ！

「……ひょっとしてアレ？　人見知りなんで、初対面のあたしたちと組むと、打ち合わせなんかがうまくできるかどうかわかんないからいやがってる……とか？」

[image: ]

　あたしの指し摘てきにアライナは、マクライルさんに向かって、首を縦に振ふったり横に振ったりしながら何やらいろいろ言っていたが、やがてマクライルさんが、あたしたちに目をやると一言、

「すっごい必死で否定しています」

「図星かっ!?」

　……街を守るのがごろつき自警団と内弁慶エルフって……だめなんじゃないだろーか……この街……

　さすがにちょっと心配になってきたところで、マクライルさんが言う。

「──まあ旅の方をいつまでもお引き留めするのも野や暮ぼですからね。こういうのはどうでしょう？

　まずは十日の短期契けい約やく。その間、早いうちに大きな成果を上げるなど、解決に役立っていただけたならボーナスをはずむ。十日たってまだめどがつかないようなら、あらためてその時に話し合い──ということで」

　そんな彼に、アライナが何やらぼそぼそ必死で抗こう議ぎしているが、マクライルさんは眉一つ動かさない。

　──ふむ──

　向こうにとっては、何も起こらなければ依頼料を安く上げられる条件だが、こちらにとっても長く拘こう束そくされにくい、というメリットがある。

　ならば──

　あたしはガウリイに向かって一つ小さくうなずいてから、マクライルさんがいる方に向かって歩み寄り、

「──おっけ。そういうことなら、とりあえずおたがいお試しってことで十日間」

　と、カウンターごしに手をさし出す。

　おっちゃんは手を伸のばしてあたしと握あく手しゆすると、

「ありがとうございます。

　そうそう、申し遅おくれました。

　私はジーン＝マクライル。この宿、『銀の木の葉シルバーリーフ』の主人で、街の自警団のとりまとめもさせてもらっています」

　なるほど。それでランダは頭が上がらなかったわけか。

「オレはガウリイだ」

　そっけのないガウリイの自己紹しよう介かいに続いて──

「あたしはリナ。

　リナ＝インバース。ごらんの通り魔道士よ」

　名乗るとあたしは早さつ速そく、くわしい依頼料の交こう渉しように入るのだった──




　街のまわりはただ緑。

　吹ふき渡わたる風が運び来る鳥のさえずり、生命いのちの気配。

　だがしかし、ひとたび視線を転じれば、ぐるりと街全体を取り囲む、人の背よりも高い石の塀へい。

　今は落ち着いてはいるものの、昔はこの街を巡めぐってゼフィーリアとセイルーンがごたごたしたこともあったらしく、がんじょうな塀はそのなごりだとか。

　もちろん、森に棲すむクマやらイノシシやら、時々うろついているゴブリンたちを寄せ付けない役にも立っている。このへんは、ついさっきマクライルさんから聞いた話だが。

　道もない森の中を歩くあたしとガウリイの姿は、一見ただの散歩だが、もちろん違う。あたりの地形を把は握あくするため、街の外を見て回っているのだ。

「──おぼえてる？」

　森の中ではあるものの、下生えの草木はあまりなく、歩き回るのにそれほど不自由はしない。進みつつ、あたしは言った。

　もちろん、隣となりを歩むガウリイに、である。

「あたしたちがこの街に来る時──誰だれかがどこかからこっちを見てたの」

「おー。あったな、そんな気配。殺気とかって感じでもなかったし、お前も気づいてて無視してたから、オレも何も言わなかったけど」

　やっぱしガウリイも気づいていたか。

「……野や盗とう、ってかんじじゃあなかったわよね？　あれ」

「たしかにちょっと違ってたなぁ」

　と、ガウリイもあたしと同意見。

　──気配、などとゆーふんわりとしたモノで何がわかるのか？　と疑問を抱いだく人もいるだろーが、実際になんとなくわかるのだから仕方ない。

　そう思っていたら気のせいでした、なんてことも時々あるが、今回については、あたしとガウリイ、二人が同じ意見である。おそらく間違いないだろう。

「けどあれが、街にちょっかいをかけている連中とは別口──なんてことはないだろーし……うーん……」

　つぶやくあたしに、ガウリイは少し驚おどろいたような顔で、

「お前さんにしちゃあ珍めずらしく慎しん重ちようだな。いつもなら、野盗なんてとにもかくにも吹っ飛ばせばオーケー、とか言いそうなのに」

「まあ最終的には吹っ飛ばすつもりだけどね。

　相手がそこらへんによくいる程度の野盗だったら、街の自警団で片付いてただろうし。

　そうなってないってことは、相手の中に、それなりの使い手か切れ者がいるってことでしょ？

　──それに──」

「それに？」

　あたしがわずかに言いよどんだのに気づいたか、ガウリイが問いかけて来る。

　口に出したいことではないが、事実は事実。はっきりと口に出す必要はある。

「前に比べると、あたしの使える術って大おお幅はばに減っちゃってるからね」

　あたしのことばに、ガウリイはしばし考えて──

「言っとくけど！」

　彼が口を開くより先にあたしは言う。

「体調の問題じゃないからっ！　前の戦いで、魔力を増ぞう幅ふくする呪符タリスマンがなくなっちゃったから、使えなくなった術がけっこぉあるのよ」

「そっかぁ」

　と、カルくガウリイ。

　そーなのだ。

　かつてあたしが使っていた、虚きよ無むの刃やいばを生み出す術やら何やらは、その呪符タリスマンがなければ発動しない。

　あたり一帯を闇やみに吞のみ込ませる術は──使おうと思えば使えないことはないのかもしれないが、制せい御ぎよできなかった時がコワすぎる。とりあえずできればやりたくない。

　今はもう使えなくなった術を、とっさの時に使えるつもりでくり出そうとする──というのがいちばんあぶないパターンである。

　そうならないために、あたしはわざわざ、使える術が減っている、と宣言したのだ。ガウリイへの事情説明というよりも、口に出すことで、あたし自身がその事実を再認識するために。

　──もちろん、実はここの自警団が心の底からダメダメなだけで、相手はごくごくふつーの野盗。当たってみたら瞬しゆん時じに楽勝！　というのが一番話が早いのだが。

「何にしろ、相手の手がかりが何か摑つかめたらいいんだけど……このへんにはそーゆーの、なさそうねー」

　と、あたし。

　獣けもの道みちしかないような山の中なら、足あし跡あとや折れた草木から、人の通った跡を探すこともできるのだが、このへんは逆に、人の立ち入った跡が多すぎるのだ。街の人たちがたきぎ拾いにでも来ているのか、自警団がいちおー巡じゆん回かいをしているのか。仮に賊ぞくたちがここを通ったことがあったとしても、それらを区別するのは無理だろう。

「手がかりかぁ」

　ガウリイはしばし考えて、

「聞いてみたらどうだ？」

「誰に？」

「なんて言ったっけ。あいつ」

　言ってむぞうさに指さす先に目をやれば、少し離はなれた木の枝の上、こちらをうかがう影かげ一つ。

「──アライナ？」

　思わず呼べば、彼女は、びくんっ！　と身をふるわせて、あわてて幹の向こう側に身を隠かくそうとする。──幹がそんなに太くないせいで、細身のエルフとはいえ隠れ切れていないのだが。

「ひょっとして……あたしたちのこと、ずっと尾つけてたの？」

　呼びかけに彼女は無言。

　白状するとあたしは、彼女の気配に今まで全く気づいていなかったのだ。彼女にこちらへの敵意が無かったことをさし引いても、正直びっくりである。

　エルフは自然とともに暮らす者、と知ってはいても、ここまで森の空気に溶とけ込むものだとは思っていなかったのだ。

「何か用か？」

　ガウリイが呼びかけるも、やはりアライナは無言のまま。

　ならば。

「ま、用がなけりゃあ尾けて来たりはしないわね。

　……あたしたちがマクライルさんに協力をもちかけられたのが気に入らないみたいだけど──

　ひょっとして、あたしたちが手を引くよう、人目につかないところでシメるとかそーゆーやつ？」

　ためしに挑ちよう発はつしてみると、彼女は枝から地面に音も無く飛び降りた。

　──下生えの草木があまりないとはいえ、この距きよ離りで飛び降りた音が聞こえないというのは、一体どんな着地のしかたなのか。

　彼女はあたしたちから目を離さぬまま、服のポケットから小さな何かを取り出すと、地面に置いて指をさす。

　さっきのメシ屋では身につけていなかったが、今のアライナは腰こしの左右に丸めたムチを一本ずつ。右手で右のムチを取り、軽くふるう。

　ムチはゆらりと波打つように、彼女の後ろ──あたしたちから離れた木の枝に巻きついた。そのままアライナが腕うでを引いて地を蹴けると、彼女の体はムチに引かれて、枝の上へとふわりと着地。

　この一連の動作も、ちょっとびっくりするほど静か。無音とまでは言わないが、そちらを意識していなければ、森の木の葉は擦ずれや鳥のさえずりにまぎれるレベル。

　……何のつもりか知らないが……

　あたしはアライナから目を離さないまま歩み寄り、彼女が地面に置いた何かを拾い上げる。

　大きさは手の中ににぎり込めるくらい。何かを紙で包んである。羊よう皮ひ紙しよりもずいぶん薄うすい、たぶん植物でできている紙のようである。

　開いてみると、中身は小さな木ぎれ。こちらはおそらく単なる重し。包んであった紙の方には、インクで一言、

『どう声をかけていいかわからなくて』

「めんどくさっ!?」

　思わず声を上げ、あきれ顔で彼女を見やれば、アライナはあわてて、またまた幹の陰かげに隠れようとする。

「……人見知りなのはわかったから。けどそこはがんばって、せめてふつーに話はできない？」

　問えば彼女は襟えりもとの小さなポッケから何か取り出し、こちらに放る。

　さきほどと同じ小さな包み。開けば紙には、

『緊きん張ちようすると小さな声しか出せないから無理』

「…………………………」

　……このメッセージメモ、今書いたのではなく、即そく座ざにポッケから出てきたということは、アライナはこーゆー質疑応答パターンのメッセージメモを何種類も作っていて、あちこち別のポッケに忍しのばせている、ということである。

　スジガネ入りかっ!?

「……あー……」

　あたしはぽりぽり頭を搔かいて、

「オッケー、アライナ！

　あたしが聞いて、そっちが答える。イエスは親指立ててサムズアツプ、ノーなら手のひら広げてぱたぱた振ふって、どっちとも答えようがないなら指そろえて、手のひらでストップ。

　こんなかんじでどう？」

　言えば幹の陰から右手を突き出しサムズアップ──すなわちイエス。

　よし。めんどくさい。

　この時点でなんだかすごく疲つかれたが、それはもちろん口には出さず、

「……つまるところ、何か用があってあたしたちを尾けてたけど、きっかけがなくてずっと声をかけられなかった──と？」

　イエス。

「そうするとその用っていうのは……」

　──さて、どうやってイエス・ノーで用件を聞き出すか──と思っていると。

　アライナはまた何かを取り出し、こちらの方に投げて来た。

　さきほどのよりは大きい包み。開いてみると、手書きの──地図？

　アテッサの街とおぼしき、いびつな丸。ゼフィーリアやセイルーン、カルマートなどの方面に続く街道らしき線。街道とは反対側に四つほど小さな丸印。あちらこちらに小さな×がいくつもついている。

　×印は、小さな丸と大きな丸との間や、街道ぞいに集中している。

「──もらっていいの？」

　イエス、と木こ陰かげからアライナの右手が答える。

「ということは……大きい丸が街で……小さい丸が採さい掘くつ所、×が襲しゆう撃げきされた地点……って解かい釈しやくでオッケー？」

　またまたイエス。

「ありがと！　けどなんで、あたしたちに地図を？」

　メシ屋では、あたしたちが首を突つっ込むのをいやがっているようだったが……

「──って、この質問じゃあイエス・ノーで答えられないわよねー。なら……」

　迷うあたしのことばを遮さえぎり、鳥が騒さわいだ。

　ぴくりっ、とアライナが反応する。

　森の彼方かなたに目をやると、右手のムチと左手のムチ、左右交こう互ごに、行く手の木の枝、木の幹にからめ巻きつかせ、木から木へと跳とび移うつる。

「──何かあったな」

　言って駆かけだそうとするガウリイに、

「待った！」

　即座にストップをかけるあたし。

　その間にも、アライナは森の奥へと進みゆく。そのスピードはあきらかに地面を走るより速い。

　彼女の進む方向を考えれば、向かう先はおそらく採掘所の一つ。鳥たちが騒いだ位置から、そちらの採掘所に何かあったと判断したのだろうが──

「こっちよ！」

　言ってあたしは、アライナが向かったのとほぼ逆を目ざして駆けだした。

　ガウリイもあたしとともに走りつつ、

「なんで、こっちなんだ!?」

「カンよっ！」

　説明がめんどうだったのでそう言ったが、一応根こん拠きよはある。

　もし採掘所に何かが起きていて、それがこれまで街にちょっかいをかけて来ている連中のしわざだとすれば、街からまっすぐ向かったところで出くわすとは思えない。なにしろ相手は今まで自警団たちをだしぬいてきたのだ。

　目ざすのは、この街に来た時、あたしとガウリイが誰だれかに見られていた場所。

　タイミングから考えて、あれは、採掘所にちょっかいをかけに向かう途と中ちゆうの賊たちが、たまたまこちらを見つけたのではないか──と思ったのだ。

　だとすれば、帰りも同じような場所を通る可能性が高い。

　高速飛行の術でも使えば話は早いのだが、森の中では術を制せい御ぎよできず、木にぶち当たりまくるおそれがある。かといって高度を取って木々の上に出れば、そのぶんスピードが出なくなる上、相手から丸見えになる。しかたなくあたしとガウリイは、木こ立だちの間を足早に進みゆく。

　やがてどれほど進んだ頃ころか──

「──リナ」

　ガウリイが声を漏もらす。

「いるぞ」

　あたしは歩調をゆるめつつ、ガウリイの視線が向かう先に目をやった。

　木こ漏もれ日が、コケと雑草で覆おおわれた地面をまだらに照らし出す。だがその漏れ来る光の明るさゆえに、木々の奥は影濃こく闇やみににじみ溶け。

　人の姿らしきものは見えないが、言われてみれば、気配とも呼べない、かすかな違い和わ感かんが漂ただよっている。

　何より。

　ガウリイが、いる、と言っているのだ。なら間ま違ちがいない。

　二人はどちらともなく足を止め、

「──おつとめごくろーさま！　さっきも会ったわね！」

　あたしは声をはり上げた。

　空気が──変わった。

　たぶん向こうは、さっきも今も、こっちに気づかれているとは思っていなかったのだろう。

「あんたたちがただの野や盗とうじゃないのはわかってるのよ！　けどアテッサにいやがらせを続けてるってことは……ひょっとして本当の目的はあっちの方!?」

　あっちの方──というのはほかでもない。

　ただの無意味なハッタリである。

　もったいつけた言い方をしたが、何の心当たりもありゃしない。

　だがこれで向こうはおそらく、三つの可能性を考えるはず。

　一つ。あたしのことばはただのハッタリ。

　二つ。あたしは連中の目的を知っている。

　三つ。あたしは連中が知らないことを知っていて、それが目的だとカン違いしている。

　向こうにすれば、一なら無視した方がいい。二なら無視してかまわない。しかし三の場合、どんな影えい響きようが出るかわからない。

「──何の話だ──」

　三の可能性を見過ごせず、やがて響ひびいたのは男の声。

　おしっ！　乗ってきた！

　森の暗がりがゆらりと動き、浮うかび上がったのは人ひと影かげが五つ。

　──なるほど。こちらからは見えないわけである。

　くすんだ緑の上着とズボン。要所要所を砂色の布やひも帯で締しめ、顔にも同じような布きれを巻きつけ、目だけを出している。肌はだの出ているところなど無く、少しだけ見える目の周りにも、草の汁しるだか泥どろだかを塗ぬりつけてある徹てつ底ていっぷり。これなら草木の陰に動かずじっと佇たたずんでいるだけで、少し離はなれれば目立たなくなる。

　年ねん齢れいや性別すらもわからない、緑に溶とけ込むその姿。これが五人──いや、ひょっとすると他にも何人か隠かくれているかもしれない。

「──何を知っている」

　口を開いたのは、こちらから見て一番右にいる相手。声からすると男だが、地声かつくり声かは不明。

「わかってるでしょ？」

　とあたし。

「言え」

「聞きたいひとの態度じゃないわね。金貨の百枚もさし出して『教えてくださいお願いします』って頭下げたら──」

　あたしのことばを遮って。

　左の方にいた別の一人が突き出した右の手のひらから、十本近い炎の矢フレア・アローが生まれ出る！

　話にまぎれてこっそり呪じゆ文もんを唱えていたかっ！

　見ての通りの攻こう撃げき呪文。複数の炎の矢を生み出して解き放つ術で、術者の力量が上がれば生み出す本数も増える。

　あたしとガウリイはすばやく左右に跳び退のいた！

　どどどどどンッ！

　相手が放った炎の矢フレア・アローは二人の間の地面に炸さく裂れつ！　草を灼やきコケを焦こがし火の粉こを散らし煙けむりを撒まいて視界をさえぎる。
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　分断されたかっ──！

　煙の向こうで鋼はがねと鋼のぶつかる音。ガウリイが相手と刃やいばを交えているらしい。

　ならばあたしは──

　しかし、こちらが動くより早く。

　白はく刃じんが閃ひらめく。

　あたしは跳び退き、腰こしの剣けんに手をかけつつ、口の中で呪文を唱える。

　煙の奥から目の前に、誰ともわからぬ相手が一人。手にしたひとふりの刃のみが、にぶい光を放っている。

　相手のくり出す斬ざん撃げきを、あたしはショート・ソードを抜ぬき放はなち、受け、さばく。

　ほどなくあたしの呪文が完成──

　……？

　ふと。ある感覚をおぼえるあたし。

　これって──？

　あたしは唱えていた呪文を中断し、身をひるがえすと別の呪文を唱えつつ駆ける。

　全力で駆けたつもりだが、相手は瞬しゆん時じに追いついてくる。

　相手がくり出すひざ蹴げりを、あたしは後ろに跳び、かわす。

　木の幹を背に、しばし相手とにらみあい──

　一気にダッシュ！　追い来る相手に、完成した呪文を解き放つ！

「光よライテイング！」

　閃せん光こうが、薄うす暗ぐらい森の中を刹せつ那な白く染め上げる。

　本来は、ただの照明用の術である。あたしはその呪文にアレンジを加え、効果時間をほぼゼロに、かわりに明るさを極度に上げている。まともに見れば目をやられ、しばらく視界を奪うばわれる。

　相手は光にまともに突っ込んだはずだが──あたしの想像が当たっていれば、効かないだろう。あたしは駆けつつ次の呪文を唱えはじめる。

　──ひゅんっ──

　何かが風裂さく小さな音。

　同時に、あたしの動きが止まる。

　木漏れ日がまだらに染める地面の上、あたしの影が落ちている。その影に刺ささっているのは小さなナイフ。

　影縛りシヤドウスナツプ──精神世界面アストラル・サイドから相手の動きを束そく縛ばくする術である。

　相手の動きを束縛、というと強力に聞こえるが、対たい抗こう策を知っていればそれほどでもない。たとえば──

「光よライテイング！」

　さきほどと同じ術で光を生み出し影をかき消せば、その拘こう束そくはあっさり解ける。

　あたしと相手は向き合って──

　その時。

　ぴゅぃぃぃぃぃっ！

　森に響いたのは指笛の音。

　それを合図に、相手はあっさりきびすを返し、森の奥へと駆けてゆく。

　見ればガウリイと対たい峙じしていた連中も、退たい却きやくをはじめていた。

　たぶんもう一人見張り役がいて、そいつが指笛で撤てつ退たいの指示をしたのだろうが──

「追うか？」

　やや離れた場所からガウリイに問われて、

「やめときましょ」

　と、ガウリイの方に歩きながらあたし。

　相手はふつーの野盗とは違う。人数も不明で、森にも慣れている。この状じよう況きようで無理な深追いはナシである。

「それよりも、なんで奴やつらが急に退ひいたのか、ね」

　あたりを見回し──すぐに理由を理解した。

　森の一方、街道に近い方から現れたのは男が二人。

　さっきの連中とはもちろん違う。がっちりとしたつくりの銀の鎧よろいが、水面みなもにちらつく魚ぎよ影えいのように、まだらな木漏れ日をはね返す。

　装備が完全にお揃そろい、ということは、ちゃんとした組織の正規兵だろう。

「──お前達！　何者だ！　何と戦っていた!?」

　こちらの姿をみとめると、兵士その一が声を上げた。

　──なるほど。

　近くを通りかかった彼らは、戦いの音を聞きつけ、状況確認にやって来た。

　野盗──というか賊ぞくたちは、この兵士たちの接近を知って退却したのだ。

「アテッサの街で用心棒に雇やとわれた者よ！」

　敵意が無いことを示すため、かるく両手を上げてみせながらあたしは言う。ガウリイの方も、手にしていた抜き身の剣を鞘さやへと戻もどす。

「賊と出くわして一戦交えてたのよ！　兵隊さんたちが来てくれたおかげで、連中、逃にげてったけど！

　あたしたちのことは、アテッサで確かめてもらえればわかるわ！」

　兵士たちは互たがいに顔を見合わせて、しばらくぼそぼそことばを交わし、

「──わかった！　アテッサまで同行してもらえるか？」

「りょーかい。……手、下ろしていいわよね？」

「かまわんが──おかしな真似はするなよ」

「しないわよ」

　警けい戒かいする兵士に軽口で応こたえ、あたしとガウリイは、兵士二人の先導で、森を抜けて街道に出て──

「をうっ!?」

　思わずあたしは声を漏もらす。

　そこには、二人の兵士と同じ鎧姿がずらりと並んで数十人。整然たる列の中央には、やたらと立派な同じ形の馬車三台に、やはり立派なつくりの荷馬車が二台。

　……思ってたより大規模だし……

　それにこれって……

　あたしはやや大きな声で、

「──これってひょっとして！　えらい人だったり？」

　兵士その一にそう問えば、

「まずはお前達の身元確認が先だ」

　と、はぐらかす。

　が。

　馬車の小窓の一つが開いて、そこからひょっこり顔を出したのは──

「リナ！　ガウリイさんも！　声を聞いてひょっとしたらと思いましたけどっ！」

「おひさし～」

「おー。しばらくぶりだなー」

　かわすあいさつに、兵士その一の目が点になる。

　馬車の扉とびらがかちゃりと開いて、白い礼服に身を包む、一人の少女が──

「ストップストップ！　護衛の兵士さんたち困っちゃうでしょ？　話は街についてから、ね！　アメリアさん」

　いきおいで飛び出しかけた彼女をしぐさで制し、あたしは声を上げた。

　対するアメリアは、

「アメリア、で、いいですよ！　リナ！　じゃああとでっ！」

　言ってにこやかに、馬車の中へと引っ込む彼女。まわりの兵士たちは呆ぼう然ぜん。

　やがて、あたしたちのそばに佇たたずむ兵士その一は、鎧がきしむようなぎこちない動きであたしの方を愕がく然ぜんと見やり、

「……知り合……あ、いや、お知り合いですか……？」

「ま、ちょっと」

　とあたしはウインク一つ。

　馬車から顔を見せた彼女はアメリア＝ウィル＝テスラ＝セイルーン。

　その名から察しがつく通り、聖王国セイルーンの立派な王族なのである。

　実を言うとあたしとガウリイは、一時期、彼女といっしょに旅をしたことがあった。

　あたしたちが彼女の護衛──というわけではない。

　アメリアは、としはあたしより少し下、面おも立だちにまだ幼さを残しながらも、精せい霊れい魔ま術じゆつに白魔術、でもって素手での戦いを得意とし、ともに戦う仲間として同行していたのだ。

　あれやこれやがあったあと、ひと落ち着きしたのを機に、あたしたちと別れてセイルーンに帰ったのだった。

　そんなもろもろのいきさつで、あたしもガウリイも、セイルーンの王族関係者の中に、何人か知り合いがいたりするのである。

　兵士たちの鎧に刻まれていた紋もん章しようから、彼らがセイルーンの兵士だとはわかったし、一団の様子から、馬車に重要人物が乗っていると予想はついた。

　ひょっとすると知っている相手かも、と思って、大きめの声を上げてみたのだが、まさかアメリアだったとは。

　かくてあたしとガウリイは、アメリアたちセイルーンご一行様とともに、とりあえずアテッサに引き返したのだった──




　鍛か冶じの街、アテッサ。

　けっこう昔、かーちゃんといっしょに旅行の途と中ちゆうで寄ったことがあり、この街のなりたちはあたしもざっと知っている。

　大きな森と採さい掘くつ所を擁ようする鍛冶の街、ということで、かつてはこの街の所有を巡めぐり、ゼフィーリアとセイルーンとの間でごたごたした時代もあったという。

　当時は領主ロードがいて、兵士もおーぜいいたらしいのだが、両国間の関係も円満な今となっては、余計な疑ぎ心しん暗あん鬼きを生まぬよう、兵士を大おお幅はばに減らし、自衛は自警団が担になうようになったとか。

　それに伴ともない、以前いた領主ロードは別の場所へと領地替がえし、今は町長がこの街の代表、ということになっている。

　……もっともこの町長、かつての領主ロードの血けつ縁えんではあるらしいが。

　しかし正規の兵士がゼロというわけではない。

　かつての領主ロードの館やかたは今、貴賓館ゲストハウスとして使われており、そこに管理の名目で、二十人足らずのゼフィーリアの正規兵が常じよう駐ちゆうしている。

　アテッサの入り口で、そんなゼフィーリア正規兵のうち二人に出で迎むかえられ、アメリアとセイルーンご一行様、プラスあたしとガウリイが案内されたのは、その貴賓館ゲストハウスだった。

　館といっても、いざという時の防衛拠きよ点てんとして考えられてはいたのだろう。重厚堅けん固ごな石造り。正直、飾かざり気けはいまひとつ。

　正門を入った先、貴賓館ゲストハウスの玄げん関かん前には、常駐の正規兵たちにくわえ、たぶん街のえらい人たちなのだろう十人以上がずらりと並んでお出で迎むかえ。

　その中には、正装したマクライルさんの姿もあった。

　彼はあたしたちの姿を見ると、わずかに眉まゆをはね上げるが、もちろんこの場では何も言っては来ない。

　全員直立不動の中、先頭馬車の足あし下もとに、ムダに凝こった飾りの踏ふみ台が置かれ、御ぎよ者しやが恭うやうやしくドアを開ける。

　そこからしずしずと歩み出て来たのはもちろん──

　居並ぶえらい人たちの間から、ほう、と小さな感かん嘆たんの声。

　所々に金糸やレースがあしらわれた純白のドレス。略式のシンプルなシルバーティアラが黒くろ髪かみに映はえる。

　──前にいっしょに旅した時には、とーぜんもっと動きやすい服を着ていたが、こーゆー服を身につけると、いかにもお姫ひめ様然とした佇まい。前の時より、ちょっぴり背も伸のびているような気がする。

　石いし畳だたみのエントランスに降り立った彼女は、えらい人たちに向かって、ドレスの裾すそを軽くつまみ上げると一礼し、

「アテッサの皆みな様さま、お目にかかれて幸いです。セイルーンの特使、アメリア＝ウィル＝テスラ＝セイルーンと申します。短い間ではありますがお世話になります」

　アメリアのあいさつに続いて、アテッサの町長が自己紹しよう介かい。じまん混じりの長めのあいさつを述べたあと、

「──我らの貴賓館ゲストハウスにて、旅のお疲つかれを取っていただければ幸いです。今からご案内させていただきます……が……その──」

　と、いっしょにいるあたしとガウリイに目をやって、

「そちらのお二人は……？　護衛の兵には見えませんが──」

「友人です」

　アメリアはさらりと笑顔で、

「そこの森でたまたま再会したのです。聞けば今はこの街で自警団のお手伝いをさせていただいているとか。つもる話もありますので、お二人をしばらくお借りしてもかまいませんでしょうか？」

　こう問われれば町長には、

「ええもちろん。どうぞどうぞ」

　と答えるしかない。

　──結局のところ。

　アメリアたちが部屋を割り当てられてから、予定されていた夜の会食までの間──それが、あたしたちとアメリアの、話をする時間となった。

「実は今回、わたしがゼフィーリアに特使として伝えに来た用件って、お二人にも関係あることなんですよ」

　出された香こう茶ちやをひと口飲んで、息をついてからアメリアは口を開いた。

「……って……話しちゃっていいの？　そんなこと？」
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　思わず声をひそめて問うあたし。

　──彼女が割り当てられたのは、比ひ較かく的広い部屋。

　さすがにここは貴賓館ゲストハウスとしての体てい裁さいは整っており、しっかりとしたじゅうたんに壁掛けタペストリ、大きめのテーブルにデスク、奥には天てん蓋がい付きの立派なベッドと、なかなかちゃんとしたものである。……それら全部がちょっぴり古びてはいるのだが。

　テーブルには貴賓館ゲストハウス付きのメイドさんが運んで来た香茶が三人ぶん並べられ、席についたのはアメリアとあたしとガウリイ。

　三人の他には、かたわらにはメイドさんがいるし、アメリアについてきた兵士たちのうち六人が、部屋の四よ隅すみとドアの両側に立って番をしている。

　とーぜん、ここでアメリアが使いの内容を話したら、彼らもそれを知ることになる。

　いーのかそれは、と思うのだが──

「だいじょうぶです」

　と笑顔で断言。

「むしろ、より多くの人たちに知ってもらいたいことですから。

　今回、国家間で情報を共有すべきと判断された伝達事じ項こうは──高位魔族の存在に関してのことなんです」

「高位魔族──」

　あたしは思わず呻うめいた。

　魔族──

　今さら言うまでもないだろうが、生きとし生けるものたちの負の感情を糧かてとして、この世界の滅ほろびを願うものたち。

　レッサー・デーモンやブラス・デーモンが有名で、より高位のものもいるとささやかれており、伝承と神話の中には、七つに分かたれた魔王と呼ばれる者と、その腹心たる五人の魔族──冥王ヘルマスター、魔竜王カオスドラゴン、覇王ダイナスト、獣グレーター王・ビースト、海王デイープシーの存在が伝えられている。

　……で、その、なんとゆーか……

　あたしとガウリイとアメリア、そしてここにはいないあと一人は、かつてそんな腹心の一人、冥王ヘルマスターフィブリゾと相まみえ、うち滅ぼしたのである。

　──いやわかってる。もちろんよーくわかっています。

　ンなことを口にした日には、デマだサギだ妄もう想そうだと思われるとゆーことは。

　そもそも魔道士の間では、魔王や腹心の実在を疑問視する声もあるのだ。

　それぞれの力を借りた術は存在するが、それらは自己意思を持ったものではなく、漠ばく然ぜんとした力の源、もしくは法則そのもの、という解かい釈しやくである。

　ンなものに出会って、あまつさえぶち倒たおしたとか。

　ねーよ、と切り捨てられても無理はない。

　……実をいうとあたしも、信じてもらえないだろーな、とは思いつつ、魔道士協会にいちおー報告してみたことはあったのだ。

　反応はまあ……予想通り。

　向けられたのは疑いのまなざし。なおこの場合の疑いは、『真実か噓うそか』ではなく『ホラ・サギ・妄想、どれだろう？』である。

　腹は立ったが無理もない。立場が逆なら、あたしだって信じられない。

　とはいえ──本当に本当だったりするのである。

「冥王ヘルマスターの話……よね？　信じてもらえると思う？」

「高位魔族が実在し、その一角が崩くずれたことは、事実として多くの人たちが知っておく必要があります」

　アメリアは言う。

「けれど、聞いただけではとうてい信じられないでしょうから、セイルーンで事情を説明して、魔道士協会に検証を頼たのみました」

「検証……って、どうやって？」

「冥王ヘルマスターの力を借りた術が使えなくなっていることを検証してもらったんです。

　そうすれば少なくとも、冥王ヘルマスターと呼ばれた何かの力の源があり、それが失われたことの証明にはなります。

　もちろんそれが、高位魔ま族ぞくが意思をもって人の姿で行動し、誰だれかに倒されたことの証明にはなりませんけど、頭ごなしの全否定はできなくなるはずです。

　この世界にどういった脅きよう威いがどんな形で存在するのか。

　それを、より多くの人たちが知っているかどうかによって、未来は変わってくるはずですから、検証資料やその結論を、いろいろな国に伝えて回っている途中なんです。

　──もっとも、検証にずいぶん時間がかかっちゃったせいで、こんな時期になっちゃいましたけれど」

　と、アメリアは笑顔で、

「心配してましたよ。時間がかかってる間に、またリナたちがどこかで高位魔族倒したりしてないかなー、なんて。あはは」

「あはははははははははははは」

　かわいた笑いでごまかすあたし。

「あはははははははははははは」

　アメリアもいっしょにひとしきり笑ってから、笑顔のままで、

「リナが前に身につけていた呪符タリスマンがなくなってるんで、ひょっとしたら、ややこしいことがあったんじゃあ──って思ったんですけど、その笑い方は、やっぱり図星ですね」

　くっ……！　おにょれアメリア！　気づいてたかっ……!?

　なかなか成長したなっ！

　だがこうなれば、へたにごまかしてもしかたない。

　あたしはうしろあたまを搔かきながら、

「まあね～」

「ひらきなおらないでくださいっ！」

　なぜか大声を出すアメリアに、あたしはちょっぴりたじろぎながら、

「ま……まあまあ落ち着いてアメリア。

　別にこっちからケンカ売りに行ったわけでもないし……とりあえず、冥王ヘルマスターの時と違ちがって、そのせいで使えなくなった術とかはないから、アメリアの伝達内容には全然影えい響きようしないから。そこは安心して」

「……………………」

　彼女はしばし無言であたしを見つめていたが、やがて引きつった半笑いで、

「で？　何をやったんですか？　リナ？」

　しかたなくあたしは視線をそらし、

「……あー……まあその……

　覇王ダイナストグラウシェラーを弱体化するまでボコったあと、魔王の一人をちょっと……」

　ごンッ。

　にぶい音に目をやれば、そこには、デコから思いっきりテーブルに突つっ伏ぷすアメリア。

「だっ……!?　だいじょーぶっ!?　アメリア!?」

「……まあ……一応……」

　彼女はよろふらなんとか顔を起こし、指でこめかみおさえつつ、

「……そのあたりの話は聞かなかったことに……ではなくて、長くなりそうですから、あとにして……

　先に今現在のことを確かめておきたいんですけど、森で何かと戦っていた、あれは一体何なんです？」

「んー……あたしたちも今日依い頼らいを受けたばっかりなんだけど……

　どーやらここしばらくの間、このアテッサの街、おかしな賊ぞくに狙ねらわれて、いろいろやられてるらしーのよ」

「……賊……ですか」

　と、アメリアはどこか不ふ審しんげ。

「あたしたちに依頼したひとは野や盗とうって言ってたけど──」

「そんなわけはありませんよね」

　表情一つ動かすことなく、さらりと言ってのける彼女。

「──なんでそう思うの？」

「なんで、って──」

　問うあたしに、アメリアはきょとんとした顔で、

「相手が何人か倒れていたなら、うちの兵士が連行か報告したはずですから。それがないということは、相手の犠ぎ牲せいはゼロということですよね。

　お二人と戦って一人も倒されずに切り抜ぬけるような相手が、ただの野盗のはずないじゃないですか」

　さも当たり前のよーに言う。

　あたしは苦笑いして小さく肩かたをすくめ、

「──ま、それにはあたしも同意見だけど」

　あたしは隣となりのガウリイに目をやると、

「ガウリイ、森で戦った連中、どんなだった？」

「んー」

　ガウリイは考えながら香こう茶ちやをひと口すすり、

「地味な色だったなぁ」

「色の印象は聞いてないわよっ！　戦ってみてどんな感じだったか、ってことっ！」

「おー。そっちか。

　直接斬きりかかってくる奴やつの他に、離はなれたところからナイフを投げて牽けん制せいする奴がいて、さばくので手て一いつ杯ぱいだったなー」

　もちろん、四対一で戦い続けるガウリイもケタ違いの腕うで前まえではあるのだが、いつもの彼なら相手のスキを見つけて崩してゆく。それができなかったということは、とりもなおさず、相手は瞬しゆん時じにガウリイの力量を見み抜ぬいて対応した、ということでもあるのだ。

「四対一とはいえ……あんたと渡わたり合うなんてそーとーね……」

「それは……やっかいそうですね……」

　あたしたちの話を聞いて、アメリアは表情を曇くもらせるのだった──




　太陽は西の空にかたむきかけている。

　あたしとガウリイが貴賓館ゲストハウスをあとにしたのは、昼と呼ぶには遅おそすぎて、夕方と呼ぶにはやや早い、そんな頃ころのことだった。

　アメリアとの話は、おーざっぱなところを伝えた時点でおしまい。

　覇王ダイナストや魔王の話をくわしくするには時間が足りないし、この街に何が起きているかを語ろうにも、あたしたちにも正直よくわかっていなかった。

　雑談はなしのネタはいくらでもあるものの、長居して警護の兵士たちに煙けむたがられるのも得策ではない。

　そんなこんなで、ちょっぴり早めにおいとましたのだが……

「で？　これからどうするんだ？」

「うーん……何かあったみたいだから、状じよう況きようくらいは確かめたいけど……」

　ガウリイに問われてあたしは悩なやむ。

　日暮れまではまだ少しあるが、今から街の外に出て調査をするには、十分な時間とは言えない。

「オッケー。じゃあとりあえず、マクライルさんの所へ戻もどって──」

「メシか？」

「ごはんも食べるけど。その前に聞きたいことはいろいろあるから」

　あたしたち二人の宿はマクライルさんの銀のシルバー木のリーフ葉亭・イン。

　依頼を受けると決めた時、宿の部屋を無料で提供、食事は有料だが二割引、とゆー条件が出たのも大きいが、マクライルさんが自警団の責任者だということもあり、連れん絡らくの中ちゆう継けい場所になっている。

　ここを拠きよ点てんにしていれば、いろんな面で都合がいい。

　──夕食の材料買い出しの時間帯。街には行き交う人たちの姿。

　あちらこちら、遠く近くから槌つち打つ音が響ひびくのは、鍛か冶じの街ならではというところか。

　こーゆー街ではえてして威い勢せいのいい人が多いものだが、陽気な空気はあまりない。やはり賊たちの存在が、皆みなの気持ちを沈しずめているのか。

　その道すがら、あたしはふと思い立ち、ちょっと寄り道して買い物を。

　やがて銀のシルバー木のリーフ葉亭・インへと戻り──

「やあ」

　玄げん関かんをくぐった二人を出で迎むかえたのは、マクライルさんの声だった。

　夕食には早すぎる時刻だからか、一階の食堂に客の姿はない。

　店にはまだランプの明かりは灯ともされておらず、開いた窓から弱まりつつある午後の光がさし込んで、年季の入った柱やイスやテーブルに影かげを刻んでいる。

　そんな中、マクライルさんはカウンターの奥に陣じん取どっていた。

　夕食の下ごしらえでもしているのか、シチューか何かを煮に込こむ香かおりがうっすらと店内に漂ただよっていた。

「お帰りなさい。話ははずみましたか」

「まあまあ、ね。ツッコんだ話をするには時間がなかったんで、てきとーなところで切り上げてきたけど。

　そーいえばマクライルさんは夜の会食には出ないの？」

　テーブルにつきながら、問えば彼はにがわらいで、

「ああ。会食に参加するのは街の偉えらい人数人だけですからねぇ。私なんぞは、出迎えのにぎやかしに並ばされたようなもんですよ。

　──けどお二人がセイルーンの王族とお知り合いとは、想像もしていませんでしたよ」

　対するあたしも苦笑を浮うかべ、

「こっちも、セイルーンのえらい人がこの街に立ち寄る、なんてこと聞いてもいなかったわよ。

　自警団を仕切ってるそっちは、とーぜん知ってたはずでしょうけど」

　彼はカウンターの奥で何かごそごそやりながら、さほど悪びれた様子も無く、

「あー。言わなくてすみません。

　言えばどこかから話が漏もれて街の噂うわさになるでしょうし、そうなると野盗たちの耳にも入るおそれがありますからねぇ」

「──というと、街の情報が相手に筒つつ抜ぬけになっている、と？」

「これまでさんざん裏をかかれていますから。そういう可能性も考えておいた方がいいでしょう」

　なるほど。さすがにそれくらいの用心はしているか。

「……で、その、マクライルさんが『野盗』って呼んでる連中だけど──

　会ったわよ。森で」

「は!?」

　すっとんきょうな声を上げる彼に、ガウリイが、

「セイルーンの人たちが来たから逃にげてったけどな」

「ちょっ……ちょっ……ちょっと待ってください」

　ばたばたしてから、彼がカウンターの奥から出て来た時には、その手には木のカップが三つ。どうやら飲み物を用意してくれていたようである。

　彼はあたしたちの前にカップを置くと、空いている席に腰こし掛かけて、

「……会ったって……野盗たちにですか？」

「今日、何かあったでしょ？　賊がちょっかいをかけてきた、とか。そのちょっとあとだから、別口だとは思えないけど」

「くわしく聞かせていただけますか。相手はどんな連中でした？」

「顔まで隠かくしてたから、男か女かもわかんない連中だったけど──」

　あたしは渡されたカップをひと口。ちなみに中身はリンゴをベースにしたジュース。

　賊との邂かい逅こうをざっくりとかいつまんで説明し、

「……とまあ、こんなところね。

　でもってこっちは、たぶん何かあったんだろうなー、ってことは想像できるんだけど、実際に何があったかは知らないのよ。

　そっちには話が入ってきてるだろーから、くわしく教えてくれる？」

「こっちにも今はまだ、ざっとした情報しか入ってきていないんですけれどね。

　採掘所の一つで崩ほう落らくがあって、どうやら攻こう撃げき呪じゆ文もんが使われたらしく、野盗……いや、賊どものしわざなんじゃないか、ということぐらいですね。

　その報告が入って、ここにいた自警団のみなさんを捜そう索さくと救きゆう援えんに向かわせたんですが、まだ誰だれも帰ってきていないみたいですから、くわしくは──」

　かろんっ、と。

　マクライルさんのことばを遮さえぎり、ドアベルが鳴る。

　全員そろって目をやれば、開いたドアと、そこに佇たたずむ──

「アライナさん」

　マクライルさんに名を呼ばれ、女エルフは口を開き──あたしとガウリイがいるのに気づくと、もにょもにょと唇くちびるを動かし、閉じる。

　……たぶん何か言ったのだろうが、声が小さすぎて聞こえなかった。

「お帰りなさい。

　──ちょうど良かった。現場の状況、こちらで説明していただけますか」

　彼女はしばしためらった後、ほうり投げたエサに近寄る、なついていないノラ猫ねこみたいな足取りで、おそるおそる近づいてくると、あたしとガウリイからは目を離さぬまま、マクライルさんのうしろあたまに向けて何やらぼそぼそと──

「いやあの」

　さすがにソレは気き色しよく悪かったらしく、マクライルさんはふり向いて、

「できれば、全員に聞こえるようにお願いします」

　……ひゅっ──

　アライナは動どう揺ようもあらわに小さく息を吸い、あわててポケットをまさぐりはじめ──

「あ。ちょっと待った」

　言ってあたしはふところから、ついさっき街で買い求めたものを取り出した。

　知らない人には、ちょっと大きめの見慣れない硬こう貨かとしか思えないものが二枚。

　あたしはそのうち一枚に簡単な呪文を唱え、アライナにさし出した。

「貸したげる。さっきこの街の魔ま道どう士し協会へ行って買ってきたの。

　レグルス盤ばんっていう魔法の道具マジツク・アイテムで、そっちで話した声がこっちで聞こえるようになってるの。

　面と向かってふつーの声でしゃべるのが苦手っぽいけど、これならつぶやくくらいの大きさでも聞こえるから」

　アライナはおそるおそる手を伸のばし──レグルス盤をひったくると、残像を残して近くのテーブル下にもぐり込み──

『──あ。あ。あーあー。本当に聞こえるっ……！』

　もう一枚、残ったレグルス盤の方から響く彼女の声。

『人間ふぜいも案外気のきいた道具作るんですね……！　こんなものがあるならとっとと渡してくれればよかったのに……』

「あっはっはっは。アライナ、いきなし内うち弁べん慶けいモード入ったけど、調子に乗ってるとえり首つかんでゼロ距きよ離りでお話しするわよ？」

『……あっ……。すみませんついその……なるべく気をつけますからゼロ距離トークだけは勘かん弁べんしてください……』

　……んーむ……他人との距離感が極きよく端たんな奴やつ……

『あと……これ、便利なんで、よかったら譲ゆずってもらえませんか？　もちろん代金は払はらいますから』

「んー……」

　実費で譲るかぼったくるか、あたしが悩んでいると、

「すみません。その交こう渉しよう、あとにしてもらっていいですか？　今は現場の状況を聞きたいので」

　とマクライルさん。

「あ。はい。どーぞ」

　あたしがうなずくと、彼はアライナに、

「それで──現場には行ってきてくれたと思いますけど、どんな様子でした？」

　問われて彼女はすらすらと、

『現場は第二採掘所。起きたのは落らく盤ばん。ケガ人はいますが死者と行方ゆくえ不明者はなし。

　報告のためわたしが先に戻りましたが、救護の指示はランダが行っていて、自警団の皆みんなが手を貸しています。救助と手当ては夜までかからず片付きそうでしたが、採掘所の復旧には早くても数日を要する見通しです。

　なお状じよう況きようと痕こん跡せきから大地の精霊ベフイモスに干かん渉しようする術が使われたことは明らかです』

　端たん的てきに状況を説明する。

　……報告している彼女がテーブルの下に隠れてさえいなければ、ちょっとかっこ良かったかもしれないが……

　ただ、疑問が一点。

「ランダって誰？」

「……リナさんたちが最初にはり倒たおしたあいつですよ」

　と、マクライルさん。

　──ああ。ごろつきっぽい自じ称しよう自警団その一のひとね。完全に名前も忘れてたけど。

　しかし……あれが指示してるって……よっぽど人員が足りないのか、それともあれで、そーいう方面だけは長たけているのか。

「いちおー念のため聞くけど、落盤を起こした術って、やらかしたのが内部の人間、って可能性はあると思う？」

　こちらに内通者がいることを考えてのあたしの問いに、

『ありません』

　彼女はきっぱり即そく答とうする。

『術の発動地点を割り出しましたが、少し離はなれた外部からでした』

「術の発動地点を割り出す……って、そんなことできるの!?」

　思わずあたしは声を上げる。

　もちろん術や状況によっては、発動地点を割り出すことは可能である。しかし今回はその術で落盤が起きているのだ。ふつーなら痕跡も何も埋うもれていると思うのだが──

　対する彼女は、こともなげな口ぶりで、

『？　大地の精霊ベフイモスへの干渉痕跡を見ればわかりますよね？』

「かんしょーこんせき……？」

　聞いたことのない単語に眉まゆをひそめると、

『──ああ。ひょっとしたら人間には見えないのかもしれませんね。あれ』

「エルフには見えるんだ!?　そんなもん!?」

『目で見るというより感じ取るといった意味で、ですが、普ふ通つうにわかります』

　……知り合いにエルフっていたけど……初耳だぞ……まあ確かに、エルフには何がどんなふうに感じ取れているか、なんて話はしたことなかったけど……

　人間とエルフとでは魔力の量なんかに差があるとは知っていたが、『見える』世界まで違ちがうとは……

『ただ、結局野や盗とうたちは見つけられませんでした』

「ああそれなら──」

　と、マクライルさん。

「リナさんたちが出会ったらしいですよ」

『──えっ……!?』

　アライナは、テーブルの下でぴくりと震ふるえて、

『出会ったんですかリナ先せん輩ぱい!?』

「まーね。

　──って、なんで先輩扱あつかいっ!?　リナ、でいいわよ」

『リナ……呼び捨てでいいということはわたしの方が格上ということでいいのよね？』

「呼び捨てでいいけど先輩だと思え。」

『……あ。はいすみません……』

　人間関係の距離感修正めんどくさっ！

　なんでどっちかが上なのか。同格でいーと思うのだが。とはいえもし同格なんぞと口にしたら、アライナがめっちゃつけ上がりそうな気がひしひしとする。

『それで……どんな相手でした……？』

「人数は最低でも六人以上かな？　全身布で覆おおってて、男か女かもわかんなかったけど」

『他には何か気づいたことは──？』

「全員それなりの使い手よ。結局逃にげられちゃったし。野盗、ってみんなは呼んでるけど、アレがただの野盗だとは思えないわね」

『………………』

「野盗じゃないとすれば、何者で、目的は？」

　沈ちん黙もくしたアライナにかわってマクライルさんが問いかけてくるが、あたしは小さく肩かたをすくめて、

「さあね。さすがに何から何までしゃべってくれるほど親切じゃなかったし。

　逃げた方向ならおーざっぱにわかるけど、そっちに向かえばアジトがある、なんて素直な連中でもなさそうだったし」

「──けど、これは大きな一歩ですよ。今まではろくにシッポも摑つかめていなかったんですから。

　お二人にはぜひ明日からも、力になってください」

「まあ、がんばってはみるけどね」

　……けどこれ……めんどくさいことになったなー……

　アテッサに来た初日──というか半日でコレである。

　ため息をつきたくなるのをこらえつつ、あたしはリンゴジュースを口にした──




　鍛か冶じの街の朝は早い。

　とゆーか、どこかから響ひびいてくる鍛冶作業の音で起こされた。

　これが鳥の声とかなら気にせず眠ねむり続けることもできるのだろうが、カンキントンテン金属音。さすがにこれは耳につく。

　街のひとたちは慣れているのかもしれないが、こっちは寝ねてなどいられない。

　しかたなく起きて一階の食堂に降りると、そこにはすでにガウリイが。やっぱし音で起こされたらしい。

　サラダとパンとベーコンエッグとマッシュドポテトとミネストローネスープとリゾットとグラタンとアップルパイとフルーツとミルクとジュースの軽い朝食をとり、食後の香こう茶ちやでひと落ち着き。

　ふぁぁぁ、と同時に吐と息いきをついた時。

　店のドアベルがけたたましく鳴った。

「いた！　いたいた！」

　焦あせりを含ふくんだ声に目をやれば、そこにはどこかで見たような気がするおっちゃんが一人。

　おっちゃんは、まっすぐこちらを見ながらずんずん歩み寄り、

「あんたら！　確かアメリア姫ひめ様のお知り合いだったよな!?」

　言われてやっと思い出す。

　このひと、昨日、貴賓館ゲストハウスの前でセイルーンご一行様を出で迎むかえた顔ぶれの一人。

　たしか町長だったはず。

「あ。まあそーですけど」

　町長は店内をきょろきょろと見み渡わたしてから、こっちのテーブルに駆かけ寄ると、声をひそめて、

「……アメリア姫様、来てないよな……？」

　と、おかしな質問をする。

「ええ。来てませんけど……？」

　いちおー彼女はセイルーンからの特使なのだ。護衛の兵士もついているわけだし、いくらあたしたちが知り合いだからといって、ほいほい気軽に遊びに来られるわけはない。

　……なんてことは町長もわかってるだろーし、その上であたしたちにそんなことを聞きにきた、とゆーことは……

「……もしかして……いないの？」

　声をひそめたあたしの問いに、彼の顔色がまともに変わる。

「──」

　何かを言おうと口を開き、思い直してまた閉じて。そんなことを二度三度くり返してから、ぼそりっ、と、

「……さらわれたっぽい……」

　……………………………………




「ええええぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?」




　あたしとガウリイ、二人の上げた大声が、朝の空気をゆるがせた──








二、アテッサに　仲間ふたたび集つどい合う









　貴賓館ゲストハウスの内外には、ぴりぴりとした空気がまとわりついていた。

　あたしとガウリイ、マクライルさんと町長と。

　こちらの顔に見覚えはあるはずなのに、佇たたずむ兵士たちが向けてくるまなざしは、猜さい疑ぎの色に満ちている。

　建物に入り奥へと進む。その間誰だれもが無言のまま。

　やがて町長は、ある部屋の前で足を止めた。

「くわしい説明をお願いできますか、町長」

　マクライルさんがようやく口を開いた。

　宿からここまで来る間、時間はそれなりにあったのだが、さすがに街の往来で、賓ひん客かくが誘ゆう拐かいされたかも、などとゆー話をするわけにはいかなかった。

　あらためての問いに町長は小さくうなずくと、目の前のドアをノックし、返事も待たずにノブに手をかけ開け放つ。

　そこは、昨日もあたしとガウリイが案内された部屋だった。

　じゅうたんに壁掛けタペストリ、大きめのテーブルにデスク、奥には天てん蓋がい付きの立派なベッド。

　メイドさんが何人かいて、兵士たちが六人ばかり。

　昨日とあまり変わらぬ中、アメリアの姿だけがない。

「……今朝になって、姫様のお姿が消えていたらしい」

　と、町長。

　兵士やメイドたちをぐるりと見回して、

「なんでも昨夜、見張りの兵士たちや夜番のメイドたちが皆みな、強きよう烈れつな眠ねむ気けを感じて眠り込んでしまったということだ。

　……たしか魔ま術じゆつに、人を眠らせるものがあったと思うが……」

「『眠りスリーピング』ね」

　あたしが口を開く。

「けどあれって基本的に、戦っている最中とかの、気を張っている相手にはほとんど効かないはずだけど……」

「我々が気を抜ぬいていたと……!?」

　嚙かみついてきた兵士の一人に、あたしは左右に首を振ふり、

「そーじゃなくて。

　術以外の可能性も考える必要がある、ってこと。

　そもそもこの貴賓館ゲストハウス全体をカバーできる眠りスリーピングの術なんて基本ありえないし。

　たとえば飲み物食べ物に何か入れられたとか、眠りを誘さそう薬をお香こうみたいに使われたとか、それらのどれかと眠りスリーピングの術を併あわせて効き目を上げたとか。

　そーゆーもので、何か気がついたことってない？」

　問えば兵士たちとメイドさんたちとは互たがいに視線を交わし──しかし心当たりは無かったのか、誰も何も答えない。

　町長はあたしにすがるようなまなざしを向けて、

「……アメリア姫が何かの理由でこっそり抜け出した可能性は……？」

「まあ……ないでしょーね」

　と、あたし。

　アメリアの性格ならば、街を困らせている賊ぞくのことを知って正義の怒いかりを燃やすこともあるだろう。ひょっとしたら、成せい敗ばい、なんぞと言い出すかもしれない。

　しかし──

　賊の居場所もわからないのに、一人で動く意味はない。

「……なら……やっぱり……？」

　町長の声は細くすぼまり消えてゆき。

　しかたなく、あたしがその先を宣言する。

「この街を狙ねらってる連中にさらわれた──って考えるのが妥だ当とうでしょうね」

　町長の顔色がますます青くなってゆき、

「だ……だとしたら捜さがすしか……自警団を動員して……そうだ、役所の連中にも声をかけて……」

「落ち着いて」

　なだめるあたしの言葉も届いているのかいないのか、おろおろと意味の無い動作をくり返しながら、

「いや落ち着いていられんだろこれ！　このままではわしの……どころか、ゼフィーリアとセイルーンの国際問題だぞ!?」

「たぶんなんとかなるから」

「なんとかなるって言ってもなん…………え？　なんとか？」

　町長は二度、三度と瞬まばたきをすると、

「なるのか!?」

「たぶん」

「どうやって!?」

「まあ、細かいことをしゃべっちゃうと、そのせいで計算外のことになるかもだから、今はくわしく話せないけど──」

　適当なことを言いながら、あたしはぐるりとみんなを見回し、口を開いた。

「待つのよ」

　と。




　梢こずえを渡わたる風の音。

　うららかな陽ひざしに映はえる緑の連なり。

　大きな木の根もとに腰こしを下ろして見上げれば、重なり揺ゆれる葉が陽を透すかし、刻々表情を変えてゆく。

　……これがピクニックか何かだったら、最高の環かん境きようなのだろうが──

「──で、コレ、いつまで待つんだ」

　隣となりに腰を下ろし、ぽつりとガウリイがつぶやくのに、あたしは即そく座ざに、

「いや知んない」

「おいおい……」

　さすがにガウリイもげんなりと。

「みんなには適当なことを言って出て来たけど……本当にどうにかなるのか？」

「適当って……いちおー考えてるのよ。こっちは」

　と、あたし。

　今朝方、アメリア誘拐さるの報を受け、あたしがみんなに提案したのは『いつも通りに過ごすこと』だった。

　あわてると向こうの思うツボなので自警団はいつも通り。何かの要求が来る可能性を考えて、ゼフィーリアとセイルーンの兵士たちは貴賓館ゲストハウスで待機。

　……もちろんこんな話でみんなが納得したわけではなかったが、あたしの案を否定した場合、取れる手段は、だだっ広い森の中を手がかりもなくやみくもに捜す、ということになる。

　さすがにそれは不毛すぎると思ってか、みんな半信半疑ながらも従ってくれることになったのだ。

　そのあとあたしとガウリイは、昼ごはん用のパンと飲み物を準備。アテッサの街を出ると森の中へと入ってゆき、こうして待っているのだ。

「早ければそろそろ。遅おそくても明日の朝あたりまでにはなんとかなる──と思う」

「思う……って……

　お前さんのことだからいろいろ考えてるんだろうけど──」

　ガウリイはあたりをぐるりと見回して、

「街じゃなく、ここじゃないとダメなのか？　待つのって」

　言う足あし下もとにはコゲた草。

　ほかでもない。ここは昨日、あたしたちが賊たちと出会い、戦った場所である。

「もちろん街ってセンもあるけど……やっぱりここかな、って」

「そうかー」

　ガウリイはあいづちをうって──

　会話がとぎれる。

　のんびりとした時間がしばし流れ──

「──よっ」

　ガウリイがおもむろに立ち上がったのは、それほど経たたないうちだった。

　森の奥の方に目をやると、

「お前さんの言った通りだったな」

　言われてあたしも立ち上がり、彼と同じ方に目を向ける。

　立ち並ぶ木々の奥、こちらに向かい来る影かげ二つ。うち一方がこちらに小走りで近づきながら、

「──リナ！　ガウリイさん！」

　声を上げたのはむろん言うまでもない。さらわれたはずのアメリア当人。

　その後ろから歩み来る、白いローブにフード姿。

「どうなってるんだ？　リナ」

　首をかしげるガウリイのことばに、

「話すと長い」

　アメリアの後ろから来た白ローブも口を開くと、目ま深ぶかにかぶっていたフードを脱ぬぐ。

　その下から現れた顔立ちは、整っていながらも、肌はだは蒼あおく硬かたい無機質。銀ぎん髪ぱつにも見える髪かみは、揺れる木こ漏もれ日を受けて金属質のかがやきをちらつかせていた。

　ゼルガディス＝グレイワーズ。

　かつてあたしやガウリイとは、最初敵として出会った男。後にいろいろあった末、ともに旅をした仲間の一人で、アメリアとも面識がある。

「おー。ひさしぶりー」

　かるく手をあげてあいさつするガウリイ。

「久しぶりだな。──ってガウリイの旦だん那な、ちゃんとおれのことを覚えてくれてたのか？」

　冗じよう談だんめかして問うゼルに、ガウリイは気さくな笑顔で、

「なーに言ってんだ。おぼえてるに決まってるだろ！」

「そうか。念のために聞くが、おれの名前は？」

「おぼえてる！」

「……なら、その名前を言ってみてくれ」

　言うゼルに、ガウリイはぽりぽり頭を搔かきながら、

「いや。そういうのいいから」

「『そういうのいいから』っ!?」

　あまりの発言に、思わずハモるあたしとゼルとアメリアと。

　さすがにゼルはやや焦あせり顔で、

「いやちょっと待ってくれガウリイの旦那っ！　まさか本当におれの名前忘れてるんじゃあないだろうな!?　覚えてるよな!?　フルネームとまでは言わん！　せめてファーストネーム、いや、略りやく称しようでもいい！」

　必死か。いやまあ気持ちはわからなくもないけど。

　対するガウリイは変わらぬ笑みで、

「だからおぼえてるって。心配性しようだよなー。わかったわかった。答えればいいんだろ。リナが」

「あたしに振ったッ!?」

「……これ絶対忘れられているな……」

　ゼルのつぶやきにひそんだ絶望の色の深さに、ガウリイはあわててぱたぱた手を振りながら、

「いや今のは冗談だって！　本当におぼえてるって。ゼルなんとかだろ？」

「なんだ……ちゃんと覚えてるじゃないか」

　と、安あん堵どの表情で。

　………………

「──ってゼル？　『ゼルなんとか』で満足なの？」

　あたしのツッコミに、しかし彼は泰たい然ぜんと、

「当然だ」
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「なんでっ!?」

「考えてみろ。ガウリイの旦那だぞ？　多少でも覚えられているだけ上等だ」

「……いや……ゼルがそれでいいんだったらいーけど……

　ともあれ──まずは街に向かいましょ。

　こんなところで長話してる場合じゃないし」

　一行はアテッサの方へと歩を進めつつ、

「とりあえず……何がどうなっているのか、わたし、全然わかってないんですけど」

　とアメリア。

　さてさて、どこからどう話したものか……

「じゃあとりあえず順を追って話すけど……

　実は昨日、ここの街を狙ってる連中とちょっぴり戦った時に、相手の中にゼルがいることに気づいてたの」

　あの時顔は全く見えなかったが、相手は、かつてあたしがはじめてゼルと戦った時とほぼ同じパターンでしかけてきたのだ。

　そこでこっちも同じように動いて、相手の正体に気がついた、と意思表示してみせたわけである。

「──ゼルが賊ぞくといっしょにいるのは、たぶん自分の体をもとに戻もどす方法を探してるんだろーな、と思って──」

「さすがにお見通しか」

　ゼルは小さく肩かたをすくめた。

　かつて、あたしたちと出会う前──

　彼は、赤あか法ほう師しと呼ばれる男の下もとで動いており、力を求めたその結果、赤法師の手によって、邪妖精ブロウ・デーモン、岩人形ロツク・ゴーレムとの合成獣キメラにされたのだ。

　今は人へと戻る方法を探して、あてどない旅を続けていたはず。

　ならば彼はその目的のため、賊たちの中に入り込んだのだろう。

　あたしはそう推測し、いろんなことがはっきりするまで、ゼルのことは誰だれにも話さないでおこうと思ったのだが──

「ところがそこに、セイルーンご一行がやって来た。賊たちは要人を誘ゆう拐かいして何かの要求をしようとしてたんだろうけど──」

　あたしは、ちらりっ、とゼルの方を見て、

「実際誘拐してみると、ゼルにとっては大びっくり。こともあろうに相手はアメリア。このままだと目が覚めたとたんに暴れ出すのは目に見えている──」

「失礼ですねっ！」

　アメリアは小さく頰ほおをふくらませ、

「それじゃあまるで、わたしがただの乱暴者みたいじゃないですかっ！」

「──じゃあ聞くけど。

　もしも目が覚めたら自分がさらわれてて、まわりが悪党だらけだったら、アメリア、どうした？」

「もちろんっ！」

　あたしの問いに、彼女は拳こぶしをにぎりしめ、

「正義の鉄てつ槌ついを下しますっ！」

「一緒だ一緒……」

　うんざりとゼル。

　あたしは小さく苦笑して、

「──とまあそんな感じでいろいろ台無しになりそうだと察したゼルは、アメリアを助け出すしかなくなった、ってわけ。

　もちろん即そく座ざに追っ手がかかると考えた方がいい。まっすぐ街に向かえば追いつかれるかもだし、先回りや待ち伏ぶせもありうる。

　で──

　あたしがそこまで読む、という前提に立てば、二人にはわかって、他の人には見当がつきにくい場所での合流を互たがいが目指すはず。

　つまりは昨日戦ったこの場所で落ち合う、ってことになるわけ」

「なるほど、そういうことだったんですねっ！」

　感心するアメリア。

「なるほどなー」

　視線を泳がせつつ、てきとーなあいづちをうつガウリイ。いや、よくわかってないだろあんた。

　しかしそこでふとアメリアは小首をかしげ、

「けどわたし、どうやって誘拐されたんですか？　見張りの兵士さんたちもいましたし、たとえ眠ねむっていても悪の気配を感じれば普ふ通つう目を覚ますはずですし」

　そんな普通は無いとは思うが、ことアメリアにとっては普通なのだろう。あえてツッコむことはせず、

「兵士さんやメイドさんたちの話によると、貴賓館ゲストハウスまるごと眠りスリーピングで眠らされたらしいわよ。アメリアが目を覚まさなかったのもたぶんそれね」

「眠りスリーピングって……」

　と、アメリアは不ふ審しんげに。

　彼女は白しろ魔ま術じゆつと精せい霊れい魔術に長たけている。当然眠りスリーピングの性質は知っており、あたしが抱いだいたのと同じ疑問を持ったのだろう。

「──ああ。それなら──」

　ゼルが何やら言いかけたその時──

「ちょぉぉぉっと待った」

　一行にストップをかけたのはガウリイだった。

　アテッサまではまだ距きよ離りがある。遠い──というほどでもないが、木々に遮さえぎられて街を望むことはできない。

　こんなところでガウリイが待ったをかける理由はあきらか。

　全員その場に足を止め、視線を木々の奥へと向ける。

　気がつけば、ガウリイはいつでも剣けんを抜ぬけるよう、柄つかに手をかけている。

　ほどなく──

　森の昏くらがりからにじみ出て来たのは影かげ一つ。

　くすんだ緑の上着とズボンは昨日と同じ。しかし砂色の布は髪と首元を覆おおっているものの、顔そのものは隠かくしていない。

　ゼルを探すのにあわてて出て来たのか、もう顔を隠す必要はないと判断したのか──あるいはその両方か。

　端たん整せいなその顔立ちは、男とも女ともつかないが──

「──どういうつもりだゼルガディス」

　問いかけた声は、昨日もあたしがことばを交わした男のものだった。

「こいつはおれの知り合いでな。さすがに見過ごしにはできなかっただけのことだ」

　ゼルはしぐさでアメリアを指しつつ、

「それにこう見えて、こいつはセイルーンの王族だ。へたをすれば一国を敵に回すことになるぞ」

「かまわんさ。それでも」

　男の即そく答とうに──

　……はぁぁぁぁぁ……

　ゼルは深いため息をつくと、

「……予想通りの答えだな、テシアス。見境がなさすぎだ」

「貴様が日和ひよりすぎなのだよゼルガディス。

　知ったふうな顔で毎度毎度手ぬるいことばかり。

　これまで顔を立てて耳を傾かたむけてやったが、それで結局はこのありさまか」

　──普通ならここは、二人が話をしているスキに、横から攻こう撃げき呪じゆ文もんでしれっとテシアスとかゆー相手を吹ふっ飛ばすところだが、しかしあたしは動かない。

　話をさせて情報を引き出したい──というのもあるが、何よりも、相手の陣じん容ようが摑つかめないのが大きな理由。

　あたりの森にはうっすらと何者かの気配が溶とけ込んでいる。だがそれが何人なのか、どこにいるのか、あたしにもわからない。

　この状じよう況きようでテシアス一人を吹っ飛ばすのは、効果が薄うすい上に、残った相手の神経を逆ナデするだけである。

「とはいえ──だ」

　テシアスはため息混じりに、

「貴様の勝手は気に入らんが──気に入らんというだけの理由で、貴様と潰つぶし合うのも無意味だ。

　そこで、だ。

　こちらの話を吞のむのなら、貴様と、その連中のことは見み逃のがしてやってもいい」

　……ありゃ？　話の風向きが変わってきた？

「お前にしては物わかりがいいな」

　警けい戒かいは解かぬまま、皮肉交じりにゼルが言う。

　対するテシアスは小さく肩をすくめて、

「貴様を潰したからといって、我々の目的が叶かなうわけでもないからな」

「──で、条件は？」

「まず我々の邪じや魔まをしないこと」

　淡たん々たんと、落ち着いた口ぶりでテシアスは言う。

「これは条件というより、それ以前の大前提だ。

　この点に関しては異論はあるまい？　邪魔はするが見逃してほしい、などという話に応じる者などいないだろう。

　邪魔はしない上で、こちらの条件を語るその前に──」

　木この葉はを揺ゆらす風音に、平板なテシアスの声が流れる。

「ゼルガディス、貴様はすでにおおむね知っているとは思うが、あらためて我々の目的を話しておく。誤解があっては困るし、こちらの目的を知らぬままでは判断のしようがない部分もあるだろう──」

　木の葉のさざめきが遠く近く──

　その瞬しゆん間かん。

　風裂さく鋭するどい音を立て、ガウリイが剣を抜き放はなつ！

「──なにを……!?」

　大きく退さがり声を荒あららげるテシアスの表情には驚きよう愕がくの彩いろ。

「……ちょっ……！　ガウリイ！　いきなりどういうこと!?」

　一気に眠ねむ気けが吹っ飛んで、あたしは思わず声を上げ──

　…………眠気が吹っ飛んで？

「何をした」

　テシアスに鋭いまなざしを向けて問うガウリイに、

「……気づいただと……!?」

　動どう揺ようをあらわにするテシアス。

「──え──？　どういうことです？」

「たぶん──眠りスリーピングの術よ」

　とまどうアメリアに答えたのはあたし。

「歩み寄るような話でこっちの気をゆるめて、離はなれたところにいる誰だれかが眠りスリーピングで眠らせようとした……ってところね……」

　それに気づいたガウリイが剣を抜き、生まれた緊きん張ちようで術は効果を発揮できなかったようだが──もしそれがなければ、いきなり熟じゆく睡すいは無いにしろ、徐じよ々じよにモーローとなっていたおそれはある。

「気を抜いてたつもりはないんだけど……」

　実際のところ、術がかかりかけていたのは事実。

「──そういうことか──油断するな！」

　と、ゼルガディス。

「相手の使う術は別物だと思え！

　テシアス！　珍めずらしく神しん妙みようなことを言うと思ったが──そういうことなら決けつ裂れつだ！」

「──ちっ！」

　テシアスは舌打ちすると後ろに大きく跳とび退さがり、同時に彼の背後のしげみから、人影が四つ、浮うかび出る。

　風が鳴る！

　現れた影たちが、あたしたちに何かを投げた──その瞬間。

「魔風デイム・ウインっ！」




　ごぅっ！




　おそらくあたしとゼルが話をしていた間に呪じゆ文もんを唱えていたのだろう。アメリアが術を解き放つ！

　強風を吹かせるだけの術である。が、距離を置いて投げ放たれた何かの軌き道どうを乱すには十分。

　大半は吹き散らされ、それでも風を貫つらぬいて飛び来たいくつかは──

　ききんっ！

　ガウリイが剣の刃やいばをひるがえすと、はじかれ、あたりの地面にむなしく落ちる。視界の隅すみでとらえたそれらは、暗い色をしたナイフのようなもの。

　出現した四つの影が、テシアスをフォローするかのように前に出、なお向かい来る。

　あたしとゼルは呪文を唱え──

「フォゴゥル」

　わずかに早くテシアスが何かの術を発動させた。あたしの知らないもののようだが──

　ぶぁっ！

　音と圧すら感じさせ、ひろがる白が視界を埋うめる！

　霧きりか!?　おそらく煙えん幕まくのつもりだろう。テシアスの姿が煙けむりかすんで──

「炎の矢フレア・アロー！」

　ゼルが唱えた術を解き放つ！

　生まれ出た十数本の炎の矢が、漂ただよう白を裂き貫──

　──かなかった。

　霧が渦うず巻まき、生まれた炎にまとわりつくと、音もなくすべての炎の矢が霧む散さんする！

　呪文の相そう互ご干かん渉しよう!?

　術と術とが干渉し合ってうち消したか！

　だがそれにしては、あたりの霧は変わらずそのまま。

「なにっ!?」

　ゼルの驚愕の声に重なって──

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　今度はあたしが唱えた術を解き放つ！

　ゼルがたった今しかけた炎の矢フレア・アローの、いわば氷バージョン！

　今度は消えることもなく、十数条の冷気の矢はテシアスに向かって突つき進む！　当たれば冷気がはりついて、よくて凍とう傷しよう、悪くて凍とう結けつ。どちらにしろ確実に動きを鈍にぶらせることができる。が──

「魔風デイム・ウイン」

　テシアスの唱えた強風の術に、冷気の矢は吹き散らされる。──こいつっ！　呪文の詠えい唱しようが早いっ！

　だがしかしっ！　その時すでにガウリイが、あたしの放った氷の矢フリーズ・アローのあとを追うかのように駆かけ、テシアスへと肉にく薄はくしている！

　彼が相手を間合いにとらえるより先に──

「──ジグロゥス──」

　テシアスの後ろから別の誰かの声。同時に──

　下から上へ、いまだ薄うす白じろい視界を何条いくつもの線が奔はしる！

　──何だっ!?

　まるで突き出された長ちよう槍そうのような影。しかし高く高く伸のびきったそれらは、やがて弧こを描えがき覆おおい被かぶさるかのように、あたしたちに向かって落ちて来る。

『──っ！』

　あたしとゼルとアメリアは、驚愕の声を嚙かみ殺し、迫せまるそれらから身をかわす。

　視界の隅ではガウリイも、そのうち一つとぶつかりそうになり、足を止めて手にした剣けんを一いつ閃せん！　迫る何かを三つに四つに断ち切ってみせた。

　下から伸び上がったそれらは、からめ捕る獲え物ものを探すかのように暴れ、はね回る。槍というよりムチとか触しよく手しゆのようなものなのだろうか。見ればそれらは、さきほど連中が投げつけてきた、ナイフのような何かから伸びている。

　ナイフを媒ばい介かいにして術を使い、触手を生み出したのか!?

　またまたあたしの知らない術!?

　妙みような違い和わ感かんをあたしは抱いだく。

　もちろんあたしも、世界中の術をみんな知ってるわけではないが──それにしても、型から外れすぎているというか異質な感じがする。

　だが今は、術の正体探りはあとまわしっ！

　アメリアが一歩横に踏ふみ出すと、

「烈閃槍エルメキア・ランスっ！」

　放った術の狙ねらいはテシアス！

　だがテシアスもおとなしく当たってくれるはずもない。大きく後ろに退がるとたやすくかわしてのけた。

　一いち撃げきは、かわしたテシアスの前をかすめて通り過ぎ──その背後、人影のうち一つに突き刺ささる！

　アメリアがわずかに位置を変えた理由がこれ。

　二人を同一射線上にとらえ、たとえテシアスが身をかわしても、向こうにいるもう一人が狙える。しかもその相手からはテシアスが壁かべとなり、直前まで術の軌道が見えない。

　直撃を受けた影かげがゆらりとかしぎ──

　音もなく四散した！

「──えっ!?」

　アメリアが上げる驚愕の声。

　彼女が今放ったのは、相手の精神にダメージを与あたえる術。人に当てればケガをさせることなく、普ふ通つうは気を失わせる。

　とーぜんながら、当たった人がこなみじんになるような術ではないのだが──

　テシアスはなおも退がりつつガウリイとの距きよ離りを取り、かわりに残った三つの影が前に出る。

　そこに、あたしの次の術！

「黒妖陣ブラスト・アツシユっ！」

　どぅむっ！

　低く響ひびく音を立て、生まれ出た黒い球体が吞のみ込んだのは、テシアスでも影でもなく、少し離れた位置の木の幹。

　高さは人のひざあたり。黒は幹の片かた端はしだけを残してひろがると消え、その部分をごっそりとえぐり消す。

　支えを無くして木はかしぎ──

　みぎみぎみきみざじゃぁぁぁぁぁっ！

　きしんで木の葉を鳴らしつつ、倒たおれ込んだのは迫る三つの影の方！

　影たちがあわてて身をかわしたところを各個撃げき破は──の、つもりだったのだが──

　彼らはよけるしぐささえ見せずに押しつぶされ──そのままずるりと再び人のような姿を取って、何事もなかったかのように進み来る！

　──何だ!?

　もちろんこんな動き方をするのが普通の人間のわけはない。

　最悪、その正体は純魔族。

　精神生命体たる純魔族なら、精神にダメージを与える術で四散するのも、木にのしかかられた程度では何の痛手も受けないことにも説明がつく。

　だがしかし。あたしも純魔族と戦ったことは何度かあるが、それとは気配というか空気が違ちがう。

　ともあれそれらが生身の人間ではないと、皆みなが悟さとったその瞬しゆん間かん。

「オルグロゥズ」

　誰かの遠い声とともに、今度は三つの影から無数の触手が伸び、迫る！

　かわしきれる本数と密度ではない！

　だがっ！

　ゼルガディスがその場にひざをつき、片手を大地に押し当てて、

「地撃衝雷ダグ・ハウト！」

　呪文に応こたえて大地が動く！

　平らな地面は瞬時に形を変え、土砂の槍と化し天を衝つく！

　発動した場所はあたしたちと影との間！　大地の槍は彼ひ我がを隔へだてる柵さくとなり、向かい来た触手のほとんどを受け止める！

　大地の精ベフイモスに干渉し、あたりの地面の形をコントロールする術である。もともとは攻こう撃げきに使うつもりだったのだろうが、とっさにそれで防ぼう御ぎよしたのだ。

　伸び来た触手の大半は、大地の槍に阻はばまれ、裂さかれ、からみつく。それでも何本かはすり抜ぬけて来るが、数を大きく減らしたそれらをあしらうことはむずかしくない。

　視界の隅でガウリイやゼルが触手を剣で切り払はらい、アメリアが身をかわすのをとらえつつ、あたしは鞘さやごとショート・ソードを外して、向かい来る一本をうち払う。

　間近で目にしてわかったが、質感は動物というより植物っぽい。ならば触手というよりツタのようなものか？

　敵味方の間に大地の槍で柵ができたようなものである。これで相手の動きは制限されるが、こちらもまっすぐ前には向かえない。

「左へ！」

　あたしは声を上げ、一同一いつ斉せいに左に駆ける。

　さきほどツタを放ってきた影たちも、こちらを追うようにまわり込んで来るが──

「烈閃槍エルメキア・ランスっ！」

　アメリアがさきほどと同じ術を放ち、追い来る影の一つを撃破！　それでも残る二つの影はひるむふうもなく変わらぬペースで向かい来る。

　一方テシアスは追つい撃げきしてくる様子を見せず、その姿は霧の向こうに霞かすみ埋もれてはや見えない。

　退ひいたのならばそれで良し。テシアスたちをここで倒せたなら上出来だが、今のこちらの目的は、アメリアを街まで無事連れ帰ることである。

　あたしたちは大きくまわり込むように移動し──

　──殺気が迸はしる。

　風切り音はわずかに遅おくれて左から。

　弓矢か!?

　そう悟ったときにはすでに──

　ぎんっ！

　あたしが反応するより先に踏み込んできたガウリイが、飛び来た矢を剣でたたき落としていた。

　狙われていたのはあたしらしい。ガウリイのカバーがなければ、果たしてかわせていたかどうか──

　おそらくテシアスとは別に、横手に回り込んでいた弓使いがいたのだろう。

　しかしこの霧で視界が悪い中、どうやってこっちを狙ったのか？　この戦い、何かいろいろ勝手が違う。

　ともあれ今はここを切り抜けることに集中すべしっ！

　ゼルがやはり烈閃槍エルメキア・ランスを放ち、いまだ追い来る影をさらに一つ撃破するのを横目に、あたしは呪じゆ文もんを唱え──

「火炎球フアイアー・ボールっ！」

　狙いはもちろん矢の飛び来た方！

　生まれた光球は宙をゆき、何かに触ふれると爆ばく裂れつし、あたりに炎ほのおをまき散らす！　射手の姿は見えないが、近くに炸さく裂れつするだけで、じゅーぶん牽けん制せいになるはず──

　だった。

　が。

　生まれた光球は進むより早く、まわりの霧きりにまとわりつかれてかき消える！

　──ぞわりっ。

　あたしの背筋に悪お寒かんが奔る。

　悟ったのだ。

　白い霧の正体を。

　目くらましの煙えん幕まく用ではない。さきほどゼルの術を消したのも、たまたま呪文の相そう互ご干かん渉しようが起きたからでもない。

　これは──

　火炎系魔術を発動阻止するための術なのだ。

　視界の低下はおそらく単なる副産物。

　だが可能なのか!?　そんなことが!?

　相手の使う術は別物。ゼルがさきほどそう言っていたが、いくらなんでもこれは──

　ふたたび殺気。おそらく弓矢使いがまたまたこちらを狙っているのだ。

　と、その時。

　ガウリイが剣を左手に持ち替かえて、右手を無造作に振ふり──

「──がっ!?」

　苦鳴は弓矢使いのひそむ方から。

　──って──

「当てたの!?」

　何が起きたのか理解して、さすがに驚おどろきの声を上げるあたし。

　おそらくガウリイが、つぶてか投げナイフを相手に当てたのだろうが──

　ありえない。

　相手は霧に隠かくされて、姿さえ見えなかったのだ。ましてや弓矢の飛ひ距きよ離りと手投げの飛距離は全く違う。

　しかしガウリイはこともなげに、

「当たったみたいだな」

「そんなことできるんですかっ!?」

　アメリアも驚きの声を上げるが、やはり彼は当たり前のよーに、

「矢が飛んできた方に投げただけだから」

　いやいやいやいや。

　ガウリイが剣けん士しとして超ちよう絶ぜつ級だとゆーのは知っているつもりだが、さすがにこれはびっくりである。

　──もちろんあたしたち以上に、相手も驚いているだろうが。

　この機になんとか──

　思った瞬間。

　とーとつに、全く何の前ぶれもなく。

　霧が──消えた。

　一気に視界がクリアになる。

「──なにっ!?」

　テシアスが驚きよう愕がくの声を上げた。

　霧が晴れたそのあとには、立ち並ぶ大地の槍やり、それに巻き付く緑のツタ。なおも迫せまり来る人ひと影かげに、かなり距きよ離りを置いたテシアス。

「何をした!?」

　焦あせりの色を見せるテシアスに、あたしは余よ裕ゆうの表情で、口の端はに笑みすら浮うかべ、

「教えるとでも？」

　と、余裕の応え。

　──実のところ、もちろんあたしも、なぜ霧が消えたのか、ぜんぜんわかっていないのだが、ここはハッタリをかますところである。

　そのタイミングで。

「烈閃槍エルメキア・ランスっ！」

　ゼルの術が、いまだ向かい来る人影に突つき刺ささる！

　とたん──

　ざぁっ！

　影はたちまち四散して、無数の木の葉やからまったツタとなり果てた！

　これは──植物を魔ま力りよくでコントロールして動かしていた、いうなれば植物人形プラントゴーレムとでも呼ぶべきものか。

　──木でできたウッドゴーレムというのは知っているが、葉やツタの集合体というのははじめて見る。

「──テシアス！　退くぞ！」

　声は弓使いがいたとおぼしき方から。目をやれど、そこにはただの緑の連なり。よほどうまくカモフラージュしているのか、それともどこか物もの陰かげにいるのか。

「──ちっ！」

　テシアスは舌打ち一つを残すとすばやく手近な木の陰に。

「逃にがすかっ！」

　あたしは大きく声を上げ──もちろん追わない。

　ここでただ見み逃のがせば、こっちも楽ではないと白状することになる。ことばだけでもハッタリをかまして、自分たちが不利だと思わせる！

　他のみんなもあたしのやり方は心得たもの。意図を察して動かない。

　ほどなくあたりから敵の気配は完全に消え──

「──どうやら退いてくれたようだな」

　ゼルが安あん堵どの吐と息いきをつくと、手にした剣を鞘へとおさめ、それがひとまず戦いの終わりとなった。

「しかしリナ、どうやってあの霧を消した？」

「あたしじゃないわよ」

　ゼルの問いにあたしは小さく肩かたをすくめる。

　テシアスは、まるで誰だれかに消されたかのような口ぶりだったが──

「ならどうして──？」

　小首をかしげるアメリアに、あたしは不敵な笑みを浮かべて、

「いーから出て来なさいよ」

　と、声をはり上げる。

　もちろんこれもまた、本当に誰か出て来たらもうけもの的なダメモト発言。とーぜんそこはみんなもわかっていて、あたしの方をただ見るだけ。

「──で──」

　アメリアはあたしの方を眺ながめつつ、

「そっちの方は？」

「そっち？」

　あたしはつられてふり向いて──

　目の前にアライナの顔。

「のみゃっ!?」

「……!?」

　あたしが思わず声を上げると、それに驚いたか、アライナも口をあわあわ動かしながらしりもちをつく。

　おにょれアライナっ!?　このあたしに気配も無く至近距離まで忍しのび寄るとはっ!?

「なんでここにっ!?」

　思わず問うのに、彼女は左右の襟えりについたボタンのようなものに触れて、何やらぼそぼそとつぶやく。

　──あ。レグルス盤ばん。

　そーいや彼女、あたしが渡わたしたレグルス盤を良心価格で買い取ったけど、それをボタンのよーに襟につけたようである。

　つぶやいたのは、たぶん起動の呪文だろう。

『あれだけ森がざわついていれば』

　と、立ち上がりながら、答えになっているのかいないのかわからない返事。エルフの感覚でなら異変とその場所を察知できる、ということだろうか。

「けど、このタイミングで出て来たってことは、あの霧みたいなのを消したのはあんたってこと!?」

『……ええまあ』

　あいまいに応こたえる様子を見て、

「──エルフか!?」

　ゼルが上げた声には、なぜか緊きん張ちようの色。

「そーだけど……どうしたの？」

「……そういえばまだ言ってなかったな……」

　尋たずねるあたしに、ゼルは警けい戒かいのまなざしをアライナに向けたまま、

「テシアスたちは──この森から人間を追い出そうとしているエルフの集団だ」

「エルフの──!?」

『知ってます』

　あたしの声に半ばかぶって響ひびいたのは、アライナのことばだった。

『わたしは──そんな彼らを止めるためにここに来たんですから──』




　最初はどなり声だけが続いた。

　──まあ、当たり前といえばあたり前。

　セイルーンの王族兼けん使者のアメリアがさらわれるとゆー国際問題レベルの大事件が起きて、それを、あたしとガウリイがてきとーなことを言って探しに行き、本当にさらっと連れ帰ってきたのだ。

　ゼルガディスという見た目怪あやしいおまけもつけて。

　町長にマクライルさん、セイルーンの警護隊長に貴賓館ゲストハウス常じよう駐ちゆうのゼフィーリア正規兵隊長さん、たしかランダとかいった自警団員その一にメイドさん他なんか数名。

　さらにくわえてあたしたち──四人とアライナ。

　そんな面々が貴賓館ゲストハウスの一室──アメリアの部屋に集まり立ったまま、

「そもそもの責任は！」「緊張の欠けつ如じよがこんな事態を！」「何の権限が!?」「スコーンにサワークリームは!?」「日ひ頃ごろの心構えというものが！」

　質問、文句、グチ、説教。誰が誰に向かって言っているのかよくわからない声が、右へ左へ交こう錯さくする。

　しばし適当に叫さけばせておいて、みんながちょっぴり叫び疲つかれて来た頃を見て、あたしは、ぱんっ！　と両手をうち鳴らし、

「さて。そろそろ順を追っての状じよう況きよう確認したいんだけど、いい？」

「なんであんたが仕切るんだ！」

　町長が不ふ機き嫌げんな声を上げるが、

「ではわたしが仕切らせていただきます」

　凜りんとした声を上げたのはアメリアだった。

　──あたしのきっかけで彼女が場を仕切るよーに、との打ち合わせは、この街に戻もどる途と中ちゆうに済ませてある。

　彼女はぐるりと部屋じゅうを見回しながら、一人一人の目をしっかり見て、

「現在まず必要なのは状況の確認。

　次に、それを踏ふまえて今後相手がどう出るかの予測と対策。

　質問や意見は逐ちく次じ受け付けますが、非難や責任追つい及きゆうはこの場では禁じます。その上で、わたしの誘ゆう拐かいに関する警備の責任はすべて不問とします。いいですね」

　このへんはさすが王族。まっすぐなまなざしできっぱり言われると、威い厳げんのようなものさえ感じる。

　警備の責任不問と言われれば、町長さんやら隊長さんたちも黙だまるしかない。そうなると自警団の面々も口をつぐむ。

　沈ちん黙もくが生まれたその瞬しゆん間かんに、

「スコーンにサワークリームはおつけしますか？」

「たっぷりめでおねがいしますっ！」

　アメリアが威厳たっぷりに答えると、メイドさんたちはてきぱきと、人数分のイスとテーブルを用意しはじめた。

　アメリアにうながされて全員が着席すると、香こう茶ちやとスコーンが並べられ──

「では──最初に紹しよう介かいします」

　アメリアは、しぐさでゼルの方を指し、

「わたしの私設潜せん入にゆう捜そう査さ員、ゼルガディスさんです」

「……私設……潜入捜査……」

　誰かのつぶやき。

　みんながわずかにざわつくが、かまわずアメリアは続ける。

「国家や軍隊、そういった大きな組織の力は正義のために必要です！

　が、それでは手の届かない部分が出てくるのも事実っ！

　そこでわたしは彼に、セイルーン周辺のさまざまな個人や組織の動向を探るべく、自由裁量での潜入捜査をおねがいしていたのです！」

　もちろんこれまた、街に戻る道すがら、あたしが入れ知ぢ恵え──もとい。提案した説明である。

　言うまでもなく噓うそ八百。

　まっ正直に本当のことを全部話せば、町長さんたち街の面々がゼルを責め、場合によっては捕つかまえるという流れになるだろう。

　たとえどんな事情があり、結果としてこちらについたとはいえ、彼はアテッサの街にちょっかいをかけていた集団の一人だったのだから。

　しかしおそらく今は、味方うちで誰が悪いだの何だのと言っている場合ではないし、戦力としてもゼルを失うわけにもいかない。

　彼をかばう形になるが──そこはあとで、知識戦力労力金銭もろもろで返してもらう方向で。

　れーせーに考えたらいろいろ無理のある説明である。私設の捜査官に国外での捜査権限があるわけないだろ、とか。

　しかし誘拐の被ひ害がい者しやであり王族でもあるアメリアに、きっぱり断言されると、さすがに誰も口をはさめない。

　彼女は続ける。

「今回、わたしをさらった組織に彼が潜入していたのは、偶ぐう然ぜんですが僥ぎよう倖こうでした。

　それではまず彼の方から、組織のことを説明してもらいます」

　コホン、と小さくせき払ばらいして、

「なお彼には、何かの折にわたしのことを敬けい称しよう付きで呼んだりしないよう、日頃から呼び捨てを頼たのんでいます。説明の中でもそうなりますが、咎とがめは無用です」
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　──これをアメリアの口から最初に言っておかないと、ゼルがアメリアを呼び捨てにした場合、町長さんや兵士さんたちは立場上、文句を言わなければならなくなってしまう。このへんはアメリアにとってもまわりにとってもめんどくさいところだが、王族という肩書きについて回るものなのだろう。

「ではおれから」

　場を譲ゆずられたゼルガディスは口を開く。

　──ざっくりとしたことは街への途中であたしたちも聞かされたが、細かいところはまだである。

　さてさて、どんな話が飛び出るか──

「相手の組織の名は『フォレストハウンド』。

　テシアス＝クロサイスという男をリーダーとするエルフの集団だ。

　支持者や賛同者はそれなりにいるようだが、中心になって動いているのはおそらく五、六人ほど。

　彼らの目的は、この街から人間を追い出して、昔はエルフのものだったセルセラス大森林を取り戻すこと──らしい」

「……エルフ……？」「セルセラスを……取り戻す？」

　何人かがつぶやいて──彼らの視線は自然と、エルフのアライナの方に向く。

　皆みなの視線を受け、彼女は音も無く悠ゆう然ぜんと席を立ち、悠然としゃがんでテーブルの下に身をかくす。

『…………………………』

　その反応に、勝手知ったるあたしやガウリイほか数名を除き、ゼルやアメリアをはじめとする一同はことばを失くし──

「……あー。」

　マクライルさんは気まずげに、

「彼女、すごく人見知りするんで、あまり注目しないであげてもらえますか？」

　瞬間。

　全員がどこかめんどくさそーな表情を刹せつ那な浮うかべてから、視線を戻し、

「待ってくれ。エルフの集団って言うけど──」

　自警団員その一ことランダが口を開く。

「本当なのかそれ……？　だったらなんであんたは仲間になれたんだ？　まさか……あんたもエルフ……なのか？」

「いや」

　ゼルは小さく肩かたをすくめて、

「いろいろあってこんな見た目だが一応人間だ。

　おれは昔、連中のリーダー、テシアスと出会ったことがあってな」

　赤あか法ほう師しの下もとにいた時にでも会ったのだろうか。あくまであたしの想像だが。

「奴やつが今いる『フォレストハウンド』が何かおかしな動きをしている、という噂うわさを聞いて、そのツテで接せつ触しよくした。

　ダメでもともとのつもりだったが、案外あっさりと入れてくれてな。

　──どうやら向こうは、汚よごれ仕事を押しつけて、いざとなったら切り捨てるつもりだったようだが。

　実際、街で辻つじ斬ぎりの真似事をやって来い、などと言われたこともあったぞ。無論理り屈くつをつけて断ったが」

「……辻斬り……」

　町長は顔を青ざめさせる。

「何かにつけて連中の行動を抑おさえるように誘ゆう導どうしたつもりだったが──

　それが歯がゆかったんだろうな。オレには一言の相談もなく、街に来たセイルーンの要人、アメリアを誘拐して来た」

　と、ゼル。

「人ひと質じちとして何かの交こう渉しよう材料にでも使う気だったのか、あるいは国際問題を引き起こしてここでゼフィーリアとセイルーンに戦争でも起こさせる気だったのか──何にしても見過ごしにはできず、救出した、という次第だ」

「……戦……争……」

　町長の顔はますます青くなるばかり。

「け……けど、なんでだ？　なんで今なんだ？

　いや、わしも、この森にずっと昔はエルフが住んでいた、ということくらいは知っている。しかし人間に森の管理を託たくして去った、と聞いているぞ。

　木を伐きれば、かわりに苗なえを植える、というこの街の慣習も、その時の約やく定じように則のつとったものだと伝えられておる。

　仮にそれで何かの不満があったとしても、ここ何十年、ひょっとするとそれ以上、特に何もなかったというのに。

　なんで今この街にちょっかいをかけて来る──？」

「それに関してだけど──」

　おもむろにあたしは口を開く。

　みんなの視線がこちらに集まったのを確かめてから、

「そのまま視線は動かさないで。

　それに関しては、注目されるとしゃべれなくなる人に話してもらうのが一番早いと思うから。くれぐれもそっち見ないで」

　全員の顔にまたまた一瞬、めんどくさそーな色が浮かんで消えて──それでも全員、あたしに注目していることを確かめてから、

「アライナ、説明頼める？　誰だれも見てないから」

『……本当に見てませんか……？』

「見てないから。」

『……見てたら走って逃にげますよ……？』

　いやもうそれ人見知りとかいうレベルじゃないし。

　こちらを見つめるみんなの顔に浮かんだめんどくさそーな色が、今度はいつまでたっても消えない。

「だいじょーぶ。

　──で、あなたは、テシアスたち『フォレストハウンド』のことを何か知ってるっぽかったけど──」

『どこから話すべきか……

　かつてこのセルセラス大森林はエルフの住む場所でした。

　そこに人が暮らし始めて、最初は共存していたのですが、人が木を切って鍛か冶じをやりはじめた頃ころから風向きが変わりました。

　エルフにとって森は大切なもの。とはいえ人も営みをやめるわけにはいかず。

　ごたごたした時期もありましたが、伐ばつ採さいしたぶんを植樹することを条件に、エルフは森の管理を人に任せることになりました。

　それが今から百五十年ほど前のことです』

「──百五十──」

　誰かが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

『けれど全員がその決定に納得したわけではありません。反対し、森をエルフの手に取り戻もどそうと主張する一団もいました。

　それが彼らです。

　とはいえ規模から考えて、何か大それたことができるはずもない。わたしたちの一族はそう考えていました。

　それほどの力もない上、へたなことをすれば、人ともエルフとも対立することになるのですから。

　実際、ごく最近まで彼らは形だけの集団でしかなかったのです。

　ところが──

　最近、リーダーが替かわり、彼らが過激化しているという話が聞こえてきたのです。

　もしそれが真実で──さらにもし彼らが、人間を害するようなことをすれば、彼らと人のみならず、人間とエルフの間に諍いさかいが起きる危険があります。

　そこでわたしがこの街に派は遣けんされ──大事になる前、できれば彼らの正体がエルフの集団だと判明する前にことを収めたかったんですが……』

　なるほど。アライナは、街を狙ねらうのがエルフだとバレる以前にテシアスたちを自分でなんとかしたくて、あたしとガウリイが自警団に協力するのをイヤがっていたわけか。

　……もっとも、仮に彼女があたしたちより先に連中と接触できていたとしても、この人見知りっぷりからすると、説得できたとは思えないが……

「つまりは領土狙いということだな」

　と町長。

「だが仮にこの街を奪うばったとしても、そんな少数で街一つ、ましてやこの広い森を管理することなぞ──」

『領土狙い、というのとは少し違ちがいます』

　アライナが言う。

『支配して資源を活用するつもり──ではなく、どう説明したらいいのか……

　エルフにとって、森というのは少し特別な所なんです。

　その特別な所を、人間が勝手にいじくっているのが我が慢まんならない、と思う者は少なくありません。

　伐採したぶんを植樹、という約束の上で管理を人に任せたとはいえ、伐採自体がエルフにとっては面おも白しろいことではありませんし、植樹をする、という部分をないがしろにしている人間もいます。

　約束が違う、と感じる者もいるでしょう』

　説明に町長は困こん惑わくした顔で、

「……いや……まあ確かに、植樹を怠おこたる者もいるから約束が違う、と言われればそうなのかもしれんが……

　全く植樹をしていないわけでもないし、それであなたがたエルフに直接何かの害があるわけでもないだろうに……そんなことのために、こんな大事をやらかした、と……？」

『エルフにとっては、そんなこと、では済まないんです』

　アライナの説明に、町長はますます眉まゆをひそめ、

「……？　と、いうと……？」

『そこは──どう説明すればいいのか……

　言葉では語れないところなんですが、エルフにとっては黙だまって見過ごしにできない、というか……』

「いやしかし、説明できないけれどわかってくれ、と言われても──」

「──ま、あるわよ。そーゆーことって」

　困るアライナに、あたしは横から助け船を出す。

「たとえは悪いけど──

　魔ま族ぞく、って、みんな知ってるわよね？

　生きとし生けるものたちの天敵、全ての滅ほろびを望むもの──って。

　けど考えてみて？　なんで魔族は滅びを望んでるの？

　もしも魔族に、なぜそんなことを望むのか理解できない、理由を説明しろ、って聞いたら、たぶんこんな答えが返ってくるんじゃないかな、ってあたしは思ってるの。

　こちらからすれば、なぜお前たちが滅びを望まないのか理解できない。説明しろ──と。

　滅びたくないから、としか言えないわよね？　コレ。

　なぜ滅びたくないのか、とまでツッコんで聞かれたら？

　──こんなふうに、どうやってもわかりあえないことや、説明しきれないこと、っていうのはあると思うの。

　けど、たとえ完全にわかりあうことが不可能でも、わかろうとすることはできるし、わからないけどそういうものだと認識する、ってことはできるはずよ。

　たぶんエルフの森に対する思いも、そんなかんじのものだと思うの。

　つまり大事なのは、エルフがなぜ森を大事にしてるかを理屈でわかることじゃなくて、エルフが森を大事にする気持ちを持っている、って知ることよ」

「……うーむ……」

　納得したのかそうでもないのか、町長は、アライナが身をひそめるテーブルの方に刹せつ那なだけ視線を送り、

「森へのエルフの気持ちはそういうものだとしても……だがそれにしても……百五十年も前のことをなぜ今……？」

『百五十年──

　あなたたち人間にとっては生まれる前の話ですけれど、寿じゆ命みようの長いわたしたちエルフなら、その頃から今まで生きている者も少なくありません。

　年長者にとっては、若い頃、子供の頃の話です。

　そういう意味では、今さら、というほど時間が経たっているわけではないのです。

　ただ、テシアスたちがなぜ最近になって実力行使をはじめたのかは、リーダーが替わったから、という他にも何か理由がある気がします』

「そこは同感だ」

　とゼルガディス。

「テシアスは勝算も無く行動を起こすタイプじゃあない。何かのきっかけがあって、この街への実力行使をはじめたのだろう。

　ただそうなると、今の状じよう況きようは警けい戒かいが必要だ」

「彼らが本格的に動く、と？」

　マクライルさんの問いにゼルはうなずいて、

「テシアスたちがこう見る可能性はある。『ことあるごとに、大きな動きをするな、と言っていたゼルガディスは裏切り者だった。ならば、裏切り者の主張の逆をやること──我々が今大きく動くことこそが相手にとっての痛手のはずだ』と」

「け……けどエルフっていうのは……もっとこう、おとなしいっていうか紳しん士し的っていうか、戦いを嫌きらう種族……なんだろ……？」

　ランダの声は揺ゆれている。

　確かに、テシアスたちのやりかたは、ふつーの人が抱いだいているエルフのイメージ像とはかけ離はなれているのかもしれない。

　あたしなんかも、ちょっと前はエルフと力を合わせて魔族と戦ったこともあるのだ。それが今度は、エルフを相手に戦うというのは、いろいろ思うところもあるが──

「人間にだって善人もいれば悪人もいるでしょ」

　横からあたしは口を出した。

「ならエルフにも、まともな奴やつもいれば悪党も、ごたごたを嫌う奴も望む奴もいる、ってことよ。

　あ、そうそう。体力や腕わん力りよくはエルフより人間の方に分ぶがある──ってイメージを持ってるひとも多いだろーし、間違いってわけじゃあないんだけど、それはあくまで平均すれば、の話だから。

　力や体力もあるエルフだっているでしょーから、くれっぐれも甘く見ないよーに。

　特に魔力面では……むしろそーとーヤバい相手だと思った方がいいわね。

　たとえばアメリアがさらわれた夜──

　貴賓館ゲストハウスのほぼ全員が眠ねむって目を覚まさなかったのも、眠りスリーピングの術がエルフの魔力で極度に強化されたものだったから、と考えられるわ。

　人間の魔道士が使った術だったら、これだけの広こう範はん囲いをカバーするのは無理だろーし、ある程度気を張っている警備の人まで眠らせるのはむずかしかったでしょーね。

　他のいろんな術にしたって、人間の魔道士が使う同じ術より確実に強力だろうし、まるっきり知らない術を使ってくることも考えられる。

　現にアメリアと合流して、この街に戻る途と中ちゆう、連中と出会って小こ競ぜり合いになったんだけど──

　火か炎えん系の術を無効化する術や、投げナイフみたいなものからツタを伸のばす術なんかも使ってたわね。

　──えーっとアライナ、そんな術に心当たりある？」

『そうですね……火炎系の術をうち消したのは、森林火災を消す術をアレンジしたものですね。投げナイフみたいなもの、というのはバルドという植物のタネを術で急速に発芽、育成させただけです』

『……………………』

　さらりと言われて一同、一いつ瞬しゆん絶句する。

　魔術にうとい人にはもとより意味不明だろうが、ある程度わかっている者にとってはなおさら絶句もの。

　火を消す術をアレンジして火炎系魔術全ぜん般ぱんを無効化──カルく言っているが、もちろんたやすいことではない。

　誰だれかの術を一度相そう殺さい、というのなら、人間にも可能かもしれない。

　だが広範囲に展開した中で、火炎系の術を何度もうち消すというのは、かなり大がかりな儀ぎ式しき用の魔ま法ほう陣じんやもろもろの魔法の道具マジツク・アイテムを用意しなければ無理だろう。

　でもって本当に驚おどろくべきは、タネを急速発芽育成させるという方。

　これをやるには、活性化させ生長させ同時に生育に必要な水分やエネルギーを過不足無く与あたえ続ける、などという、とてつもなく複雑で繊せん細さいなコントロールが必要になる。

　でもってそれを一瞬で。

　断言するが、人間が同じことをやるのは不可能である。

　魔力もそうだが、術をコントロールする速度と精度が絶対的に足りない。

　テシアスたちはそれを、戦いの最中にぽんぽん使ってみせたのだ。

　何より驚くべきは、そんな術ですらおそらく彼らにとっては、小手先の技でしかないのだろう、ということである。

　もしその魔道技術が戦せん闘とう用に使われたらどうなるか──想像するだにやっかい極きわまりない。

　──と、その時。




　どぉんっ……！




　響ひびいた重い音と揺れ。

　部屋の全員が硬こう直ちよくし、顔を見合わせ──

「見てきます！　みなさんはここに！」

　言って部屋を飛び出したのは、戸口にいたゼフィーリア兵士のうち一人。鎧よろいの足音が廊ろう下かを遠ざかり──さほどもせずに、近づいてきた別の足音と一いつ緒しよになって帰って来ると、

「報告します！」

　合流した方の兵士は部屋に入るなり声を上げた。

「街が──攻こう撃げきを受けました！」

　悲鳴に近い報告の声に重なるように、




　どぉんっ！




　と、再び響く轟ごう音おん。

　町長は青くなり、たった今報告をして来た兵士があわてて、

「訂てい正せい……！　攻撃を受けています……！」

　──早さつ速そく来たのかっ!?

　町長たちが愕がく然ぜんと顔色を失くす中、あたしとガウリイ、ゼルとアメリアは迷わず部屋から駆かけ出していた──








三、枷かせ消えて　森の猟りよう犬けん　牙きばを剝むく









　濁にごった煙けむり。

　部屋を飛び出し廊ろう下かを駆かけて。

　一番手近なテラスからアテッサの街を眺ながめれば、最初に目に付いたのがそれだった。

　──むろんもともと鍛か冶じの街、あちらこちらから始終煙は上がっていた。しかしそれらとは見るからに異なる、ひときわ濁った色の煙が二筋、目立つ。

　そこに。




　どぉんっ！




　三度目の爆ばく音おんと新たな煙。

「──テシアスたちか──！」

　とゼル。

「でしょうねっ！」

　煙をにらみつけてアメリア。

　いやいやいやいや。

　テシアスたち『フォレストハウンド』が間を置かずに襲しゆう撃げきしてくる可能性は、ゼルも指し摘てきしてはいた。

　しかしこれはいくらなんでも、急すぎるとゆーかなんとゆーか。

　連中、気が短すぎっ！

　何にしろ、街が攻こう撃げきされているのは事実！　ならば迎げい撃げきあるのみであるっ！

「アメリアは兵隊さんたちといっしょに街の人の避ひ難なんと保護！　相手がどさくさまぎれで街に入ってくるかもしんないからそれも警けい戒かい！」

　あたしの指示に、アメリアは一いつ瞬しゆん不満げな表情を浮うかべるが、

「──わかりましたっ！」

　と、声だけは元気に応こたえる。

　──本ほん音ねは、悪を成せい敗ばいする方をやりたかったんだろうなー。

　とはいえ王族兼けん使者のアメリアが最前線に出て行けば、兵士や自警団も、彼女について行かざるを得ない。当然、街の人の避難や救助は後回し。

　そうなることを防ぐため、アメリアは飛び出さなかったのだ。

　──成長したなーアメリア。前までの彼女だったら、ちょっと目を離はなしたスキに貴賓館ゲストハウスの屋上に登って、相手に大おお見み得えを切っていたはずである。

「ゼフィーリアとセイルーンの兵士のみなさん！」

　アメリアは兵士たちの方をふり向き、声を上げる。

「国と立場は違ちがえども、人々を、平和を守る魂こころは同じはずっ！

　今っ！　この街に魔まの手が迫せまっている以上、それをはねのけ、民たみを守るのがわたしとみなさんのつとめですっ！　どうか力を貸してくださいっ！」

『はいっ！』

　一いつ斉せいにうなずく兵士たち。

　そのかたわらで──

「ゼル！　ガウリイを連れてあとからついて来て！　あたしはちょっと先行するから！」

　言ってあたしは呪じゆ文もんを唱え──

「翔封界レイ・ウイングっ！」

　高速飛行の術でテラスから空へと舞まい上がる！

　できればガウリイやゼルといっしょに向かいたいところだが、空を飛ぶ術とゆーのは、浮かんでゆっくり動くのと、あたしが今使った高速飛行の二種類がある。

　急ぐならとーぜん高速飛行なのだが──

　風の結界を纏まとうこの術、コントロールがむずかしい上、運べる重さと速度と高度の総和が術者の力に比例する。

　魔力を増ぞう幅ふくする呪符タリスマンを持っていた昔ならともかく、今のあたしがこの術でガウリイを運ぼうとすれば、たぶん地面を引きずることになる上、速度も出ないし、街を囲う塀へいも越こえられないだろう。

　もう一方の術ならば、人一人くらい楽に運べるが、いかんせんそちらは移動の速度が遅おそい。そんなのでふよふよ宙を漂ただよっていたら、飛び道具で狙ねらってくれと言っているようなもんである。

　ならば──

　あたしが先行して相手の気を引き、ゼルがガウリイを連れてきてくれるまで、なんとか時間をかせぐしかないっ！

　家の、店の、工こう房ぼうの、屋根の上をなぞるように空をゆき、街をとり巻く塀から外へと飛び出した。

　──街に爆ばく発はつが起きた地点から、相手のおおざっぱな居場所は予測がつく。そこから少し距きよ離りを置き、あたしは術を解除して、森の中へと降り立った。

　同時に呪文詠えい唱しよう開始っ！




　──黄昏たそがれよりも昏くらきもの

　血の流れより紅あかきもの

　時の流れに埋うずもれし

　偉い大だいな汝なんじの名において──




　唱えるは無差別広こう範はん囲い呪文！




　──我ここに闇やみに誓ちかわん

　我等が前に立ち塞ふさがりし

　すべての愚おろかなるものに

　我と汝が力もて

　等しく滅ほろびを与あたえんことを！




「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」

　あたしの生んだ赫しやつ光こうが彼方かなた一点で収束し──




　くごぅオンッ！




　破は壊かいの力をまき散らす！

　着ちやく弾だん点は森の中。中心部の木々は塵ちりと消え、爆発はまわりの木をも放射状にへし折り、散らし、なぎ倒たおす！

　竜りゆう殺ごろしの名を持ち、小さな城くらいなら吹ふっ飛ばす威い力りよくのある術である。

　街のひと区画ぶんくらいの広さが更さら地ち──どころかクレーターとなり、その周辺もボロボロである。

　かまわずあたしは続けて呪文を唱え──

「火炎球フアイアー・ボールっ！」

　放った光球は、なぎ倒された木々に着弾すると、

　ごぅんっ！

　炸さく裂れつし、紅ぐ蓮れんの炎ほのおをまき散らす！

　続いて同じ術を二度、三度！

　森の生なま木きは火がつきにくいのだが、超ちよう高温に何度も炙あぶられれば話は別。

　濁った色の煙を上げて、あたりの木々が燃えはじめる。

　──これを無視はできないはずだが──

　あたしはあたりに視線を走らせる。

　──何かが──

　見えた、気がした。

　ぞわりっ。

　背筋に走る、わけのわからない悪お寒かん。

　不ふ吉きつな予感に逆らわず、あたしはとっさに横手に転がる。

　その直後。

　じゃッ！

　たった今まであたしがいた空間を、白い光が貫つらぬいた！

　相手の姿をたしかめようと目をやれば、そこからひろがる白い霧きり。相手の姿はもちろん見えず、霧はどんどんひろがりながらこちらへと近づいて来る。

　やがて霧が、炎の舌を上げる木々に触ふれたそのとたん。

　白が渦うず巻まきまとわりついて、みるみるうちに炎の勢いを弱めていく。

　──なるほど。アライナが言っていた通り、たしかに山火事なんかの消火には効果絶大な術である。

　ちょっと研究してみたい、とは思ったが、残念ながらゆーちょーに術を観察している場合ではない。

「──どういうつもりだ──」

　いまやすっかりあたりを包む霧の奥から聞こえてきたのは、殺気のにじむテシアスの声。

「いやいやいや」

　対するあたしはわざと半笑いの口ぶりで、

「自分たちが人間の街に攻撃魔術か何かをぶっ放すのはオッケーで、人間が森を燃やすのは非道な行い──って、そんな寝ね言ごとはないでしょ？　今後むやみに街を攻撃してきたら、こっちもガンガン森燃やすんで」

　と、あたし。

　連中の目的が森をエルフの手に取り戻もどすことだというのなら、森の中で無差別広範囲攻撃呪文をぶっ放すあたしを見過ごしにはできないはず。そう考えたのだが、どうやら狙いは当たったようである。

「……許さんぞ。そんな真似は。そもそもここは、もともとは我らの森だ」

「あなた個人の意見は知ったことじゃあないけど、人とエルフの間で話はついてるって聞いてるわよ」

　こちらに近づいて来るテシアスの声。やがて霧の奥から徐じよ々じよにその影かげが──

　……ぞわりっ……

　悪寒が背筋を駆かけ抜ぬける。

　霧の奥から徐々に浮かび来る灰色の影は、テシアスより──いや、普ふ通つうの人間やエルフよりはるかに大きい。

　レッサーデーモンか──あるいはそれ以上のサイズだろう。

「一部のエルフが勝手に取り決めたことだ。従う義理はない」

　白、というにはくすみ濁にごった灰色の巨きよ体たい。

　近づくにつれて鮮せん明めいさを増す特とく徴ちように、あたしはおぼえがあった。

　──これは──また──やっかいな──

　内心の動どう揺ようを押し殺し、あたしは時間かせぎに挑ちよう発はつのことばを紡つむぐ。

「ならあんたたちの勝手な見解に、人間にしろエルフにしろ、ほかのみんながおとなしく従う必要ないわよね？」

「事情も知らぬ人間風ふ情ぜいが。吠ほえるのだけは一人前だな」

　灰色の巨体が足を止める。

　声がなければ、それがテシアスだとは気づかなかっただろう。

　全身を覆おおう灰かい白はく色しよくの鎧よろい。頭には後ろ向きに、角とも獣けものの耳ともつかぬ二本の突とつ起き。目に当たる位置には、オニキスを想おもわせる透とう明めい感のあるつややかな黒。体の各所からは数本の触しよく手しゆのようなものが生えている。

「あたしはそっちの言ったことを、『あんたたち』と『ほかのみんな』を入れ替かえて言っただけよ？　それが間違ってると思うってことは、最初のりくつがそもそもおかしい、ってことよね」

「ふ。この姿を見て大口を叩たたく度胸だけはほめてやろう」

　テシアスの声には余よ裕ゆうの色。

　あたしはぱたぱた手を振ふりながら、

「やー。そんなことないって。あたしもさっきからびびりまくって、ひざガクガクふるえてるからー」

　と、できるだけカルい口ぶりで。

「なめた口を。こちらをただのデカブツだとでも思っているのだろうが──」

「思ってない思ってない」

　そしてあたしは──その名を口にした。

「魔律装そう甲こうゼナファアーマー。……や。どっちかっていうと封魔装甲ザナッファー？」

「──!?」

　無造作に言い放つと、テシアスの方が絶句した。

　そりゃあそうだろう。

　もし素す性じようを知っていたなら、目の前で軽口が叩けるようなシロモノではない。

　伝説において──

　およそ百二十年前、サイラーグの街を滅ぼした魔ま獣じゆうザナッファーの名を知る者は多い。

　その実体は、これまた伝説にある魔道書、異界黙示録クレアバイブルの知識から造られた、命ある武器にして鎧。

　人間はかつて不完全な形として、意思ある生体封魔装甲ザナッファーを生み出し、暴走させ、街の一つを滅ぼすに至り──

　近年、同じ知識をもとに、エルフと竜ドラゴンは対魔族用の兵器として魔律装甲ゼナファアーマーを作り上げた。

　今から数年前、あたしたちは、百二十年の時を経へて、ふたたび生み出されたザナッファーと戦い──
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　また、魔律装甲ゼナフアアーマーを身につけたエルフとともに、高位魔族をうち倒したこともあったのだ。

　見た目だけで言うならば、テシアスが今身につけている鎧は、暴走して獣けものを想わせる姿になったザナッファーよりも、白い巨きよ人じんともいうべき魔律装甲ゼナフアアーマーに近い。

　ともあれ両方に共通するのは、基本的に、攻こう撃げき魔術がほぼ通用しないことである。

　つまるところ──

　魔道士のあたしにとっては、ひたすら相あい性しようの悪い相手、ということである。

　なにしろ、さきほどぶっ放した竜破斬ドラグ・スレイブすらこいつには効かないだろう。

　かつて伝説の中で、ザナッファーを倒した光の剣けんはすでに無く、あたしたちが前にザナッファーを倒した時に使った術もまた、今は使えない。

　しかし、だからこそ。

　あたしはわざと大口を叩いてみせたのだ。

　強力なその正体を知りながら、余裕の態度を見せることで、何か対たい抗こう策があるのでは、とテシアスに勘かんぐらせるためである。

　案の定。

「──なぜザナッファーを知っている!?　ゼナファアーマー？　とは何だ？」

　警けい戒かいの色をにじませ、テシアスが問う。

　なるほど。魔律装甲ゼナフアアーマーではなく不完全版ザナツフアーの方をベースにしたシロモノか。

「さー？

　あ。言っとくけど、それがあたしの知ってるザナッファーだったら、あんたそのうち食べられるわよ？」

　と、事実をつきつけ揺ゆさぶってみる。

　前にあたしたちが戦ったザナッファーは、意思を持ち、装着者を取り込んで、人の心を持たない知ち恵えある獣となっていた。

　だが。

「ああ──」

　テシアスはこともなげに言い放つ。

「自我の発生と装着者への浸しん食しよくか。

　我々の仲間には有能な研究者がいてね。製造前の段階でそんな問題は気づいて解決済みだ。人間ごときの魔道技術と我らエルフの技術を同列に考えるな」

　──なるほど──

　あたしは理解した。

　彼は、製造前には欠けつ陥かんがあったと認め、人間の魔道技術と比ひ較かくをした。

　つまるところ。

　ザナッファーの製造方法は、不完全なものを人間から手に入れた、と言ったに等しい。

　──かつてあたしたちがザナッファーと戦った時、それを作り出した集団があった。

　おそらくはザナッファーの製法が、その集団からテシアスたち『フォレストハウンド』に流出したのだ。

　彼らはそれを解かい析せき・改良し、このザナッファー改とでも呼ぶべきものを生み出したのである。

　それを手に入れたからこそ、近年まで実質、何の活動もしていなかった彼らが急に実力行使に出たのだ。

　このことをもちろんゼルは知らないだろう。知ったならその時点で自分の目的と関係ないからと離り反はんしたはずだし、あたしたちにも話しただろう。

　しかしこいつが相手となると、なかなかめんどーなことに……

　そんな内心を押おし隠かくし、

「あー。さすがに改良はしたんだ」

　などとヨユーの口ぶりで返しつつ、さてどうしようと困っていると──

「──何をしているテシアス」

　どこか聞きおぼえがある声は、テシアスの後ろの方から──

　ずげげっ!?

　……声と共に白びやく霧むの奥から浮うかび上がってきたのはほかでもない。

　もう一つの灰色の巨体。

　……まぢですか……？

　思わず顔が引きつりそうになるのをあたしは必死でおさえる。

　テシアスの二本角ザナッファーに比べると、のっぺりとした印象がある。頭部には目立つ突起もなく、顔のあたりには、オニキスに似た大きな目が一つだけ。体全体も、まるでマントかローブでも羽織っているかのようなずんぐりとしたシルエット。

　つまるところ──

　別のタイプのザナッファーということである。

　いやいやいや。

　改良だけじゃなくてバリエーションまでつけた!?

　テシアスが言っていた、有能な研究者がいる、というのは本当らしい。

「サガン！　この人間、ザナッファーのことを知っているぞ！」

　しかしサガンと呼ばれた方は、さして動じるふうもなく、

「それが何か問題なのか？」

　──思い出した。

　この声は、アメリアやゼルと合流し、街へと戻もどるその途と中ちゆう、あたしを狙ねらった弓使いの声である。

　弓使い──いや、サガンと呼ばれた、一つ目ザナッファーの装着者は、片手をこちらに向けると──

「いずれにしても倒たおすべき相手──」




　ごぅっ！




　突とつ如じよ。

　サガンのことばをかき消して、横から強きよう烈れつな風が吹ふき来る。

　白霧が乱れ渦うず巻まいて、あたしの髪かみが、マントがはげしくたなびく。あやうくバランスを崩くずしかけ、あたしはわざと風に流され五、六歩たたらを踏ふんで体勢を整えた。

　風がおさまったそのあとには──

　あたしのそばに出現した、ガウリイ、ゼル、アライナ、三人の姿！

　もう来てくれた!?

　予想していたのよりずいぶん早い。

　──そうか──

　人間が操あやつる飛行の術なら、この場所に着くまでもっと時間がかかったはず。しかしエルフのアライナが何かの術で、二人を連れてブッ飛ばしてくれたのだろう。

　正直言って助かった。

　テシアスはともかく、サガンの方はどうやら時間かせぎにつき合ってくれそうな相手ではない。

　……もちろんこれで、こっちの有利になったわけでもなんでもないが……

「──なんだあれは──」

　テシアスたちをにらみつけてつぶやいたのはゼルガディス。

　一方。

「ゼルガディスに……同族エルフ──!?」

　驚おどろいたのは向こうも同じ。

　サガンはアライナの出現に、こちらに向けていた右手を下ろすとあからさまな驚きの声を漏もらした。

「なぜ同族エルフがそちらにいる!?」

　テシアスの声も揺れている。

　そこに。

「なぜも何も──！」

　朗々と響ひびいたのは──意外や、アライナの肉声だった。

　レグルス盤ばんの増ぞう幅ふくなしで、である。

　彼女はやや離はなれた所にいる二体の巨人を堂々にらみすえ、そこまで十分響く声で、

「少しは自分の胸に手を当ててみたらどうですか!?

　森の守護者気取りの自己陶とう酔すい集団が、おとなしく日ひ陰かげの身に甘んじて葉っぱの裏にでもはりついていればいいものを！

　そんなオモチャの鎧よろいを手に入れたからといって、はしゃいで人間にちょっかいをかける、なんていう分ふん別べつが犬以下のまねをしでかしてくれたせいで、まともな同族エルフが迷めい惑わくしてるんですよ？

　おかげでわたしが、ことが大きくなる前にあなたたちを止めるように、なんてロクでもない面めん倒どうごとを押しつけられるハメになったんです！

　しかもこっちが内々にことをおさめようとしているところをさんざん逃にげ回ったあげく、とうとう街に攻撃まで！

　それで『なぜ』とか驚かれる方がむしろ驚きです！

　同族エルフから目をつけられるのが嫌いやだったら、今からでもつまらないオモチャを捨ててどこか暗い所に引っ込んで、みなさん揃そろって苔こけからしみ出た水でもすすっておいた方がいいですよ！」

　……しーん……

　沈ちん黙もくが。

　しばし白霧の世界を満たす。

　……ア……

　……アライナ、同族への当たり強っ!?　てゆーか口、悪っ！

　あまりといえばあまりの言いように、テシアスとサガンもしばしぼーぜんと沈黙してから、それでもやがて、

「テシアス」

「ん？」

「ブチ殺そう。」

「異議なし。」

　言うなり二体は両手をはね上げ、それぞれの先から放たれた光が霧を裂さく！

　ザナッファーの武装、閃光の吐息レーザーブレス！

『わわわわわわわわわわわっ!?』

　あたしとガウリイ、ゼルとアライナ、四人は同時に叫さけびを上げて横へとダッシュ！　木々の密度が濃こい方へと駆かけ込んだ！

　アライナと肩かたを並べて駆けながら、

「ちょっと！　アライナ！」

　あたしが上げた非難の声に、アライナは襟えりのレグルス盤を起動して、

『説得に応じるつもりはないみたいですね！』

「今の説得だったの!?　挑ちよう発はつにしか聞こえなかったけど!?」

『リナだってわたしたちが来る直前まで挑発してましたよね!?　聞こえてましたよ！』

「あれは時間かせぎよっ！　てかあんた人見知りのわりには堂々と話してたけど!?」

『敵だとわかってるなら、自分がどう思われるかなんて気にしないで済みますよね』

　人見知りは、他人からの目が気になるから──ではあるが、それがわかっていて割り切って人見知りやってんのかこいつは!?

　駆けるあたしたちの後ろを、二条、三条、光の刃やいばが霧を裂く！

「リナ！　何だあれは!?」

　駆けながら問うゼルガディスに、あたしも駆けつつ、

「魔ま獣じゆうザナッファー！　そのパワーアップ版よ！」

「なっ……!?」

　驚きよう愕がくの声を上げる彼に、併へい走そうしながらガウリイが、

「知っているのかゼル!?」

「あんたも知ってるでしょーがっ！　いつかみんなで戦った、触しよく手しゆから閃光の吐息レーザーブレス発射する白くてでっかい獣けもの！」

「白い……！　おお！　おぼえてるおぼえてる！」

　てきとーなあいづちをうつガウリイ。

　ゼルもかつてはともにザナッファーと戦った一人だが、その時のザナッファーは白い巨きよ大だいな四足獣の姿だった。今の二体がその同種だと、見た目だけで悟さとるのはむずかしいだろう。

　あたしがそれに気づいたのは、ザナッファーの完成体、魔律装甲ゼナフアアーマーを知っていたからにほかならない。二体の外見は、むしろそちらに近かった。

『ザナッファーって!?』

　あたしたちの話を耳にしてアライナは、

『人間の伝説にある、アレですか!?』

「それ！　たいていの攻こう撃げき呪じゆ文もんは効かないから！」

『そんなこと今さら言われても!?　さっき思いきり挑発しちゃいましたよ!?』

「やっぱし挑発のつもりだったんかっ！」

　あたしは傍かたわらを駆けるゼルに、

「たぶん連中の行動が活発になった理由がアレよ！　あっちにいた時、なんかそれっぽいことってなかった!?」

「いや！　おれには隠かくし通してたようだな！」

　と彼。

　なるほど……やっぱりそこは予想通りか。

「ザナッファーということは、鎧に自我を食われた化け物か!?」

「パワーアップ版って言ったでしょ！」

　やりとりはしながら、とーぜん足は止めぬまま。

　木々の間に飛び込んだおかげか閃光の吐息レーザーブレスは来なくなったが、相手が追ってきていると考えるのがとーぜん。足を止められるはずもない。

　いきおいで全員逃げ出したが、まあ良し！

　相手に攻撃呪文が効かないことを、ゼルやアライナが知らないままに戦っていたら、まずいことになっていただろう。知らせる時間は必要だった。

「エルフたちが改良したみたいだから装着者の自我はそのまんま！　たぶんこっちからの術はほとんど効かずに、向こうは術が使えるわ！」

「最悪だな！」

「あたしもそう思う！」

　かつて戦ったザナッファーは、外皮で自分の肉体を精神世界面アストラル・サイドから遮しや断だんすることで、ほとんどの黒魔術などを無効化した。

　そのかわり、一切の術を使うこともまたできなくなっていた。

　にもかかわらず、相手が術を使えるとあたしが断じた根こん拠きよは単純。

　この白い霧きりの存在である。

　あたしがテシアスたちを引きつけるために森につけた火──それを消すのに、誰だれかがこの術を使ったのだ。

　彼らのザナッファー改が、魔律装甲ゼナフアアーマーと同様に、精神世界面アストラル・サイドとの遮断と接続を自由にコントロールできる可能性を考えておくべきだろう。

「どうする!?」

　と、これはガウリイ。

　相手の注意が街からそれるのはいいのだが、このまま一生鬼おにごっこ、というわけにもいかない。

　どこかで迎むかえ撃うち、一体ずつでも倒たおしてゆくしかない。

「とりあえず森の中に誘さそい込んで──」

　あたしの言葉も半ばに。

　ざわりっ。

　木々がざわめく。

　あちらのしげみから、こちらの木こ陰かげから。あたしたちを取り巻いてざわざわと現れたのはいくつもの人ひと影かげ！

　植物人形プラントゴーレムたちか!?

　火か炎えん系の術が使えたならたやすく一いつ掃そうできるだろう。

「！　アライナ！　この霧、消せる!?」

『一いつ時ときなら。またすぐかけなおされる可能性も高いけど』

「それでじゅーぶん！　合図でお願い！」

　彼女が首を縦に振ふるか振らないかのうちに、あたしは早さつ速そく呪文を唱えはじめる。

　その間にも植物人形プラントゴーレムたちはこちらとの間合いを詰つめて──

　あたしの呪文が完成する。

　アライナに目で合図を送り──

『ディセンチャント』

　彼女がつぶやくと同時に。

　一息に波が引くように、あたりの白霧が消えてゆく。

　ひらけた視界。迫せまり来る植物人形プラントゴーレムたちの姿が鮮せん明めいになり──

　そのま上。

　木々の梢こずえと梢にまたがって、それはいた。

　大きな繭まゆのような塊かたまりの背中から生えた何本もの細く長い脚あしが四方にひろがり、体のあちこちから伸のびた糸──いや、触手が、あたりの木々の幹や枝を摑つかみ、巨体を虚こ空くうに支えていた。

　さながらそれは、一いつ匹ぴきの巨大なクモを想おもわせて。

　繭の一部が、まるでクモが顎あぎとを開いたかのように展開し──

　そこから人の顔が覗のぞいていた。

　人が巨大グモに丸まる吞のみされかかっているかのような光景だが、これは──

　──三体目のザナッファー!?

　顔はもちろん装着者。エルフ独特の整った顔立ちだが、人で言うなら三、四十歳くらいの男に見える。彼らの寿じゆ命みようを考えれば、とうに百を越こしているだろう。

　顔を出しているのは術を使うためと考えて間ま違ちがいない。

　ザナッファーに完全に覆おおわれていては術が使えず、鎧よろいの一部を解除して呪文を唱え、植物人形プラントゴーレムたちを生み出したのだ。

　とすると、ゼルやアメリアと合流した時の戦いで、どこかに隠れて植物人形プラントゴーレムたちを生み出し、操あやつっていたのはこいつか。

　霧が晴れ、その光景が見えると同時に、

「オルグロウズ」

　装着者の口が動いた。

　この術は──!?

　瞬しゆん間かん、植物人形プラントゴーレムたちから伸びた無数のツタがこちらに迫る！

　しかたなく──

「炎の矢フレア・アローっ！」

　あたしは植物人形プラントゴーレムたちを倒すために唱えておいた術を放つ！

　今、ツタで動きを止められるわけにはいかない！

　炎の矢と伸びるツタ、紅ぐ蓮れんと緑が交こう錯さくし、緑が焦こげ落ち紅蓮が薙なぎ散らされる！　残ったのはこちらに迫るツタの方が多い！

　しかし！

「炎の矢フレア・アロー！」

　タイミングをわずかにずらし、ゼルが唱えた術を放つ！

　炎は残るツタのほとんどを灼やいて、その先に佇たたずむ植物人形プラントゴーレムたちのいくつかにも突つき刺ささる！

　ぱぢばぢぱぢっ！

　直ちよく撃げきを受けた植物人形プラントゴーレムたちは、はじける音を立て焼け落ちる。

　残ったツタはガウリイが切り払はらい──

　その時。

「ゼイフリート」

　クモザナッファー──ああめんどくさい。《クモ》の男の声。

　瞬間。

　視界の半ば以上を埋うめて、《クモ》とあたしたちの間の虚空に、巨大な火球が出現した！

　──まずいっ！

　こちらの手を白霧の解除と植物人形プラントゴーレムへの対応で奪うばっておいて、こう来たかっ!?

「ちっ！」

　とっさにガウリイが火球に向かってつぶてを放つ！　これが人間の使う火炎球フアイアー・ボールなら、光球に何かが当たった時点ではじけて炎をまき散らすのだが──

　つぶてはむなしく火球に吞のまれて消えただけ！

　火球はそのまま──

『エアプロージョン』

　その時。

　アライナが術を解き放つ！

　同時に。




　ぼっ！




　迫る火球のすぐ下で、音を立てて大気が爆はぜた！

　渦うず巻まき狂う大気が火球をはじけさせ、あたしたちは強きよう烈れつな颶ぐ風ふうを浴びてたたらを踏ふむ。

　荒あれ狂う風の音に混じり込み、

「──！　────！」

　悲鳴にならない悲鳴が届く。

　火球の前面で大気がはじけたのだ。あたしたちが浴びたのは熱い颶風で済んだものの、反対側──《クモ》の方には、炎混じりの熱風が吹ふき荒れたはずである。

　鎧に覆われたままならともかく、一部を開いて顔を出した状態ならば、顔面をまともに炙あぶられただろう。

　炎が散って視界が戻もどったそのあとは、狂ったように暴れる《クモ》の姿！

　脚が、触しよく手しゆが虚空を薙いで悲鳴にも似た風切り音を響ひびかせる。そのまま体勢を崩くずすと大地に落下し、なおも激しくもがき続ける。

　反応からして、装着者がかなりの痛手を受けたのだろう。

　そこにすかさず駆かけるガウリイ！

　攻撃魔ま術じゆつを防ぐザナッファーとはいえ、物理的に無敵なわけではない。

　おそらく今、クモザナッファーの視界はほとんどきかないはず！

　でたらめに舞まい狂う触手を彼はくぐり抜ぬけ、本体に肉にく薄はくすると、構えた剣けんを──

　ふるう直前。

　突とつ如じよガウリイはふり向くと、何も無い虚空を剣で薙ぐ！

　──一体何を──？

　思った時には。

「馬ば鹿かな!?」

　かなり後ろからサガンの、

『うそっ!?』

　すぐ隣となりからアライナの、驚きよう愕がくの声がわき起こる。

　──今のが何かはよくわからないが、テシアスとサガンが迫って来たか!?

　ふり向けば、こちらに向かう影二つ。

　その片方、サガンの《一つ目》の装そう甲こうが一部開いているのが遠目に見て取れた。

　──何かの術を使うつもりか!?

　しかし。

「ルコーリア!?」

　もがき暴れる《クモ》を目まの当たりにして、《二本角》のテシアスが声を上げる。たぶんルコーリアというのが装着者の名前なのだろう。

　同時に《二本角》が、こちらと《クモ》の間を遮さえぎるように閃光の吐息レーザーブレスを乱射し、こちらの動きを牽けん制せいする！

　おしっ！　ここはつけ込ませてもらうっ！

《クモ》をしとめると見せかけて、別の一体を狙ねらう！　うまくいけばこのまま一気に決着を──！

　が、その時。

　木この葉はのすき間から覗く蒼そう穹きゆうを翼つばさがよぎり──

　どドドドどどッ！

　同時に、光の槍やりがあたしたちのまわりに降りそそぐ！

　今のは──閃光の吐息レーザーブレス!?

　幸い直撃はなかったが──今の翼も別のザナッファー!?

　一体相手は何体いる!?

《クモ》をしとめるチャンスだったが、空を飛ぶ奴やつまでいるとなると、さすがに無理押しはできない。へたを打てばこっちがやられるだけである。

「──退ひくわよ！」

「おうっ！」

　あたしの呼びかけにガウリイが応こたえ──

『フォゴゥル』

　アライナがあらためて白びやく霧むを生み出す。

　相手の火球で上がった火の手を消すとともに、霧を目くらましにする計算だろう。

「アライナ！　街以外で、身をひそめられそうな所ってある!?」

『……こっちへ……！』

　身をひるがえす彼女のあとを追い、一行は白霧の中を駆け抜ける──




　魔力の明かりが照らすのは、コケに覆われた土の壁かべ。

　空気はしめってひんやりしているが、土のにおいはあまり感じない。

『ここならまず見つからないと思います』

　アライナが言って足を止めたのは、少し広くなった場所だった。

「ここって──」

　あたしはぐるりとあたりを見回す。

　といっても、さして珍めずらしいものがあるわけでもない。天てん井じようや壁を支えるコケむした柱くらいなものか。

「……廃はい坑こう？」

『ええ。あいつらのアジトを捜さがしている時に見つけました』

　彼女は小さくうなずいた。

　──あのあと。

　結局、連中は逃にげるあたしたちを追って来なかった。

《クモ》の装着者、ルコーリアの救出と治ち療りようを優先したのか、単に霧でこちらを見失ったのか。

　そのままアライナに案内されたのがここである。

　ずいぶん昔の廃坑ものらしく、半ば埋もれかけ、しげみに隠かくされた出入り口は、アライナに案内されなければ、存在に気づくことすらなかっただろう。

　もし今一人で外に出て、半日経たってから戻って来いと言われたら、入り口を自力で見つける自信はない。

　アライナは小さく息を吸い込むと、

『──リナ』

　ひた、とあたしの目を見すえ、まっすぐこちらに歩み来る。

　──ま、しかたない。

　あたしは彼女の視線を正面から受け止めると、奥歯をかみしめて──

　アライナは、とたんに視線をゆらめかせ、顔をそらしてＵターン。

「いや待て。」

　思わずあたしはその肩かたを、がっしり後ろから摑つかむ。

『な、なんですかリナ？』

「いや！　あんた今っ！　『テシアスたちの気を引くためとはいえ森を荒らしたのは許せない！　せめてひとこと言わないと！』ってかんじまんまんだったでしょ!?　なんでそこでまわれ右っ!?」

『……リナの目がこわくって……』

「ガンつけたわけじゃないからっ!?　こっちは平手の一発くらいはもらうつもりだったんだからっ！」

『そんな……リナに平手なんて……手が折れたらどうするんですか』

「折れるかぁぁぁっ！　あたしのほっぺ、何でできてるのよっ!?

　……まあ……とにかく……

　あなたをイヤな気分にさせちゃうだろうとは思いつつ、テシアスたちを街から遠ざける方法を他に思いつかなくて……

　そこは──あやまる。ごめん」

　あたしは素直に頭を下げた。

『……そこは……ちゃんとわかってくれていたらいいです……あ。よーしそれなら、って、ばんばん森を燃やされても困りますけど』

「いや燃やさないから燃やさないから」

　あわててぱたぱた手を振ふるあたし。

　森の木々はエルフのみならず、アテッサの街にとっても、鍛か冶じ作業のためには大事な資源なのだ。

　さっきは場合が場合だったから、あーいう手段を使ったが、別にあたしは火を見て喜ぶシュミはない。

「──火といえばさっきの《クモ》タイプ、植物人形プラントゴーレムを作って、こっちが霧を解除させるのを誘さそってから火球を使ってきたけど……

　あーゆーのはエルフ的にオッケーなの？」

『たぶん、火球でこちらを仕留めたあと、すぐに自分で消すつもりだったんだとは思いますけど……

　どこまでを容認できるかはそれぞれですね。小枝一本折るのを許さない人エルフもいれば、何かの事情があれば多少は目をつぶる、という人エルフもいます。

　個人的には、森で火というのはちょっと抵てい抗こうがあります』

「そういうもんなの……

　あたしも別に森を壊こわしたいわけじゃあないんだけど、テシアスたちを牽制する手が他にないのが、ねー……

　そっちが街に手を出したらこっちは森をどーにかする、って言っといたから、街に手を出す前にあたしを狙ってくると思うけど」

「だがそれだと、街には戻れんぞ」

　と、これはゼルガディス。

「おれたちが街に戻って、もし連中がそのことに気づいたら──」

「……ま、街とあたしたちをいっしょくたに吹っ飛ばすでしょーね。

　連中にとってはそれが一番手っ取り早いし」

　と、あたしはぽりぽり頭を搔かく。

　──もしもテシアスたちがその気になれば、無差別広こう範はん囲い攻こう撃げき呪じゆ文もんとザナッファーたちの閃光の吐息レーザーブレス一いつ斉せい掃そう射しやで、アテッサの街を一気に壊かい滅めつさせることも可能だろう。

　さきほど街を攻撃した時、それをやらなかった理由はおそらく二つ。

　一つは、目的が壊滅ではなく、おどして街を放ほう棄きさせるつもりだったから。

　そしてもう一つは、街一つ壊滅させれば人間社会を完全に敵に回すから。

　だが、街に手を出せば森を吹ふっ飛ばす、とあたしが宣言した以上、連中が次は街ごとつぶしに来る危険はある。

「そーなると、ひとまずはここに腰こしを落ち着けて、時々いろいろ街から補給して……ってかんじになるわね……

　もちろんここも、何日もいたら見つかる危険があるから、こまめにあちこちうろうろする、ってことで。

　……長引くといろいろめんどーになりそーね……」

『いっそこのままどこかに逃げるっていうのは……？』

　と、これはアライナ。

『彼らはリナを見つけることができなければ、街に手を出せない。ならこのまま見つからないようにどこかへ行ってしまえば、動きは制限されますから……』

「それはあたしも考えたけど……

　もしも何かのきっかけで、あたしたちが他のどこかに逃げた、ってことが知られたら、即そく座ざに街を攻撃してくるでしょーね。

　なら、逃げずになんとかするしかないわ」

「勝算はあるのか」

　ゼルガディスの問いにあたしはうなずき、

「最近まで動かなかったテシアスたちが行動を開始したのって、つまるところ、ザナッファーっていう力を手に入れたからよ。

　なら。

　ザナッファーを倒たおすなり壊すなりして、それが絶対的な切り札にならないとわかればあきらめるはず。

　もちろんザナッファーは脅きよう威いだけど、無敵ってわけでもないわ。

　鎧よろいを閉じている時にはこっちの攻撃呪文が通じないと考えた方がいいけど、あっちも術が使えない。あっちが術を使う時は鎧の一部を開く必要がある。

　でもって鎧には、相手の防ぼう御ぎよを上回る物理的な攻撃なら通用するはずよ。……ま、ふつーの剣けんで楽々斬きれるとは思えないけど──ひょっとしたらガウリイなら──」

「オレか？」

　急に名前を呼ばれて、横でぼーっとしていたガウリイがこちらを向く。

「そ。さっきの相手の、人じゃなくて鎧の方、あなたなら斬れる？」

　鎧を斬ることができるか──などとゆーのはムチャぶりもいいところだが、ことガウリイと彼の剣にとっては、不可能とまではいかないはず。

「いやぁ。試してみないとわからないけど、さすがに硬かたそうだったぞ」

『そういえば──』

　アライナがふと口を開く。あたしの体をタテにして、端はしからガウリイの方を覗のぞき見つつ、

『そっちの……ガウリイさん？　さっき精神世界面アストラル・サイドからの攻撃を斬ってましたけど、どうやったんです……？』

　……………………

『──は!?』

　思わず声を上げるあたしとゼル。

　精神世界面アストラル・サイドからの攻撃を──斬った!?　ガウリイが!?

　いちおー解説しておくと、精神世界面アストラル・サイドとゆーのはこの物質世界と表裏一体。術を使う時には魔力でそこに干かん渉しようし、さまざまな現象を引き起こす。

　基本的に、人間には見ることのできない世界なのだが──

「斬ったの!?」

　思わず問いかけるあたしに、しかしガウリイは困った顔で、

「……あすらとるさい……？　え？　誰だれだそれ？」

「いや。誰とかじゃなくて──」

『ほら。《クモ》みたいな奴やつを斬ろうとした時──』

　あたしの陰かげからこっそりアライナ。

『《一つ目》が後ろからしかけてきた攻撃を剣で斬りましたよね』

　そういえばガウリイ、自分の火球にあぶられて落ちた《クモ》を攻撃しようとして、急に中止してふり返り、何も無いところを斬っていたけど──

「あー。あれか」

　言われてガウリイはこともなげに、

「そこを斬らなきゃ、って思ってやったんだけど……オレ、何か斬ったのか？」

　──問われても、あたしにわかるはずもなく──

『斬りました』

　一方アライナは断言する。

　斬ったんだ!?

　そーいえばあの時、《一つ目》が装そう甲こうを展開して、装着者の姿が見えていた。あれは、これから術をしかけるところだと思ったのだが、実は逆──精神世界面アストラル・サイドからの攻撃を終えた直後だったのか。

『……見えない矢か何かを斬ったようなもんだと思ってください。

　けど……人間に精神世界面アストラル・サイドの事象は感知できないはずなのに、なんでそんな真似ができたんです？』

「なんでって……こう……」

　ガウリイは剣を持つようなしぐさで、

「《クモ》を斬るつもりで剣を抜ぬいたら、剣がひっぱられるような気がして……あー、これは、先に斬らなきゃならないものがあるんだなー、と」

　達人だか頭悪い子だかわからないよーなことを言う。ガウリイの場合その両方なのだが。

「……ちなみに……

　その精神世界面アストラル・サイドからの攻撃、人間がまともに食ったらどうなるの？」

　あたしの質問にアライナはさらりと、

『よくて失神、普ふ通つうは精神が壊れます』

「タチ悪っ！　それってかわせるもんなの……？」

『ええ。それはもちろん、避よければかわせますよ』

「よければ……って……人間には『見えない』んだけど……」

　当たり前だが、人間が精神世界面アストラル・サイドのできごとを探知する方法は、ほとんどない。

　皆かい無むとは言わないが、戦せん闘とう中に役立つようなものではないのだ。

『そういえば……そうですね』

「見えるようになる方法とかって……なんかないの？」

『エルフはもともと見えますから、そういう方法は……

　あ。でも、精神世界面アストラル・サイドの攻撃って、しかけるのにはちょっと時間がかかりますし。始終動き回っていたら、長ちよう距きよ離りから当てるのはちょっとむずかしいと思います』

　……始終動き回るって……

　実質、当たらないように祈いのる、というのと大差ない。

「……そ……そっかぁ……」

　けどガウリイは、そんなわけのわからない攻撃を斬ってのけたのか。

　どーやったらそんな──あ。

　剣がひっぱられる──と彼は言ったが、ひょっとして──

「アライナ！」

　ふと思いついてあたしは尋たずねる。

「実はガウリイの剣って──ちょっとした事情で、前に竜ドラゴンから、切れ味の落ちる術をかけてもらってるの。エルフのあなたならその封ふう印いんを解くこともできるんじゃないかって思うんだけど──試してもらえる？」

『切れ味の……落ちる術？』

　いぶかしげに問うアライナ。

　たしかにそれだけ聞くと意味がわからないだろう。

「彼の剣って、なんでも周囲の魔ま力りよくに反応して切れ味が上がるらしいの。

　──で、これはあたしの仮説なんだけど。

　その剣の性質が、精神世界面アストラル・サイドからの攻撃っていう強力な魔力に反応して、ひっぱられたみたいに感じたんじゃないか、って思うのよ」

　あたしの説明に、アライナは思案顔で、

『ありえる……んでしょうか……？　今の段階では否定も肯こう定ていもできませんけど……でも実際に斬ったわけですし……』

「仮説はさておき彼の剣、そのせいか、ほっとくと鞘さやまで斬れちゃうんで、そんなふうにしてるのよ。

　けど本来の切れ味を取り戻もどしたら──

　精神世界面アストラル・サイドからの攻撃に反応できるかどうかはわかんないけど、ザナッファーの鎧を斬ることもできるかもしれないの。だから──」

『そういう事情での封印だったら解くことはできるかもしれませんけど、さすがに何の道具もなしで、というわけには……

　荷物は街の宿に置いていますし』

「りょーかい。

　ならテシアスたちに気づかれないよう、夜になったら荷物を取りにこっそり街に戻る、ということでどう？

　あたしたちの置かれた状じよう況きようをみんなに伝えなくちゃあいけないし、街の被ひ害がい状況も確かめないとだし」

　提案に、全員首を縦に振ふる。

　……どーやらしばらくの間、ふかふかベッドやあったかいごはんと離はなれることになりそーだけど……

　とっとと連中を倒して片をつけ、ベッドとごはんをとり戻すっ！

　快適な生活環かん境きようをとりもどすため、あたしは『フォレストハウンド』に対する闘とう志しを新たにするのだった──




　見上げれば、木々のすき間に空と星。

　視線を地上に転じれば、夜の森はただ黒く──

　──いや。

　小さな小さな灯ひが一つ。ゆらりふらりと揺ゆれながら、森の木と木のその間、道無き地面を進み行く。

　カンテラの三方を何かで覆おおっているのだろう。ちろちろまたたくオレンジの灯は、茫ぼう漠ばくたる夜を照らすにはとうてい足りず、それでも闇やみの中では十分に目立っていた。

　視覚が闇に閉ざされているせいか、いろんな音が耳につく。

　風に揺られて木の葉は擦ずれ。名前も知らない夜鳥の鳴き声。虫の声。

　街を離れてどれほど進んだか。

　たぶん一度あたりを伐ばつ採さいしてから植樹したのだろう。子供の背せ丈たけほどの灌かん木ぼくが規則正しく並んでいる──ささやかな灯あかりが止まったのは、そんな場所でだった。

　そのまましばらく時が流れて──

　やがて。

「──何があったの──」

　ささやくような女の声は、灯りから少し離れた所から聞こえた。

「……街が……攻撃された……」

　かすれた男の声は灯りのあたりから。

　灯りはゆっくりと、女の声がした方に近づいて──

「……死人もケガ人も出て……」

　やがてカンテラの明りが闇に人ひと影かげを浮うかび上がらせる。

　変わった形の軽装鎧を身につけた──女。

　夜に浮かんだその貌かおは、ぞっとするほど美しく、瞳ひとみに映るカンテラの灯がゆらめいている。

「……やったのは……エルフ……だって聞いた……」

　カンテラを持つ男の声。

「噓うそ……だよな？　だってあんた、協力してくれるって……」

「エルフも一枚岩じゃあないの。

　わたしがあなたに協力しているのは本当。けれど街を狙ねらっているのがエルフだというのも本当。でもそれを言えば、あなたはわたしを信じなくなる。

　だから言えなかったの」

「じゃあ……味方だって思っていいんだな……？」

　すがるような男の声。

「ええ──信じて。わたしもできるだけ手を貸すから」

「……わかった。あんたを信じる……」

「ありがとう……

　わたしもちゃんとあなたの力にならないとね。

　くわしく話を聞かせてくれる？　街が襲おそわれた時、傭よう兵へいみたいな人たちとエルフが迎むかえ撃うっていたみたいだったけれど、あの人たちって何なの？」

「ああ。彼らは流れの──」

　男のことばを遮さえぎって、

「──って、信じるなボケェ氷の矢フリーズ・アローっ！」

　さすがにそれ以上見過ごしにできず、あたしは唱えた術をぶっ放す！

　女に迫せまる十数条の冷気の矢！

「──!?」

　かわせぬと悟さとった女は大きく右手を振り──

　刹せつ那な。

　女が身につけていた鎧よろいの一部が変形し、巨きよ大だいな盾たてとなり、あたしが放った冷気の矢、そのことごとくを受け止める。

「──なっ……!?　あっ？　えっ？」

　カンテラの男が驚おどろきの声を上げた時には、ガウリイが女に向かって駆かけてゆく！

　しかし剣けんの間合いに入るより先に──

　女が跳とんだ。

　いや──

　飛んだ。

　跳ちよう躍やくと同時に鎧が展開・変形し、巨大な盾は翼つばさと化して、そのまま夜空に舞まい上がる！

《翼》のザナッファーか!?

　身構えるあたしたち。しかし相手は、もともと戦う心づもりがなかったのか、そのままどこかへ飛び去ってゆく。

　ガウリイは剣の柄つかから手を離すと、残った男に歩み寄り、その手からカンテラを取ると覆いのない方を相手に向けた。

　オレンジ色のあえかな明りに照らされたのは──

「──あんた──」

　あたしのことばはそこで詰つまる。

　意外な正体に絶句した──というわけではない。とっさに相手の名前が出てこなかったのだ。

　たしか自警団の──そうそう。ランダとかいう名前だったよーな。

　──あたしたちは、荷物の回収やいろんな人との打ち合わせのため、月と星との明りを頼たよりに、闇にまぎれて一いつ旦たんアテッサの街に戻ろうとしたのだが──

　街に入る前に、こっそり出て行くランタンの灯を見つけて、そっとあとをつけ──今の光景に遭そう遇ぐうしたのだ。

「何やってんのよ……あんた……」

「え──あんたら──え？　何って、これ、え？」

　どーやら事態を理解できていないらしく、おどおどきょろきょろするばかり。

　しかたなく。

「……ここで長話もなんだから。とりあえず、宿で話を聞きましょーか」

　あたしはため息混じりにそう提案したのだった。




　遠く酒場の喧けん噪そうが聞こえる。

　アテッサの街──

　銀のシルバー木のリーフ葉亭・インへと戻ったあたしたちは、マクライルさんに声をかけ、三階にあるガウリイの部屋に集まっていた。

　やや広めとはいえ、本来一人用の部屋に、あたしとガウリイ、ゼルにアライナ、マクライルさんにランダ。六人もが入っているのだ。はっきし言ってくっそせまい。

　一階のメシ屋兼けん食堂で話をすればゆったりするのだろうが、そちらにはとーぜん他の客もいる。そんなところで込み入った話をするわけにはいかなかった。

　まずはあたしが、こっちの動きをざっと説明。

　街を襲った連中を迎げい撃げきに出て、シャレにならない武器を持ち出され、とりあえず身を隠かくし、帰ってきたところでランダが女エルフと会っているのを見た──

　……さすがに、伝説で有名なザナッファーの名は出さぬまま、ざっと説明を終えた頃ころには、ランダもどーやら事態が飲み込めてきたらしく、ランプの灯りの中でさえ、はっきりとわかるほどに青ざめていた。

「──で──」

　と、あたしはランダの方を見て、

「どーゆーいきさつであの女と会って、何をしてたわけ？」

「……知らなかったんだよ……今日、聞かされるまで……」

　誰だれとも視線を合わせようとせず、ランダはかすれた声を漏もらす。

「街を狙ってるのが……まさかエルフだなんて……」

　ぽつりぽつりと彼が話したところによれば、まだみんなが、街にいやがらせをしかけてきているのが野や盗とうのたぐいだと思っていた頃──

　野盗を捜さがして森の中をうろついていた彼が出会ったのが、リュシッダ、と名乗る女エルフだったらしい。

　何者かのしかけた罠わなでランダがケガをした時に、助けてくれたのだとか。

　──自分はこの森にも時々来るのだが、最近野盗が近くに現れる。たぶんその罠も野盗がしかけたものだろう。その野盗たちを森から追い出したい──

　彼女のそんな言葉を、ランダは信じた。

　協力を提案したのも彼女の方。

　──定期的に情報を交こう換かんしあって野盗を追い詰めよう。ただ、街の噂うわさ話ばなしから自分の存在が知られると野盗たちの的まとになりかねない。だから自分のことは他の人には秘密にしておいてほしい──

　……今にして思えば、いかにも怪あやしい話に聞こえる。

　ランダがひっかかった罠というのも、テシアスたちがしかけたものの可能性が高い。

　しかし──

「……まさか……エルフがそんなことをするなんて思わなかったんだ……」

　半ば涙なみだ声ごえでランダはつぶやく。

　この森のことで、人とエルフがごたごたしていたのは、彼が生まれるはるか前。人がエルフに対して抱いだく、知性的で争いを好まない、というイメージもある。

　接せつ触しよくされた時点で気づけ、というのも酷こくな話だろう。

　疑うだけなら、それこそ同じエルフのアライナが、実は送り込まれたスパイでは──と考えることもできるのだが、それは絶対ありえない、とあたしは確信している。

　理由は簡単。

　人づきあいが壊かい滅めつ的に苦手な内うち弁べん慶けい、なんぞとゆーのは、スパイとして致ち命めい的てきに不適格だからである。

　相手がもしこんなんをスパイとして送り込むような間ま抜ぬけ揃ぞろいだった日には、事件はあたしたちがアテッサに来る前に解決している。

「──なあ──」

　ランダは顔を上げ、すがるようなまなざしをゼルに向けて、

「本当に──彼女は──リュシッダはあいつらの仲間なのか……？　何かの間ま違ちがいってことは……？」

「間違いない」

　しかしゼルは断言する。

「テシアスたちと一いつ緒しよにいた。たしかに街の内部情報を集めてきていたな。

　街の外で一戦交えた時にもあの鎧を見かけた。

　あの鎧は、テシアスにとって信用の置ける者にしか渡わたさんだろう。信用していなかったおれには鎧の存在すら隠し通していたからな」

　戦った時は素顔ではなく、翼をちらりと見ただけだったが、敵の一人であることに間違いはない。

「じゃあ──」

　彼は絶望の表情で、

「俺は──まんまと乗せられて──街を狙ってる奴やつに情報を流してたってのか──だからずっと出し抜ぬかれて──」

　落ち込むのはわかる。そういえば、相手がエルフと知らされた時、彼が動どう揺ようしていたのは、自分がだまされて利用されていたと認めたくなかったからか。

　だが。

「そんな──俺は──俺はどうすれば──」

「知るかぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　びすっ！

　叫さけびとともに、あたしはランダの頭にチョップを一発！

『えええええええええええっ!?』

　なぜか驚き叫ぶみんな。

　そんな意味不明のリアクションは無視してあたしは続ける。

「今はみんなであんたのうじうじにつき合ってるヒマはないっ！　責任取るだとか後こう悔かいだとか、そーゆーのは全部終わったあとでやることっ！

　まず第一に考えなくちゃあなんないのが、これからどーするか、ってことよっ！」

「……え……いや……まあ……そーなんだけど……？」

　混乱のまなざしで、なおも何やらつぶやくランダに、

「どーしても責任取りたいならこれから活かつ躍やくして埋め合わせすることっ！　処しよ遇ぐうはマクライルさんにおまかせっ！　以上っ！

　──さて」

　あたしは部屋の一同をぐるりと見回し、

「さっきも話したけど、あたしは連中に、『街に手を出したら森を破は壊かいする』って言っといたから、あたしたちが街にいたら、連中はたぶんそこを狙ねらって街ごとつぶしに来る。

　だからあたしたちはこれから必要な荷物を持って街の外に行って、居場所を移しながら動くわ。

　このへんのことは、マクライルさんからアメリアの方にも伝えといて」

「そっちの居場所は教えてくれるんですか？」

　マクライルさんの問いにあたしは左右に首を振ふり、

「もし誰かに伝えたら、連中は、あたしたちの居場所を知るために、その誰かを狙ってくる可能性もあるわ。

　そーゆーのを防ぐため、場所は教えず、基本、連れん絡らくはこっちからにさせてもらうわ。

　とりあえず今は食料なんかの補給がしたいから用意を頼たのめる？」

「もちろんです。あ、こちらからもご報告が」

　と、マクライルさん。

「相手の正体がわかり、街が攻こう撃げきされたことで、町長は正式に、王都ゼフィーリアに援えん軍ぐんを要よう請せいしました。

　ただ、即そく座ざに援軍が出されたとしても、到とう着ちやくには十日以上かかる計算になります」

「十日？」

　あたしは眉まゆをひそめて、

「早くない？」

　この街から王都まで、片道でそれくらいかかるのだ。

「使いのひとが王都に着いて、すぐさま兵士が出たとしても、もっとかかると思うけど」

「──ああ。この街の魔ま道どう士し協会には、王都の魔道士協会と通話ができる部屋があるらしくて、そこを使ったようですから。もう話は向こうに通っています。

　とりあえず伝言しただけですから、王国からの正式な返答はまだですけど」

「おっけーりょーかい」

　と、あたしは納得。

　正規の兵士は置かずに自警団が主力、とはいえ、国境近くの街としての、万一の備えはしてある、ということか。

「あ、それなら明日にでも、相手は強力な武装をしてる、って追加で伝えてもらえるといいかも。

　具体的には光線で攻撃してきてこっちの攻撃呪じゆ文もんが効かない感じで」

　ぶッ！

　あたしの端たん的てきな説明に、マクライルさんは小さく噴ふくと、

「……マジですか……？」

「こんな時に冗じよう談だんなんて言わないから」

「勝てるんですか!?　そんなのに!?」

「勝つしかないでしょ。そんなのでも」

「……わ……わかりました。伝えてもらいます。

　他にこちらにできることは？　必要なら自警団も動かしますけど──」

「今はまだ、それはいいわ」

　提案にあたしは答える。

「おおぜいが出たからって、テシアスたちが退ひいてくれるとは限らないし」

　むしろ数だけ出たところで、ザナッファーたちが相手なら、ただ被ひ害がいを大きくするだけになりかねない。

「場合によってはいろいろお願いするかもしんないけど、その時にはよろしく」

「もちろん。できる限り」

　マクライルさんは力強くうなずいた。

　──ゼフィーリアからの援軍はありがたくはある。できればあたしも、あとは全部そっちに任せてさよならしたいところだが……ザナッファーと戦ったことのない兵士が、彼らにどこまで対たい抗こうできるのかもわからない。

　それこそ郷里くにの姉ねえちゃんあたりがふらりとやって来てくれれば、半日程度で全部片付きそうな気もするが……

　しかしそもそも問題なのは、あたしにクギを刺さされているとはいえ、テシアスたちが十日もおとなしくしているだろうか、というところである。

　こちらの援軍くらいは向こうも想定しているはず。

　ならば──しかけてくる日は近いのかもしれない──




　鞘さや走りの音とともに、薄うす闇やみに淡あわい紫むらさきの光が現れた。

『……これって……？』

　アライナのつぶやきがわずかにかすれて聞こえたのは、はたしてあたしの気のせいか。

　壁かべに灯ともした魔ま力りよくの明かりを反射しているのではない。自身が仄ほのかな光を纏まとう細身の刃やいば。

『何……？』

「言ったでしょ。あたりの魔力に反応して切れ味を増す刃──って」

　あたしは応こたえた。

　──街でマクライルさんたちとのやりとりが済んだあと──

　あたしたち一行は、必要な荷物だけ取ると、アテッサの街をあとにして、隠かくれ家がに決めた廃はい坑こうの奥へと戻もどったのだった。

　もちろん、尾び行こうなどがないことは道々確認済みである。

　ひんやり湿しめった廃坑の中、ランプが照らし出すのはコケのじゅうたんとタペストリ。干し肉とパンで食事を済ませ、ひと息ついたそのあとで、アライナに、ガウリイの剣けんの封ふう印いん解除を頼んだのだ。

　彼女は宿から持ってきたザックをかたわらに置くと、作業を開始。あたしとガウリイ、ゼルはまわりで見物である。

　アライナはガウリイから渡された剣を静かに鞘から抜くと、吸い付けられるように、刃に視線を向けたまま、

『原理はわかりますけど……何なんですこの術式……』

「術式？」

『見ればわかるでしょ。刀身にびっしり書かれた──ああ、そういえば人間には読めないんですね』

　人間には読めない──ということは、精神世界面アストラル・サイドに属する文字──のようなもの、なのだろうか。

「エルフってそれが文字に『見える』の？　少なくともあたしには、ぼんやり紫色に光ってるようにしか見えないけど──」

『どう言ったらいいのか……髪かみの毛より細い小さな文字が何重にもなってびっしり書き込まれている感じなんですけど……魔力で切れ味増加というのは理解できますけど、細部が複雑すぎて……これ、相当の武器ですよ』

　うん。知ってる。

　あたしはあえてそうとは口に出さなかったが、ガウリイの方はさらりと、

「ブラスト・ソードとかっていったかな？」

『ブラスっ……!?』

　アライナは顔をはね上げてガウリイを見やると、

『何言ってるんです!?　それ、伝説の剣ですよ!?　……っ、でもっ……これっ……？』

　ふたたび刀身に目を落とし、

『……本物……かも……』

「これの前は光の剣持ってたんだけどな」

『……さすがにその冗談は……かえって噓うそくさいです』

　視線も向けずに言うアライナ。……まあ、信じてもらえないのも無理ないとは思うけど。

「で？　どう？　切れ味を落とす封印、解けそう？」

『たぶん大だい丈じよう夫ぶです。いつか誰だれかが解く前提でかけられた封印のようですから』

　言いながら彼女は、ザックからさまざまなものを取り出し、あたりに並べてゆく。

　糸巻き。何かの薬が入った小ビン。小さな水晶クリスタル──いや、色からすると天青石セレスタイトだろうか。何かの骨のかけらに、乾かん燥そうさせた草葉などなど。

　並んだあれやこれやの中には、魔道にひと通り通じているはずのあたしから見ても、正体不明なものがいくつもあった。

　これからあたしが目にするのは、おそらくエルフの魔道技術。

　人間に同じマネができるかどうかは知らないが、魔道士たるあたしにとって、興味深いことこの上ない。

　近くに寄ってガン見したいところだが、それでアライナが緊きん張ちようしてしくじったら意味がない。ランプの灯りが届くか届かないかビミョーな位置から、こっそりガン見することにする。

　彼女は小ビン一つのフタを取り、中身を少しだけ、左人さし指の腹に取る。

　──なんだか粉のようなもの。それは何かと聞きたいが、作業を中断させたくないので口はつぐんでおく。

　右手に糸巻きを取り、糸の端はしを、左の人さし指と親指でよりあわせるようにして、さきほどの粉をつけてゆく。

　指と指との間から、粉のついた糸がするすると伸のびて──普ふ通つうならだらりと垂れるはずのそれは、淡い光──斬妖剣ブラスト・ソードの刀身が纏うのと同じ、薄うす紫の光を帯びて、支えるもののない空中を進み、刀身に触ふれるとともに──

「糸が消えた……？」

　声を上げるガウリイに、アライナは、糸と刀身に目を向けたまま、

『消えたんじゃあなく、糸が封印の術式の文字をなぞって縫ぬってるんです』

「なるほどー」

　何一つ理解していないこと丸わかりな、ガウリイのてきとー極きわまりないあいづち。

『封印の文字を、触しよく媒ばいを使って糸と一いつ旦たん同化させてから取り除くだけです』

　だけ、って。

　わけのわからないことを言う。

　つまり、文字を糸でなぞってから糸を取ると文字も消えるよね、と言っているようなものだが──そのわけのわからないことを実行できるのだろう。

　アライナは指先で糸に粉をつけてゆき、送り出す。

　そんな地道な作業がどれくらい続いたか──
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　やがて彼女は手を止めて、小さく小さく息をついた。

　右手で別の小ビンを手に取るとフタを開け、手元の糸に向かってかたむける。

　ビンの口から、とろりとした赤い液体が出てくると、ゆっくりあふれたそのひとしずくが糸に触れた──

　瞬しゆん間かん。

　朱あかが、走る。

　おそらく液体が、糸に纏わせた粉と反応したのだろう。朱い光が糸を伝って一気に伸びて、薄紫に光る刀身の上を縦横に駆かけ抜ぬけ、朱く光る緻ち密みつな文もん様よう──あるいは文字を浮うかび上がらせた。

　アライナが。

　何かをつぶやいた。

　おそらく呪文なのだろうが、それはあたしの知る、術を行使するための混沌の言語カオス・ワーズですらなく、意味はわからない。

　とたん。

　──ぱきんっ。

　小さな小さな音を立て、朱い文様が刀身からはじかれたかのように飛び出て砕くだけ、刹せつ那な虚こ空くうでさらに光を強めると、光の残ざん滓しとなって廃坑の薄闇へと溶とけ消えた。

　同時に刀身の薄紫のかがやきが、わずかに──だがあきらかに強さを増す。

『これで大丈夫なはず』

　アライナはあたしに目をやり、うなずくと、

『試してみてください』

「──ガウリイ、お願い」

「おうっ！」

　ガウリイは進み出ると剣の柄つかを手にしてあたりを見回し、洞どう窟くつの隅すみに転がっていた、てのひらをひろげたサイズの石に歩み寄る。

　剣の刃を立て石に触れさせ、何やら感かん触しよくを確かめて、

「……ん……」

　無造作に腕うでを動かすと。

　すこんっ。

　まるでよく切れるナイフでリンゴを両断するような音を立て、石はあっさり両断された。

　……んーむ……やっぱし斬きれすぎ。

　ガウリイは刀身をまじまじと眺ながめつつ、

「やっぱりこれ……納めると鞘さや斬れるよな？」

　それを見ていたアライナも、

『……この剣作ったひとって……あほなんですか？』

「あたしもちょっとそう思う。」

　職人なんかで時々いるけど。ある程度技術を極めちゃったもんで、自分がどこまでできるか試したくて、とんがり過ぎて実用性に欠けるモノ作っちゃう人っ！

　この剣を作ったのが誰なのか、答えは伝承の中にすら残っていないが、たぶんそのタイプの人なのだろう。

　斬れすぎてむしろ扱あつかいにくかったせいだろう。最初にこれを手に入れた時は、この刀身の上にさらに別の刀身をかぶせてあったのだ。本ほん末まつ転てん倒とうとゆーか、完全に何かを見失っている。

「これならザナッファーの装そう甲こうも斬れるとは思うけど、ずっと抜き身で持ってないといけないのか、とか思うと──」

　説明に、アライナはしばし考えてから、

『──なら鞘の内側の方に、中身の切れ味を封印する術式を描かく、というのはどうです？　それなら鞘を内側から斬るようなことはなくなると思いますけど』

「ナイスアイデアっ！　できるのアライナ!?」

『やりましょうか？　今から』

「ありがとーっ！　お願いっ！　ガウリイ！　鞘貸して鞘！　あと終わるまで剣は持ってて！」

　アライナはあたりに出した石を並び替かえ、骨やら葉っぱやらをザックの中へと戻すと、別の葉っぱや小枝を取り出す。

　………………

「──ところでアライナ、聞きたいんだけど、その石とか葉っぱとかって何か意味あったの？　全然使わなかったけど」

『──え？』

　アライナは一瞬、きょとんっ、とした表情を浮かべてから、

『ああ──配置して儀ぎ式しき用魔ま法ほう陣じんを作ってるんです』

「配置して儀式用魔法陣をっ!?」

　またエラいことをサラッと言われ、あたしは思わず声を上げる。

　あたしたち人間の間では、何かの儀式用の魔法陣といえば、さまざまな素材や魔道薬などをインクにして、ある程度の大きさに陣を描くのが普通である。でもってそれに、いろいろな魔術の道具を配置することもある。

　それを──言っちゃあなんだが、そこいらへんにありそーなモノを一見てきとーに配置しただけで、同じような──いや、ひょっとしたらより高性能な陣を作ってしまったということか。

「……ひょっとしてそれも、陣が完成したら、エルフには『見える』わけ？」

『ええもちろん。完成しなければただの石や草ですけど』

　あたしはしばし考えて、ダメモトで聞いてみる。

「いちおー聞いてみるけど……

　そーゆー陣を作って、誰かの魔力を大おお幅はば増ぞう幅ふくすること、なんてできる？」

『できますよ。場所と必要な道具があれば』

　答えはさらりと返ってきた。

「できるんだ!?」

『ええ。けど、たとえばリナの魔力を増幅するとしても、陣から出ると当然効果は切れますし、陣の中に立って撃うった攻こう撃げき呪じゆ文もんの威い力りよくが上がるくらいですよ』

「うん。それはわかる。

　実はあたし、前に、魔力を増幅させる呪符タリスマンなんてものを持ってたことがあるんだけど、いろいろあって失くしちゃって。

　その時に使ってて、今は使えなくなった術のストックとかがあるのよ。

　もしそれが限定的な状じよう況きようででも使えるようになったら、何かの役に立たないかなー、と思って。

　──あ。ほかにもくわしく聞きたいんだけど──」

　実際に使えるかどうかはさておいて、もし何かに使えればラッキー。

　あたしはしばし、エルフの魔術に関するあれやこれやと根ね掘ほり葉は掘ほり、アライナに聞きまくるのだった──








四、確かく執しつの森は静かに佇たたずんで









　蒼そう穹きゆうを翼つばさが渡わたる。

　知らなければ、何かの鳥だと思っただろう。

「──行ったか？」

　木こ陰かげに身をひそめてゼルが言う。

「見えなくはなったな」

　と、これはガウリイ。

「じゃあ──行きましょ」

　あたしのことばにうなずいて、一同はふたたび歩きはじめた。

　数日後──

　あたしたちは、ねぐらにしていた廃はい坑こうを出て、森の中を歩いていた。

　風が草葉をそよがせる中──

　ふと。

　鳥と虫たちの声がとだえた。

　──来る──！

　思ったその瞬しゆん間かん！

　彼方かなたから飛び来た一条の光が、あたしの胸を貫つらぬいた！

　ザナッファーの閃光の吐息レーザーブレスか！

　同時に。

『フォゴゥル！』

　アライナが術を発動させ、あたりを白びやく霧むが埋うめるとともに、胸を貫かれたあたしと一行、合計四人の姿が消える。

　もちろん言うまでもないが、たった今、光に貫かれたのは幻まぼろし。

　術を使ったのはアライナである。原理は蜃しん気き楼ろうみたいなもので、何かを別の場所に、立体的に映し出すもので、エルフの間ではわりとポピュラーな呪じゆ文もんらしい。

　つくりものの大きな化け物をこれで映して驚おどろかせて、野や盗とうや害がい獣じゆうを追おい払はらうこともよくあるのだとか。

　像が移動する、というのが特筆すべきところ。もちろん近くで見たなら不自然さは隠かくせないが、遠目で見破るのはむずかしい。

　たぶんテシアスたちからは、閃光の吐息レーザーブレスでこちらの一人を倒たおしたとたん、霧きりで目くらましをかけられたように見えただろう。

　ならば当然、確認しようと近づいてくるはず。

　それこそこっちの狙ねらい目。

　なにしろ、今日あたしたちが外を歩いていたのは、ほかでもない。テシアスたちに見つかって、しかけてきてもらうのが目的なのだから。

　あたりが白霧で埋まるとともに、一同一いつ斉せいに駆かけだした。

　向かうは今の閃光の吐息レーザーブレスの発射点。

　──おそらく相手の動きはこんなところだろう。《翼》がこちらを見つけたら、やや距きよ離りを置いて全員で包囲し、長距離からの一いち撃げきを合図に一斉攻こう撃げき。

　対するこっちは、虚きよ像ぞうをおとりにテシアスたちを引きつけて、白霧で目くらましをかけ一方向に突とつ破ぱし、そこからの各個撃げき破は。

　まず狙うのは、最初の一発を撃ってきた相手。

　長距離の射しや撃げきが得意──となると、相手はおそらく、前に白霧の中で、あたしを正確に弓矢で狙ってきた相手。《一つ目》の装着者サガン。

　駆けるうち、視界の端はしにちらりと何かが動く。

　霧を透すかした少し向こう。小鳥だろうか。小さな影かげが、こちらと並ぶように──

「よけて！」

　あたしが声を上げるとともに、全員、右へ左へと跳とび──

　ゔぁっ！

　閃光が一同の間を駆け抜ぬける！

　閃光の吐息レーザーブレス！

「ガウリイ！　近くに見慣れない変な小鳥みたいなのがいたら片っ端から斬きって！」

「わかった！」

　応こたえるやいなや、早さつ速そく何かを見つけたか、彼は横に跳びざま剣けんを抜き放はなつ！

　薄うす紫むらさきの燐りん光こうが白霧に残光を刻む。

　ぼたり、と何かが地面に落ちる。

「どんなのを斬ったの!?」

　とあたしが問えば、

「灰色の、鳥？　けど血も出なかったぞ！」

「それでオッケー！　似たの見つけたらどんどん斬って！」

「何なんだ!?」

　尋たずねるゼルにあたしは答える。

「たぶん《一つ目》の端たん末まつ！　相手はそれを使ってこっちの場所を探知してる！」

　かつてサガンは霧の中、弓矢で正確な狙そ撃げきを見せた。

　あたしはそれを、森の小動物か何かを使い魔として、木陰や葉陰に潜ひそませて、こちらの位置を特定しているのではないかと推測したのだ。

　──もちろん装着者を精神世界面アストラル・サイドで遮しや断だんするザナッファーは、同じ要領で使い魔を操あやつることはできない。

　が、彼らのザナッファーが個々人に合わせて調整されているのなら、似たこと──使い魔にあたる端末に、こちらの位置を探らせるようになっているのではないか。

　推測に推測を重ねた想像だったが、どうやら当たりだったようである。

　下草を蹴けり立てて一同は駆ける。ガウリイが抜き身の剣をふるうたび、《一つ目》の端末が断たれて地に落ちる。

　森の木々に遮さえぎられてか、端末がいくつかやられた影えい響きようか、閃光の吐息レーザーブレスの次じ弾だんは来ない。

　何より一番の収しゆう穫かくは、ガウリイの剣で端末──言いかえると同じ材質でできているだろうザナッファーが斬れるとわかったことだろう。

　と。

　どんッ！

　向かう先、上空で爆ばく発はつ音。

《一つ目》が、自分が狙われていることを知らせるために、装そう甲こうを開いて、派手な音がする何かの術を上空でぶちかましたのだ。

　ならば。

「あっち！」

　あたしはてきとーに右手を指す。

　即そく座ざに意図を理解してくれて、全員で直角に進路を変へん更こう。駆けつつアライナがまたまた白霧の術で煙えん幕まくを展開。

　あのまままっすぐ進んだら、たぶん《一つ目》は場所を移動して姿をくらまし、そのうち他のザナッファーたちに囲まれる。

　なら進路を変え、他のと当たる方がマシ。

　コースを変えて駆けて──間もなく。

　ダかタッ。ダかタッ。ダかタッ。

　横手から音が聞こえた。

　大地を蹴ってこちらに近づく足音は、リズムからして馬を思わせた。

　もちろんこんな所をこんなタイミングで、普ふ通つうの馬が走っているとは思えない。ならそういうタイプのザナッファーと考えた方がいいだろう。

「ゼル、地面！　ガウリイ、斬って！　アライナはいざって時にお願い！」

「ああ！」

「わかった！」

『え!?　え!?』

　あたしのことばにアライナ以外が即座に反応。

　あたしとゼルは呪文を唱えつつ木陰に身を潜め、ガウリイは足音が近づいて来る方を向いて剣を構える。

　アライナはわずかにおろおろしたあと、そばのしげみに身を隠す。

　ほとんど同時に。

　ダかタッ！　ダかタッ！　ダかタッ！

　ま近に迫せまる音とともに、白霧の先に浮うかぶ影！

　巨きよ大だいな馬の、首のかわりに人間の上半身をくっつけた──半人半馬のシルエット。その両手、右と左に一本ずつ、長ちよう槍そうのような得え物ものを構えている。
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《人馬》はこちらを見つけるなり、

「──人間がぁぁぁぁぁッ！」

　男の声で吠ほえてさらに力強く地を蹴った！

　それなりの密度で木が生えている中、速度を落とさず──むしろ増しながらこちらとの距離を詰つめてくる！

　思ったより速いっ!?

　あたしは大地に手をついて──

「地精道ベフイス・ブリング！」

　トンネル掘ほりの術である。これを、地面のすぐ下、地表と平行に伸のばしてやれば、長細い即そく席せき落とし穴のでき上がり！

　そしてゼルは──

「地撃衝雷ダグ・ハウト！」

　大地の槍やりを生み出す術！

　これらで二重に足止めし、ガウリイの剣技で脚あしの一本でも奪うばえれば──

　だがしかし。

　想定外はいつでも起きる。《人馬》の加速があたしの予想を上回ったのだ！

　──その瞬間に起きたことを、あたしは決して忘れないだろう──

　まるで時間が遅おそくなったかのように、全ての光景が脳のう裏りに焼きつく。

《人馬》の前脚が、あたしの術でできた落とし穴をまともに踏ふみ抜いた。

　前脚が引っかかってつんのめったそこに──

　馬の腹のま下から、ゼルの術が生み出した大地の槍が突つき上げる！

　さすがに大地の槍の強度では、ザナッファーの装甲を貫くには至らず──

　結果。

　──ものっそい飛んだぁぁぁぁぁぁっ!?

「あアァァァァァァァァアあッ!?」

　わめきながらぐるんぐるん縦回転で吹ふっ飛ぶ《人馬》！

「を!?　を!?　を!?　を!?」

　ガウリイもさすがにこの事態には驚いたか、それでもあわてて後ろに下がって位置調整。

　落ちてきたところを──

　ざんっ！

　一いつ閃せん！

《人馬》はそのまま落下して、ガウリイの後ろの方の地面に、

　ボてごキざしゃぁぁぁぁゴっ！

　敵ながら、なんかかわいそうな音を立てて落下した。

　……しーん……

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

「……こっ……！」

　それでも意識はあったらしく、《人馬》がわずかに──

『えいっ。』

　あ。アライナがダメ押しした。




　ずばぁぁぁぁぁぁん！




　彼女の術で出現した、大地を変形させた巨大な槍──いや、破は城じよう槌ついが、ふたたび《人馬》を空中高くはじき上げる。

　舞まった《人馬》の馬の胴どうが、二つに折れちぎれるのが見えた。

　──たぶんガウリイの斬撃が最初に入り、一刀両断とはいかないまでも深手を負わせたところに、落下の衝しよう撃げきとアライナのダメ押しで、とうとうぽっきりいったのだ。

　笑えると言えば笑えるのだが、笑っちゃいけない気の毒感。

　……これは……こっちの運が良かったとゆーか、相手の運がひたすら悪かったとゆーべきか……

　……えーっと……敵ながら、なんか、ごめん。

　二つになった《人馬》はぼとぼとと地面に落ちる。一同無言で見つめる中──

「……う……ぐ……」

　装着者の呻うめきが聞こえた。

　──そうか。装着者が包まれているのは《人馬》の上半身と前脚部分！　馬の腹が両断されても装着者に傷はない！

　悟さとって身構えるあたしたち。ガウリイも地を駆かけ、迫り──

「な……舐なめるな！　人間ふぜいがぁぁぁぁぁぁッ！」

　吠えて《人馬》の前半分は──

　地面に転がったまま、わずかにびくびく動くのみ。

　様子のおかしさにとまどい、距きよ離りを置いてガウリイが足をゆるめる。

「この程度の損傷っ！　このっ！　ザナッファーのっ！　力をっ！　もってすればっ！　もってっ！　すればっ！　重っ!?　ちょっ!?」

　もがく姿を眺ながめつつ──あたしはふとあることに気がついた。

「──ねえ、中の人！」

　呼びかけに反応して動きが止まる。どうやら聞こえてはいるらしい。

「ひょっとしてだけど、生体封ふう魔ま装そう甲こうザナッファー、ってことは鎧よろいそのものが生きてるのよね？

　なら鎧が死んじゃったら、何もできなくなるんじゃないの？」

　──閃光の吐息レーザーブレスの発射はもとより、まともに動かすことさえも。

「──えっ。」

　中の人のぼーぜんたる声。

　しばらくもごもご動いていたが──

「──くそっ！　こうなればっ！」

　ばがんっ！

　音を立てて鎧がはじけ飛ぶ！

　たとえザナッファーが死んでも、鎧の強制排はい除じよはできるようになっているらしい。

　解放され、中から現れた男がゆらりと立ち上がる。

　こちらに向かって顔を上げ──

　その顔に。




　ごむすっ。




　跳とび蹴げりをかましたあたしの靴くつ裏うらがまともに直ちよく撃げきした。

　一撃で完全にノびた中の人を見て、

「こいつは──カシディアル!?」

　ゼルが驚おどろきの声を上げる。

『フォレストハウンド』に潜もぐり込んでいた彼の知った相手だったのだろう。

「連中の一人──よね？」

　と、あたし。

「ああ。使い手なんだが……ずいぶんな倒たおれ方をしたと思ってな……」

「あー……」

　まあ確かに今のは……

　ガウリイも困こん惑わく顔で、

「──えーっと……

　で、どうする？　なんか、トドメ刺さすのって、すっげぇ気がひけるんだけど……」

「……う……うーん……」

　さすがにあたしもこれには迷う。

　たしかに彼の言うとおりなのだが……気がつかれて呪じゆ文もん攻こう撃げきにでも転じてきたらやっかいである。

　しかし迷う時間もないうちに。

『マインドラスプ！』

　ずどんっ！

　アライナが問答無用で何かの術を、気絶したエルフにたたき込む！

「──ちょっ──!?」

『……あ。精神にダメージを与あたえる術です』

　思わず抗こう議ぎの声を上げかけたあたしに彼女は言う。

『これで何日かは目は覚めないでしょうし、もし起きてもしばらくまともに術は使えなくなりますから……』

　なるほど。人間あたしたちが使う烈閃槍エルメキア・ランスみたいなものか。

「ならナイス！」

　とあたしはサムズアップ。

　ザナッファーが全部で何体いるのかは不明だが、とりあえず、これで一つ！

　他のもみんなこのノリで片付けられればいいのだが……さすがにそうそう都合良くはいかないだろう。

　今の戦いの様子はたぶん《一つ目》の端たん末まつで見られている。その上で次は──

　どうするかを決める前に。

「次だ！」

　吠えたガウリイの視線を追えば、霧きりの向こうからにじむ影かげ！

《人馬》との事故──もとい。戦いの音を聞きつけた別のザナッファーが来たか!?

　不意打ち先制といきたいところだが、攻撃呪文が効かない相手なのがどうにも歯がゆい。

　霧の奥から浮うかび出て来たのは、重甲かつ冑ちゆうそのものだった。

　腕うでも太く脚も太く胴は厚く、首はほとんど胴に埋うまってしまっている。要所要所にトゲトゲ付き。盾たてや武器は手にしていないが、もし人食い巨人オーガ用の重甲冑を作ったならば、こんな感じになるだろう。

　もちろんザナッファーには違ちがいあるまい。全身は灰色で、背中からは触しよく手しゆが四本。それぞれの先には閃光の吐息レーザーブレスの発射口とおぼしきルビー色のものが見てとれた。

《重甲冑》はこちらの影を認めるなり、地を駆けてこちらとの距離を詰め──

「──な……っ!?」

　動どう揺ようの声を上げ、足を止める《重甲冑》。

　装着者の視線は見えないが、《人馬》の残ざん骸がいに驚いたのは間違いない。

「馬ば鹿かな……!?　あのカシディアルがっ……!?」

　仲間が倒されて動揺するのはわかるがスキがありすぎるっ！

「黒霧炎ダーク・ミストっ！」

　ゼルが呪文を発動させる！

　ひと部屋ぶんほどの範はん囲いに黒い霧を発生させる術である。攻撃力はなく、視界を奪うばうだけのもので、普ふ通つうは相手を包むのだが、今回ゼルが発動させたのは相手のすぐ横。

《重甲冑》が動揺していたところに、突とつ然ぜんま近に黒い空間が出現したのである。

「──!?」

　反射的にそちらを向いて、距離を取ろうとあとずさり。

　闇やみに隠かくれて中から攻撃──と、とっさに読んだのだろうが、逆。

《重甲冑》の意識が黒霧に向いた刹せつ那な、ガウリイが地を蹴けりまわり込み、相手の後ろから迫せまる！

　だがその時！

「ウィンブラスト」

　ぼっ！

　声とともに《重甲冑》が爆はぜた！

　そのいきおいで後ろに吹ふっ飛ぶガウリイ！

　──いや──破は裂れつの直前、自分で後ろに跳んで威い力りよくを殺したのだ。

　着地したところの足あし下もとを狙ねらって、閃光の吐息レーザーブレスが二連撃！　ガウリイはさらなる後退を強しいられる。

「無事か!?」

　問う声はテシアスのもの。霧の先から《二本角》が現れる。

　彼は《重甲冑》にガウリイが迫るのを目まのあたりにして、攻撃呪文を放ったのだ。ガウリイではなく《重甲冑》に。

　ガウリイを狙えばかわした上で《重甲冑》に攻撃をしかけた可能性もあったが、逆に《重甲冑》を狙えばそちらはザナッファーに守られて無傷、ガウリイは近寄れば必ず巻き込まれる。敵ながら悪くない判断である。

　しかし──テシアスが今の攻撃呪文をぶっ放したにしては、《二本角》の装甲が開いているように見えないのが気になるが──

「俺は無事だが──カシディアルがやられた！」

《重甲冑》の答えに《二本角》のテシアスは、

「馬鹿な!?　カシディアルほどの男が!?　ザナッファーを身につけていながらか!?」

　と驚きよう愕がくの叫さけびを上げる。

　……つーか《人馬》の中の人、仲間うちからの評価、高っ。

　ゼルも言っていたが、ひょっとして、まともに戦っていたらけっこーな強敵だったりしたのだろうか。

「……俺は……『見て』いた……」

　くぐもった声とともに、横手、霧の奥からにじみ出たのは《一つ目》サガン。

　ガウリイにやられていない端末を使って、状じよう況きようを把は握あくしていたのだろう。

「接せつ触しよくと同時に……信じられんほどの連れん携けいで……瞬しゆん時じに……」

　言う声が動揺にかすれている。

　……まあ……信じられない連携とゆーより、ほぼ出会い頭がしらの事故なのだが、それを訂てい正せいする義理はない。

　端末が映像だけを届けているなら、あの時のガウリイの、とまどいまくった声は《一つ目》には届いていないのだろう。

　ならばっ！

「トドメは刺さないであげてるわ！」

　相手がひるんでいるならカサにかかるのみっ！　ここぞとあたしは声を上げる。

「けどこれ以上続けるなら、次からは手かげんできないわよっ！」

　いきさつはどうあれ、《人馬》を倒したのはまぎれもない事実。しかもこっちは誰だれも欠けぬまま。

　テシアスたち『フォレストハウンド』の行動が過激化した理由がザナッファーを手に入れたことにあるのなら、そのザナッファーを一体とはいえ倒されたのは、かなりの衝しよう撃げきに違いない。

　呼びかけに、彼らは動揺の色をあらわにし──

　突然。

　ガウリイが疾はしる。

　立っていたアライナをつき飛ばし、一いつ緒しよに転がり──

　今し方までアライナがいた空間を、閃光の吐息レーザーブレスが灼やき過ぎる！

　目をやれば、木々と木々とのその狭はざ間ま、脚あしを伸のばした灰色の影！

「ひるむな！」

《クモ》のルコーリアの声が響ひびく。

「私のザナッファーを信じろ！　相手はこちらの鎧よろいを斬きる手段を持っているようだが、おそらく切り札はそれだけだ！　術がこちらに効かないことに変わりはない！」

　──ちっ！　見み抜ぬかれたか！

　私の、ということは、このザナッファーたちを作り上げたのがこいつか！

「──でも──！」

　声とともに翼つばさをたたみ、《クモ》のそばに《翼》のリュシッダが舞まい降おりる。皆みなが集まっているのを目にしてやって来たのだろう。

　これで六名──

　ゼルの知るところによれば、『フォレストハウンド』メインメンバーほぼ全員のはずである。

　……さすがにこれでザナッファーは打ち止めであってほしいもんだが……

「実際にカシディアルが倒されたのよ！　あのカシディアルが！」

「落ち着いて対処すればいいだけの話だ！」

　うろたえる《翼》に《クモ》が吠ほえる。

「並んで閃光の吐息レーザーブレスを並列斉射すれば確実に殺せる！」

　やばいっ！　それはさすがに苦しい！

　だが。

「しかし！　それでは森の木々が！」

　仲間の《重甲冑》から上がる抗議。それを《クモ》は一いつ蹴しゆうする。

「今！　森の一部を傷つけるのと、ここであきらめてこの先ずっと人間が森を蹂じゆう躙りんするのを眺ながめ続けるのと、どちらを選ぶ!?」

「──」

「やるぞっ！」

《クモ》の号令と同時に──

「炸裂陣デイル・ブランドっ！」

　と今度はあたしの呪文！　こちらとあちらの間の地面を、はじけ、吹き上げさせる！

　その土砂を目くらましに──

「走って！」

　あたしの叫びに全員、ザナッファーたちから離はなれるように駆かけだす！

「逃にがすな！」

《クモ》の声！　背中に逃のがれようのない殺気が突つき刺ささる！

　背後から閃光の吐息レーザーブレスの乱射がはじまる！

　連中が隊列を整える前、炸裂陣デイル・ブランドの土つち煙けむりをはさんだせいで整然たる射しや撃げきとは呼べないが、いつまで当たらずに済むかは──

「黒霧炎ダーク・ミストっ！」

　ゼルが後ろに黒い霧を生み射線をさえぎる。魔ま力りよくの明りくらいはかき消す黒い霧だが、さすがに閃光の吐息レーザーブレスを止めることなどできるはずもない。

　その時。

　あたしたちの向かう先、霧にまぎれて佇たたずむ白！

「水片鏡アクアカレイドっ！」

　解き放たれた呪文とともに、まわりの空間がぐにゃりと歪ゆがみ、すぐもとに戻もどり──

「──がぁっ──!?」

　悲鳴は後ろから上がった。

　何が起きたのか確かめたいところだが、あたしは目の前に立つ相手から視線が外せないでいた。

「──あんた──!?」

「来ちゃいましたっ！」

　言って笑顔でうなずくと、アメリア＝ウィル＝テスラ＝セイルーンはガッツポーズを取ってみせたのだった。




　──あたしは幻げん視しする──

　アテッサの街。

　塀へいの外から戦いの音。

　まなざしに不安を浮うかべ、建物の中に閉じこもる人々。

　あたしたちが戦っていることを知り、貴賓館ゲストハウスのテラスから、見えぬ戦場の方へと視線を向ける兵士たち。

　そこに駆けてくるメイドさん。

　アメリア姫ひめがまたいなくなった。そう聞かされて全員コケる。

　……たぶんそんな光景が展開されてるんだろーな……今いま頃ごろ……

　刹那、そんな幻まぼろしの中にトリップしてから、あたしは無理矢理意識を現実に引き戻す。

　……アメリアのことを、成長したなー、と思ったこともあったけど、本質的なところはやっぱし変わってないらしい。

　なんで来たの、と説教のひとつもしたいところだが、今はそんな場合ではない。

　状況を確かめるため後ろをふり向く。

　目の前──かなり広い範はん囲いの空間がちらついていた。

　青と緑と白と茶と、大小でたらめな無数の断片が始終変化を続けている。

　似ているものを挙げるとすれば、万まん華げ鏡きよう──だろうか。

　さっき風景が一瞬ゆがんで戻ったのは、あれの中をあたしたちが駆け抜ぬけたせいか。

　それが何かを理解する間もなく、ちらつきは突とつ然ぜん消えて、普ふ通つうの空間へと戻る。

　その先にひろがる光景は──

　ゼルの放った黒い霧きりが、閃光の吐息レーザーブレスに裂さき貫つらぬかれ、残ざん骸がいとなって虚こ空くうに消える様。

　さらに向こう。

『フォレストハウンド』メンバーの視線が集まる中。

《重甲かつ冑ちゆう》の腹に大穴が開いていた。

「……な……なんで……」

　呆ぼう然ぜんたる《翼》のつぶやきに反応したかのように、

　ずんっ……

《重甲冑》はひざをつき、そのまま前に崩くずれ落ちた。

「ロンディウムっ！」「しっかりしろ！　おいっ！」

　口々に《重甲冑》の装着者に呼びかける『フォレストハウンド』のメンバーたち。

《翼》の装そう甲こう各部が開き瞬時に折りたたまれて軽装鎧へと変わる。装着者、リュシッダは《重甲冑》に駆け寄り、回復呪じゆ文もんらしきものを唱えはじめた。

　ケガ人がザナッファーに完全に包まれていればもちろん効かないが、腹のあたりに穴が開いているなら──

「何をしているリュシッダ！　鎧を解くな！」

《クモ》の𠮟しつ咤たに──

「……退ひこう」

　こちらと油断なく対たい峙じしながら、つぶやいたのは《一つ目》だった。

「何を弱気な──!?」

「閃光の吐息レーザーブレスがはね返されたんだぞ!?」

《クモ》と《一つ目》の怒ど声せいが交こう錯さくする。

　……って……

「……はね返された……!?」

　あたしはぼーぜんとつぶやき、アメリアにちらりと目をやると、

「正確には屈くつ折せつと乱反射ですっ！」

　彼女は大きくうなずき、言った。

　むろんあたしもアメリアも、『フォレストハウンド』の連中からは目を外さない。

「……アメリア、こんな術使えたんだ……」

　つぶやくあたしに彼女は、

「前にザナッファーを倒たおした時！

　わたしは、ザナッファーの作り方が他に流出する危険を考えましたっ！

　そこでセイルーンに戻ったあと、万一の場合の対たい抗こう策として、魔道士協会のみなさんといっしょに今の術を開発したんですっ！

　風を操あやつって幻を映す術の応用で、さらに水も使って閃光の吐息レーザーブレスを屈折・乱反射させるらしいですっ！」

　──そんな術を開発してたのか──

　内心ちょっと感心する。

「……ってちょっと待って？

　なんでアメリア、相手がザナッファーだって知ってるの？　街の人には言ってないはずだけど……？」

「相手は光線で攻こう撃げきしてきてこっちの攻撃呪文が効かないと聞きましたっ！　そんなのザナッファーしかいないじゃないですかっ！」

　言われてみればそりゃそーだっ！

　アメリアもまた、かつてあたしたちといっしょにザナッファーと戦ったことがあったのだ。

　特とく徴ちようを聞けば相手の正体に気づくのはとーぜんだっただろう。

「なら閃光の吐息レーザーブレスに対抗する術が使えるわたしが出るしかないじゃないですか！

　狙ねらって反射できるわけではないんで、今回は反射か屈折したのがたまたま相手に当たったみたいですけどっ！」

　またまた事故みたいなもん、ということか。

　だが彼ら『フォレストハウンド』にとって、ザナッファー装着者のうち、二人があっという間に倒されたのは、かなりの衝しよう撃げきだったはず。

　にらみ合いの間にさらなる相手の増ぞう援えんが来る様子はない。ということは、さすがに相手のザナッファーもこれで全部か。

「退こう！　テシアス！」

　再度《一つ目》がうながす。

「まだ動くのは早かったんだ！　このままだと被ひ害がいが増えるだけだ！」

　……また……自分勝手な……

　あたしは内心うんざりつぶやいた。

　ザナッファーというオモチャを手に入れ、浮かれてさんざん街を荒あらし、自分の仲間が傷ついたら、被害が増えるからもうやめよう？

　子供か!?

　正座させてえんえん説教したいところだが、『わかりました。じゃあがんばって最後まで戦います』となってもそれはそれで困るので黙だまっておくけど。

　が。

「ふざけるな！」

《クモ》が吠ほえる。

「今いま更さら『被害が増えるからやめよう』だと!?　そんなことが許されると思っているのか!?

　私は顔を灼やかれたんだぞ!?　森が蹂躙されているんだぞ！　カシディアルとロンディウムもやられた！　このままおめおめ引き下がれるか！　やれるはずだ！　やれるはずなんだ！　私が作り上げたザナッファーがあれば！」

「閃光の吐息レーザーブレスが封ふうじられても、か？」

《一つ目》の皮肉なつぶやき。

「──ルコーリア」

《二本角》テシアスの重い声。

「──退たい却きやくだ──」

「──わかった──」

《クモ》の答えはなお重く──

　とたん。

　びくんっ！　と《重甲冑》が跳はねる。

「なんっ……!?」

《一つ目》が、がくんっ、と震ふるえ、

「どうし──なっ……!?」

　テシアスの焦あせりの声。

《重甲冑》に回復呪文を唱えていたリュシッダの軽装鎧よろいが突然変化し翼つばさをひろげ、リュシッダを包み込──

「──っ!?」

　だがリュシッダは包まれる直前、鎧を切り離はなして前に跳とぶ。

　愕がく然ぜんとふり向くリュシッダの目前で、主あるじを失ったはずの鎧はふたたび《翼》のザナッファーを形作る。

　──何が起きた──!?

「わかった。なら私が戦う」

《クモ》の宣言に、あたしは事態を理解した。

　いくぶん薄うすまったとはいえあたりにはいまだ白霧が漂ただよっている。

　それに紛まぎれて最初は気づかなかったのだが、よく見れば──

《クモ》から伸のびたいくつもの触しよく手しゆ──樹上にある時は巣のように見えていたそれらが這はい伸びて《重甲冑》に《一つ目》に《二本角》に《翼》に届いている。

「──何──これ──」

　リュシッダがふるえる声を上げる目の前で、ザナッファーたちは《クモ》の触手に引かれるように集まって──

　そんな中で、《重甲冑》だけが切り離されて、うつぶせに倒れ伏ふす。

　ザナッファーたちの鎧の一部が口を開き、別のザナッファーの鎧と嚙かみ合い組み合わさると、巨おおきな一つの塊かたまりとなる。

　変化にかかった時間はごくわずか。

　驚おどろきの声を上げた《二本角》テシアスや《一つ目》サガンが次に何かを口にするよりも早く。

　──完成したそれは──何にも似てはいなかった。

　小さな二階建ての家ほどの大きさはあるだろう。

《一つ目》と《二本角》が背中合わせになり、それらの上に乗る《クモ》は、ゆがみかしいだ頭部のように見えなくもない。《クモ》のある脚あしは下のザナッファーと装甲を嚙み合わせているが、別の脚は無目的に宙ぶらりんになっており、《翼》はいくつもの部分に一いつ旦たん分かれてから、塊のあちらこちらに大小の翼をでたらめに生やしていた。

　部分部分を見れば《クモ》や《二本角》《一つ目》や《翼》の特徴をそなえているものの、全体としては、秩ちつ序じよを放ほう棄きした異い形ぎよう。

「何なのよ!?　これ!?」

「──見ればわかるでしょ……」

　リュシッダの悲鳴に近い問いかけに、答えたのはあたしだった。

「《クモ》……ルコーリア、とか言ったっけ？　そいつが全部のザナッファーを取り込んで操ってるのよ……」

　途と中ちゆうで《重甲冑》をほうり出したのは、装着者はいざ知らず、ザナッファーの方が死んでしまい、取り込めなかったのだろう。

「取り込……そんな……こと……できるの……？」

　リュシッダが愕然とつぶやくが、現実にできているのだ。

　ザナッファーたちを作ったのが《クモ》のルコーリアなら──

「──ザナッファーは、最初からこういうふうに造られてたのよ」

　あたしは言う。

「もしもの時、自分の《クモ》が他のザナッファーを支配して操れるように」

《クモ》の触手は木々の間にはりつくためのものではなく、本来、このためのものだったのだ。

「──そんな……聞いてないっ……！」

　リュシッダは声をはり上げる。

「支配とは──人聞きが悪い──」

　対するルコーリアは教え諭さとすような口ぶりで、

「これはもともと、トラブルが起きたザナッファーが万一暴走した時、制せい御ぎよ・抑よく制せいするための機能もの。

　理想を言えば他のにも同じ機能をつけ、相そう互ご制御をしたいところだが──

　装着者が熟知した技術者でなければ扱あつかえぬゆえ、他のザナッファーにはこの機能をつけていないだけの話だ」

「テシアスとサガンは!?　無事なの!?」

　そういえば操られる時に声を上げて以降、二人の声は聞こえない。声が鎧の外に出せなくなっただけなのか、それとも──

「心配いらん。それよりリュシッダ、お前はロンディウムとカシディアルの様子を診みてやれ。私は──」

　いびつな塊の、どこにあるかもわからぬ目が、こちらを見た──ような気がした。

《異形》の敵意を感じ取り、身構えるあたしたち。

　アメリアが呪文を唱えはじめ──

「こいつらを仕留める」

　宣言した瞬しゆん間かん。

　灰色の残像が虚こ空くうを疾はしる！

　あたしが、アメリアが、ゼルが、アライナが思い思いの方に跳び、ガウリイだけがその場で剣けんを薙なぐ！

《異形》の各所に生えた翼──それが瞬時に変形し、灰色の槍やりと化してこちらの全員を襲おそったのだ。

　ガウリイはそれを迎むかえ撃うち、断ち切った！

　斬きり飛ばされた灰色の槍先がそばの地面に突つき刺ささる。

「──ほう！」

　ルコーリアの声ににじむ喜き色しよく。

「その剣か！」

　──しまった──！

　あたしは内心舌打ちする。

《人馬》の残ざん骸がいを見れば、こちらにザナッファーを斬ることができる武器があるのはすぐわかる。《異形》の今の攻こう撃げきは、それを特定するためのものだったのだ。

　同時にガウリイが地を蹴けった！

　ひと息に攻せめて痛手を与あたえる計算か！

《異形》の《一つ目》の両手が上がる。その手のひらには閃光の吐息レーザーブレスの発射口。

　そこに。

「水片鏡アクアカレイドっ！」

　アメリアが乱反射の術を発動させる！

　範はん囲いはさし出した《異形》の両手を吞のみ込むあたり！

　これで閃光の吐息レーザーブレスはうかつに射てない！　両者の間合いは一気に詰つまり──

　瞬間。

《異形》が跳んだ！

　ずんぐりといびつな見た目に反した身軽さ、俊しゆん敏びんさで、ガウリイのはるか頭上──剣を伸ばしてもなお届かない空間を駆かけ、触手を放つ。

　それらをあたりの木に巻きつけて、空中でさらに加速し姿勢を制御。向かう先は──アライナ！

　予想外の速度と動きにアライナは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし──

「地撃衝雷ダグ・ハウト！」

　ゼルの呪文の声とともに生まれた大地の槍が、飛び来た《異形》を虚空で捉とらえる！

　軌き道どうが変わり速度が落ちた瞬間に、アライナはあわてて距きよ離りを取る。

　体勢を完全に崩くずされたはずにもかかわらず、《異形》は難なく着地した。

　そのまま、どう見たところでバランスの取れるはずもない巨きよ体たいには似合わぬ速度でアライナの方に向かう！

　まず警けい戒かいするのは自分を断つ剣、次は同族のエルフ、他の人間はあとまわし、ということか!?　──それとも初顔合わせの時、自分の火球をアライナに潰つぶされ、手痛い目にあったことを根に持っているのか。

　そのままアライナが踏ふみつぶされる──かに見えたその時。

　追う《異形》の目前から、逃にげるアライナの姿が消えた！

　何かの術──ではない。ムチを横手の木に巻きつけて、強ごう引いんに方向転てん換かんと加速をしたのだ。

　一瞬アライナの姿を見失い、《異形》が動きを止めた刹せつ那な。

『アーススロゥン！』

　アライナが生み出す大地の破は城じよう槌ついが《異形》を跳ね上げる！

　──いや！

　よく見れば一撃は《異形》の本体を直撃していない。《一つ目》の、《二本角》の《クモ》の手で足で、突き上げた破城槌を受け止め、直撃を避さけて宙に舞まったのだ！

　冗じよう談だんみたいな反射神経である。

　ひょっとするとガウリイ並か、あるいは以上か。

　ただこれはおそらく、装着者ルコーリアの能力ではない。

　そもそも、人間と同じく手と足が二本ずつしかないエルフが、四足四手、他クモ脚と翼多数の《異形》を末まつ端たんまで操作できるはずもない。それ以前の多足触手持ちの《クモ》からして同様なのだが。

　つまり、細かい制御はザナッファーそのものに任せ、ルコーリアは大まかな指令を出しているだけなのだ。

　ならばルコーリアにためらいを生ませることができればスキも生まれるのだろうが──ザナッファーによる反射と運動能力はシャレにならない。

　空中で、《異形》の一部──かつて《一つ目》だったものの鎧よろいの一部が開くと、そこからいくつもの小さなつぶてが飛び出した。

　小鳥ほどのサイズをした灰色のつぶてたちは、なだれをうってアライナに向かう！

　あれは──《一つ目》が霧きりの中で、こちらの場所を摑つかむために飛ばしていた端末!?

　本来偵てい察さつ・監かん視し用なのだろうが、ザナッファーの一部である以上、強度はそれなりのもののはず。つぶてとして相手に放てば、投石以上の痛手になる。なおかつ閃光の吐息レーザーブレスと違ちがい、アメリアの術ではどうにもできない。

　当然この端末にも、攻撃呪じゆ文もんは効かないだろう。

　ならばっ！

「霊呪法ヴ＝ヴライマっ！」

　あたしは大地に手をつき術を解き放つ！

　着地した《異形》は警戒したのか後ろに退さがり──

　あたしの《力あることば》に応こたえ、アライナと、迫せまる端末群との間の地面が大きく盛り上がり──

　盛り上がったその土砂に端末群が突き刺さる。

　土砂はかまわず刺さった端末群を飲み込み、うねり、《異形》に比ひ肩けんする体格の巨人を形作る！

　使ったのは土人形ゴーレムを生み出す術である。土人形ゴーレムは術者の簡単な命令を聞き、それなりのパワーがあって丈じよう夫ぶだが、動きは決して速くない。

　もちろんこんなものを《異形》にけしかけたところで勝ち目はないが──

「ゴーレム！」

　あたしは、アテッサの街とは逆の方を指さし、命令を下す。

「あっちにまっすぐ全力移動っ！」

　土砂のきしみであたしに応え、土人形ゴーレムは、そちらに向かって進みはじめる。決して動きは速くはないが、でかいぶん、普ふ通つうの人の駆け足くらいの速度は出る。

　これぞ秘ひ奥おう義ぎっ！　端末持ち逃げっ！

《異形》がこれを止めるには、土人形ゴーレムを完全破は壊かいするしかない。しかし閃光の吐息レーザーブレスを使えばアメリアの術で妨ぼう害がいされる。

　なら接近戦で土人形ゴーレムを壊こわすしかないが、《異形》がそちらにかまける気ならば、そこにこちらも攻撃をしかけるっ！

　そんなつもりだったのだが──

「バム・プロージョン」




　どぅむっ！




　呪文を放つ声がして、土人形ゴーレムに攻撃呪文が直撃した！

　今のは──

「テシアス!?」

　仲間の手当てをしていたリュシッダが、声の主ぬしの名を呼んだ。

　たしかにあたしにも、今のはテシアスの声に聞こえたが──

　ありえるのか!?　そんなことが!?

　まずザナッファーを装着していては、呪文は使えないはず。

　──ただこれは、鎧の一部を開けば使えるようなのでなんとでもなる。

　さきほど《重甲かつ冑ちゆう》にガウリイが斬りつけようとして、テシアスが攻撃呪文で援えん護ごした時、《二本角》が鎧の開放をしていたようには見えなかったが──

　つまるところ《二本角》は、鎧の開放と閉へい鎖さが、外からは見分けられない──あるいは見分けづらい設計になっているのだろう。

　だがそこはいいとしても。

　一いつ旦たんは退たい却きやくを宣言し、それを無視したルコーリアの《クモ》に無理矢理取り込まれて操られたテシアスが、ルコーリアに協力しようと思うものなのか？

　それともまさか──

　ルコーリアは、ザナッファーを通してテシアスまで操り、呪文を唱えさせたのか!?

　いずれにしても、呪文が来る時には来ると思っておいた方がいいだろう。

　吹ふっ飛ばされた土人形ゴーレムは、ぼろぼろとその形を崩れさせてゆく。一旦体内におさえ込んでいた偵察端末たちが飛び出すと、しつこくアライナに迫り──

　だがその時には、とって返したガウリイが駆けつけ、剣をふるう！

　一いつ閃せん、二閃三閃四閃。

　刃やいばが残像を刻むたび、端末が断たれて地に落ちる。

　そこに向かって。

　やや離はなれた《異い形ぎよう》が手を上げ構える。

　閃光の吐息レーザーブレスをあえて使う気か!?

　すかさずアメリアが呪文を──

　発動させかけて、ためらいの色を見せた。

　──そうか──これは──

「よけてっ！」

　あたしは声をはり上げた。

　横へと跳とぶガウリイとアライナ。端末の奔ほん流りゆうからは、二人ともかろうじて身をかわす。

　それを見た《異形》も手を下ろして構えを解いた。

　……くそー。やっかいな……

《異形》が狙ねらったのは、端末と閃光の吐息レーザーブレスの同時攻撃。

　アメリアが乱反射の術を使わなければ、閃光の吐息レーザーブレスはよけるしかない。

　しかしもし使えば、ガウリイからの視線もそこで遮さえぎられ、突つっ込んでくる端末の軌道が読みにくくなる。

《異形》はふたたび同じ攻撃をしようと、端末の群れを引き返させ──

「礫波動破ヴイーガスガイア！」

　ゼルが大地を震しん動どうさせる術を放つ！

《異形》にダメージを与えることはできないが、足あし下もとを揺ゆらし、体勢を崩すことには成功する。

　おかげで端末と閃光の吐息レーザーブレスの同時攻こう撃げき第二波は防げたが、このままここで戦い続けるのはジリ貧になりかねない。

　ならば──

「みんな！　ここはひとまず退却よっ！」

　あたしのはり上げた声に全員が──アメリアだけがワンテンポ遅おくれて──走り出す。

　向かうは街とは別の方。

「逃がすと思うか!?」

　吠ほえる《異形》の目の前に──

「水片鏡アクアカレイドっ！」

　と、アメリアが乱反射の術。

　突っ切って進むのが一番早いが、乱反射の空間から飛び出したところでの待ち伏ぶせを警戒してか、《異形》は一旦退ってまわり込む。

　こちらはアライナを先頭に駆けながら、

『フォゴゥル！』

　またまたアライナが炎ほのおを封ふうじる白霧を生み出す。

　直後、

「エアプロージョン」

　テシアスの声がして──




　どんっ！




　大気が爆はぜた。

　生まれた衝しよう撃げき波はがあたしたちの背を打つが、痛手はない。

　今のは攻撃ではなく、霧を排はい除じよして視界を確保するためのものだろう。霧は多少薄うすまったものの、視界がクリアになるほどではない。

　相手は、霧にまぎれてのガウリイの奇き襲しゆうを警けい戒かいしているのだ。

　とはいえ向こうは絶対に、こちらを見失うわけにはいかない。

　なにしろ《異形》──というか《クモ》のルコーリアは、《一つ目》と《二本角》、そして《翼つばさ》を無理矢理取り込んでいるのだ。

　もちろんそんな状態のままでは、長く生活することなど不可能。食事やトイレもままならないだろう。どうあってもそのうち、強制取り込みを解除する必要がある。

　解除し、テシアスとサガンが自由になった時、あたしたちをしとめて功績を上げたというなら言いわけも立つだろう。

　だが逆に、逃にげられちゃった♪　ごめんね♪　などということになったら二人からのフルボッコ間違いなしである。

　しかしそれゆえ──

　あたしたちの方も、逃げ切れば勝ち、という話にはならない。

　もしもこちらが逃げてしまえば、ルコーリアが何かの成果を上げるためには、アテッサの街を襲おそうしかなくなってしまう。

　つまるところ。

　倒たおすしかないのだ。

　さっきのあたしの退却宣言は、実は移動開始の合図。別行動だったアメリア以外とは事前に打ち合わせ済みである。

　アメリアも、どうやらそれを察してくれたようだが。

《一つ目》の端末の突とつ進しん攻こう撃げきはとだえている。相手はこちらを見失わぬよう、追つい跡せきに専念させたようである。

　時おり後ろに牽けん制せいや煙えん幕まくがわりの呪文を放ち、駆かけながら──

「みんな！　聞いて！」

　あたしは追い来るルコーリアには聞こえない程度の声で、これからの手順を話しはじめた──




　鍛か冶じの街、アテッサ。

　セルセラス大森林の木を燃料に使うことも多いこの街には、木を伐きった場合には新しい苗なえを植えておく、という決まりがある。

　違い反はんをすると罰ばつ金きん、ということになっているのだが、それでも決まりを無視する者はどこにでもいる。

　どういういきさつかは知らないが、街から少し離れた一角に、あたりの木が切り倒されたまま植樹もされず、ちょっとした広場のようになっている場所がある。

　あたしたちが《異形》を引き連れ、たどり着いたのがそこだった。

　それなりの距きよ離りを駆けたはずだが、アライナがこまめに消火用白びやく霧むの術をかけているおかげで、あたりはやはり白く煙けむっていた。

　ここに来るまで、相手は散発的に攻撃呪じゆ文もんを放ってきたが、木々がジャマになったか幸いこちらには当たっていない。

　時折ガウリイが剣けんをふるうのは、端たん末まつの影かげでも見たか、それとも精神世界面アストラル・サイドからの攻撃を迎げい撃げきしてでもいるのか。

「アライナ！」

　あたしの呼びかけに小さくうなずくと、彼女は取り出したナイフを投げ放つ。

　近くにある朽くちかけた切り株に、深く刺ささったナイフの柄つかには、トパーズが埋うめ込まれていた。

　彼女は小さくうなずいて──これで準備完かん了りようっ！

「ゼルっ！　アメリアっ！」

　あたしの呼びかけに、さきほどの打ち合わせ通り呪文を唱えはじめる二人。一同は霧きりの中、四方に散開する。

　そこに──

　霧を貫つらぬき、《異形》が姿を現した！

　同時に呪文を発動させるゼルとアメリア！

『氷の矢フリーズ・アローっ！』

　生まれ出た百にも近い冷気の矢が《異形》目がけて突き進む！

　相手はありえない動きで横に移動。だがよけられる数と密度ではない。十発ほどが《異形》に直ちよく撃げきした！

　命中すれば当たった場所を凍こおり付かせる冷気の矢！　当たればそれを薄い氷で覆おおい、動きを阻そ害がいし凍とう傷しようなどを引き起こす！

　しかし相手はザナッファー！　当たったところでそれらはただの冷気となって散り消えて、せいぜい相手を冷やす程度。

　だがそれで十分っ！

　こちらは相手から距離を取りつつ、

「幻霧招散スアイトフラングっ！」




　ぶぁっ！




　あたしの唱えた呪文に応こたえ、音すら立てて濃のう密みつな霧があたりにひろがった！

　アライナが使う消火用の術とは別のもの。ただ単純に普ふ通つうの霧を生み出す術である。

「目くらましのつもりか!?」

　ルコーリアが吠えると同時に、

「アルゴウィン」




　ごぅっ！




　テシアスの声が響ひびき烈れつ風ぷうが吹き荒あれる。あやうく風に流されそうになってたたらを踏ふむあたし。

　風で霧を吹き飛ばし、視界を晴らすつもりだろう。狙い通りあたりの霧は薄まるものの、まだまだ白は世界を占しめている。

　そこに、

『クリスタルブリザード』

　アライナの吹雪ふぶきにすら似た術が。

　続けて、

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　ゼルの術が《異形》を襲う。

「氷こおり漬づけにでもするつもりか!?」

　ルコーリアの嘲ちよう笑しようが響く。

「それとも中の私を凍こごえさせる気か!?　せいぜい試してみるがいい！」




　ごぅっ！




　ふたたび強風の術を放ってくる。

　そこにまたまたあたしが霧の術。

「しつこいっ！」

　吠える《異形》にアメリアの冷気の術。

「こ……のっ……！」

　いらついたルコーリアの声に続いて──

　テシアスの平板な声が、

「ヴァルトレイン」




　ばぢっ！




　閃せん光こうが。

　霧に埋まった世界を刹せつ那な染め上げた。

　今のは──無差別広こう範はん囲いの雷らい撃げき呪文!?

　数十条──あるいはもっと多数の雷撃が、霧を裂さき、天から地へと降り来たのだ！

　雷撃は無む作さく為いに降らせたのだろう。幸いあたしには当たらなかったが──今の攻撃密度で、全員外れたと考えるのは楽観的すぎるか……!?

　皆みなの無事を確かめたいところだが──

　霧の中、やや速度を落とした《異形》の影が駆け回り、

「──くそっ──霧が──」

　毒づいたルコーリアの声が、その時が来たことを教えてくれた。

「ゼル！　アメリア！　今っ！」

　あたしは声をはり上げる。

　やや間があって──

『霊呪法ヴ＝ヴライマっ！』

　二人の声がハモって響く！

　瞬しゆん間かん、大地に花はなが咲さく！

《異形》のまわりに、花びらが開くかのように大地が盛り上がり、左右から《異形》を包み込む！

　あたしもさっき使った、土人形ゴーレムを作り出す術である。それを二人で一体ずつ、《異形》をはさんで生み出して、巨きよ人じんの姿を形作りつつ《異形》を吞のみ込んでゆく！

「なんだ!?　これはっ!?」

　ルコーリアが驚きよう愕がくの声を上げた理由は単純。

　巨大なのだ。生み出されつつある土人形ゴーレムが。

　さきほどあたしが生み出したくらいのものだったなら、《異形》は楽に逃げ延のびただろう。だが今形作られつつあるのは、その倍ほどのサイズがある。

　うねりたゆたう大地が《異形》の脚あしを、腰こしを手を巻き込んでゆき、さらに上へと盛り上がる。

　──ルコーリアは気づかなかったのだ。

　ここが、アライナの作り上げた、巨大な増ぞう幅ふく魔ま法ほう陣じんの中なのだと。

　正確に言うならば、あたしたちはここ数日のうちにこっそりと、街の近くにこれと同じ──完成直前の魔法陣をいくつか作っておいたのだ。

　最後の一パーツ、さきほどアライナが投げたナイフのトパーズで陣が完成するようにしておいて。

　陣の大きさは街の数区画くらいがすっぽり入るほど。増幅される魔力の量も陣の大きさに比例する。

　もしもルコーリアがザナッファーで精神世界面アストラル・サイドと遮しや断だんされていなければ、陣を『見る』こともできただろう。

　テシアスに使わせた術も威い力りよくが上がっていたはずだし、呪文を使うために鎧よろいを開いたテシアスには『見えて』いたかもしれないが、操あやつられている彼にそれを伝える判断力は残されていなかったのだろう。

　そして、次に相手が取る手段は──

「舐なめるなっ！」

　吠ほえると同時に、まだ形になっていない土人形ゴーレムの数カ所を貫き光が迸ほとばしる。

　閃光の吐息レーザーブレス！

　形を成す前に多大なダメージを受けて、土人形ゴーレムの形成が中断された──

　その瞬間！

『ノクトコフィン』

　アライナの冷気の術が、《異形》を巻き込んでいびつな大地の花と化した土人形ゴーレムを直撃した！

　大地が含ふくむ水分が、強きよう烈れつな冷気で氷結し、堅けん牢ろうな檻おりとして《異形》を捕とらえる！

「ガウリイ！　アライナ！」

「おう！」

『ここ』

　呼びかけに返事はわりとま近から。

　結局全員無事だったか！　さっきの雷撃呪文を全ぜん弾だん外すとは、ルコーリアも運が悪すぎである。

　──いや、ひょっとしたら、テシアスがわずかに抵てい抗こうして外したのか。

　三人は合流すると、アライナが右手でガウリイ、左であたしの手を取って、

『翔封界レイ・ウイング』

　高速飛行の術を唱える！

　これはあたしも使う術。コントロールがむずかしく、重量物は運べないのだが、エルフの魔力と増幅魔法陣の影えい響きようで、二人を軽々運んで上じよう昇しよう！

　上から見れば、できあがりかけの巨大土人形ゴーレムに《一つ目》と《二本角》の頭までほぼ埋うめ固められた《異形》は、クレーターの底にはりつくクモを想おもわせた。

　その《クモ》に迫せまりつつ、あたしは呪じゆ文もん詠えい唱しよう開始！




　──天空そらの戒いましめ解き放たれし

　凍れる黒き虚うつろの刃やいばよ──




　唱えるのは、魔力増幅なしには使えない、闇やみの刃を生み出す術！

　威力は間ま違ちがいなしなのだが、なにしろ魔力をバカ喰ぐいする。

　この増幅魔法陣の中なら術は発動するはずだが、生み出した闇の刃がどれほどの時間保もつのかはわからない。

　こちらの接近に気づいた《異形》が、《クモ》の自由になる脚の一本をこちらに向けると──

「そのままっ！」

　ガウリイが声を上げ、アライナは回かい避ひをせずまっすぐ進む！

《クモ》の脚から放たれた閃光の吐息レーザーブレスは、こちらが纏まとう風の結界をわずかにかすめたのみ！

　おしっ！　狙ねらい通り、向こうはこっちがよく見えなくなっているっ！

　さきほどみんなで、決定打にならない冷気の術をかけまくったが、ダメージにはならなくてもザナッファーの表面温度を極度に下げたはずである。

　その状態で霧きりの中を動き回れば、表面全体に霜しもがへばりつく。

　もちろん──《クモ》の目の表面にも。

　実際には霧と霜とが視界を極度に悪化させているのだが、中のルコーリアは、あたりの霧が濃こくなったように感じているだろう。

　そして、目標がよく見えていないルコーリアの認識が、ザナッファーの照準を狂くるわせたのだ。

[image: ]

《クモ》の脚がわずかに動いて狙いを変えて──

「押せ！」

　指示にアライナはガウリイを風の結界の外に押し出し手を離はなす！　反動であたしとアライナも逆の向きにわずかに動き──

　あたしたちとガウリイの間に生まれた隙すき間まを閃光の吐息レーザーブレスが灼やき貫つらぬく！

　ガウリイはそのまま宙を泳ぐと、完成することなく固まった巨大土人形ゴーレムが形作るすりばちの上に着地し──

　駆かける！

　一方あたしもアライナに手を離されて、土人形ゴーレムの上、《異形》をはさんでガウリイとは反対側に着地した！

　呪文の詠えい唱しようを続けつつ《クモ》の部分へと迫る！




　──我が力我が身となりて

　ともに滅ほろびの道を歩まん

　神々の魂たましいすらもうち砕くだき──




《異形》がガウリイを迎げい撃げきしようとするのが見える。

　触しよく手しゆがしなり翼つばさが変形しムチとなり刃となってガウリイに襲おそいかかる。

　しかも足場は、大まかに見ればすりばち状とはいえ、完成前に停止・氷結した、でたらめな形の土人形ゴーレムの上。道のない山の斜しや面めんのようなもの。

　にもかかわらずガウリイは平野を行くような足取りで《クモ》へと迫る！　そこを叩たたけば全てが終わる！　触手のムチを翼の槍やりを切り払はらい──

　切り払った翼の陰かげから現れた端たん末まつがガウリイ目がけて突とつ進しんする！

「くっ!?」

　刃を返しかろうじて端末を両断する──が、そのいきおいは消しきれず、

　ごがっ！

　断たれた端末の残ざん骸がいがガウリイの胸甲冑ブレスト・プレートを叩く！

「うおっ!?」

　不安定な足場で押され、バランスを崩くずしてすりばちの外へと落ちてゆく！

　その間、あたしの方にも《異形》が翼を変形させた攻こう撃げきが来る！

　──くそー。こっちを、たかが人間の魔道士とナメてほったらかしにしてくれれば楽だったのだが……さすがにそれは虫がよすぎるか!?

　こっちが突とつ撃げきしている以上、当然相手も何かの策を警けい戒かいするだろう。

　あたしの体さばきでは、この足場で、翼の攻撃をかわしてのけるのは不可能か!?

　ならしかたないっ！

「神滅斬ラグナ・ブレードっ！」

　あたしは《力あることば》を解き放つ！

　合わせた両手の中に、闇の刃が生まれ出る！

　長さはショート・ソードほど。なんとか発動したものの、魔力がどんどん消しよう耗もうしてゆくのがわかる。

　──伝説の異界黙示録クレアバイブルに記された、金色のロード・オブ・魔王ナイトメアの力を借りた術。

　今回使ったのはその不完全バージョンだった。

　完全バージョンは威力こそ段違いなのだが、リーチが伸びるわけでもない上、魔力と体力の消耗が輪をかけて激しい。今は過か剰じような威力より継けい続ぞく時間。ゆえにあえての不完全版である。

　重さを持たぬ闇の刃のひとふりで、変形した翼は手ごたえすらなく斬きれ飛んだ！

　だがそれで、相手の意識がこちらに向いたのがわかった。

　変形した別の翼が、触手があたしを狙い、《クモ》の脚のうち一本が先端をこちらに向けると閃光の吐息レーザーブレス発射の構え！

　──これは──まずいっ！

　だがその瞬間。

　ガウリイが──飛んだ！

　落ちたガウリイを、アライナが高速飛行の術で受け止め、押し上げたのだと理解するには刹せつ那なを要した。

　相手の動きにほんのわずかな迷いが生まれたその時。

　ガウリイの右手が閃ひらめく！

　──はたしてルコーリアは、彼が剣けんを投げつけたのだと理解したかどうか。

　だがザナッファーの反射速度はそれを察知し、脚で翼で触手でとっさに防ぼう御ぎよの姿勢を取る！

　──それは、意味をなさなかった。

　アライナが作り上げた増幅の魔法陣。その中では魔力は増幅され──

　増幅された魔力に反応し、斬妖剣ブラスト・ソードはなお切れ味を増し──

　音も無く。

　脚が翼が触手が断たれ、刃は鍔つばまで《クモ》のどまん中に突つき立った！

　──静かに。

　静かに静かに《異形》が動きを停止する。

　クモの脚がゆっくりと下り、力なく伸のび、触手が張りをなくしてだらりと落ちる。

　──おそらく──

　ルコーリアは、自分の死すら意識できなかっただろう──




　深々と刺ささった剣を、ガウリイは苦も無く引き抜ぬいた。

　足あし下もとがわずかに揺ゆれる。

　身じろぎしたのだ。ザナッファーのいずれかが。

　あたしとガウリイは身構えて──

「……ルコーリア……？」

　声は、《一つ目》サガンのものだった。

　おそらく《クモ》のコントロールが外れて、ことばを交わすことができるようになったのだろう。

　状じよう況きようが摑つかめていないようだが──

「もういないぞ」

　ガウリイが告げる。

　短い沈ちん黙もくの後──

「……そうか……」

　意味を悟さとってサガンはつぶやく。

「──まだやるのか？」

　淡たん々たんと問うガウリイに、

「──いや──」

　サガンの静かな宣言が──

「我々の負けだ──ザナッファーは放ほう棄きする」

　戦いの終わりを告げた。




　テシアスの瞳ひとみは光を映さない。

　──生きてはいる。

　だが呼びかけにも応こたえない。

　──サガンの敗北宣言のあと。

　あたしたちは、《翼》のザナッファーを破は壊かいしてから、《異形》──というか《一つ目》と《二本角》を閉じ込めた氷土を術で砕いた。

　自由になった《一つ目》サガンはザナッファーを解除し、自分の身から外した。

　生身の当人をま近で見るのははじめてだったが、人間の感覚で言えば三十過ぎの中肉中背ナイスミドル、といったところだろう。ならエルフとしては筋肉質な方だろうか。

　その一方で《二本角》はぐったりしたまま無反応。

　サガンが中のテシアスに呼びかけ、それでも反応がないとみるや、どこをどうやったのかザナッファーを解除させた。

　しかし中から出て来たテシアスは、何の反応も示さない。

「……なぜ……!?」

　つぶやくサガンに、あたしは言う。

「戦ってる途と中ちゆう、テシアスが術を使ってたんだけど──

　もしそれが、ザナッファーを介かいして強制的に唱えさせられたんだったとしたなら、何かの影えい響きようが出てるのかもね。もちろんただの想像だけど」

「……くそっ……なんで……こんなことに……俺たちはただ……森を守るためにっ……」

　サガンの血を吐はくような呻うめきに──

「──あのねぇ……」

　あたしはあきれて脱だつ力りよくする。

　ため息混じりに、

「なんでこんなことに……って、わかんないわけ？　目的に対する手段が全部間ま違ちがってたからに決まってるでしょーが」

「……なに……!?」

「森を守る。けっこー。

　じゃ、森を守るために、ザナッファーっていう強力な武器を手に入れて、森を戦場にして人間の街を潰つぶして、報復に人間が森を焼くかもしれないけど、ならその人間も森を戦場にして殺せばいい。

　果ては仲間のザナッファーを無理矢理操あやつって森を戦場にして敵を排はい除じよ。

　──って、全然守れてないじゃない。森も仲間も。

　むしろ間違ってない部分がないでしょコレ。

　そもそも、何のために森を守るわけ？」

　問いかけに、サガンはやや口ごもり、

「……我々エルフの森への思いは──」

「人間にはわからない、って言うんでしょ？　そーじゃなくて。

　生き物って根本的にシンプルよ。

　人だろうとエルフだろうと他の動物だろうと、目的は『できるだけ幸せに生きる』ことなのよ。

　そう考えたら、あんたたちにとって『森を守りたい』っていうのは、言い換かえると『森を荒あらされると幸せな気分じゃあなくなるから、幸せな気分でいられるためにやめさせたい』ってこと──つまりはこれも手段なの。

　そのためにどんな代だい償しようをどれだけ支し払はらうのか。何をどこまでやっていいのか。

　そーゆーことを考えず、なおかつ手段も間違えてたとなると──

　もしここであんたたちの方が勝っていたとしても、あんたたちが、できるだけ幸せに生きる、って未来がいつか来たとは思えないけどね。あたしには」

　言い放つあたしに、サガンはしばし沈黙してから、

「……なら……どうすればよかったんだ……」

「いや知んない。」

『即そく答とうっ!?』

　なぜか横で聞いていたアライナが声を上げるが、

「そりゃそーよ。自分にとって何が幸せなのか、どうするのがベストなのか、なんて、他人が知っててサラッと教えてくれたりするわけないでしょーが。

　だから。

　自分の中で本当に大事なものが何なのか。それを見失わないようにしながら、より良くするためにはどうすればいいのかを、一つの答えだけにとらわれず考え続ける。

　それしかないでしょ。

　もちろん、実行するのはむずかしいけどね」

「………………」

　納得したのかしていないのか。吐と息いきとともに沈黙するサガン。

　後こう悔かいはしているよーだが、反省はしたのかしていないのか。

　しかし何にしろ、彼らがアテッサの街に対してやらかしたことのツケは払ってもらわないと──

　──と、その時！

「クラックウォール！」

　声と気配にあたしたちは大きく後ろに飛び退のいた！

　どぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱッ！

　たてつづけに起きる小爆ばく発はつ！　濃こい煙けむりがあたりを埋うめて──

「サガン！　退ひきます！」

　聞こえたのは《翼つばさ》の装着者だった女エルフ──リュシッダの声！

　どうやら派手な音と煙えん幕まくだけの術のようである。だが煙を強きよう行こう突とつ破ぱはできない。

　もしもこちらがうかつに追えば、敗北宣言をしたサガンはいざ知らず、いきさつをよく知らないリュシッダから攻こう撃げきを受ける危険はある。

　あたしが呪じゆ文もんを唱え──

「魔風デイム・ウインっ！」

　強風の術で煙を吹ふき飛ばした時には──

　そこに、サガンとテシアスの姿はもう無かった。

　ただ、軽装鎧よろいのようなものが二つ、転がったまま放置されている。

《一つ目》と《二本角》のザナッファー。

　これは手放す、という意思表示ではあるのだろう。

　ガウリイは無言で歩み寄ると剣を閃かせ──

　全てのザナッファーは破壊された。

「追うか？」

　ゼルの問いかけに、

『──いえ──』

　応えたのはアライナだった。

『ここからはこちらがやります。

　森を本気で逃にげるエルフを人間が追うのはむずかしいでしょう。

　わたしは一度集落に戻もどって事情を話し、仲間と一いつ緒しよに彼らを追います。彼らがアテッサの街にやったことは──必ず、償つぐなってもらいます。

　……けどそれはそれとして……』

　探るようにあたりを見回し、あたしの方を見て、

『……ひょっとして皆さん……もう一人、いません？』

　わけのわからないことを言う。が。

「ああ。いるなぁ」

　なぜかガウリイが即答した。

　あたしとゼルとアメリアが、疑問の視線を向ける中、彼はぐるりとあたりを見回し、こともなげに、

「いるんだろー？　いいから出てこいよ！　ゼロス！」

『ゼっ……!?』

　驚おどろきの声が上がる中。

「おや。お気づきでしたか」

　声と気配は、あたしの後ろに突とつ然ぜん生まれた。

　跳はねるようにふり向いて、

「ゼロス!?」

　あたしは相手の名を呼んだ。

　黒い髪かみに神官服。にこやかな笑みを浮うかべる温和な表情。

　ぱっと見は、どこにでもいる気のいい神官だが、普ふ通つうの気のいい神官は、さっきまで誰だれもいなかった場所に突然出現したりはしない。

「いたのっ!?」

「ええ。ずっと」

　しれっと答えたそのとたん。

　アライナが、ぺたんっ、とその場にへたり込み、

『……リ……リナっ……！　リナリナリナっ！　そのひとっ……！』

　がくがくと小さく身を震ふるわせながら、かすれた声を漏もらす。

「……あー……」

　あたしはちょっぴり迷ったが、とりあえず正直に、

「うん。知り合いの魔ま族ぞく。」

『……はぁっ……!?』

　アライナの声が裏返る。

　……まあ、動どう揺ようするのも無理はない。

　このゼロス、以前ザナッファーと戦った時に出会い、一時期いっしょに旅をしていたこともあるのだが、こう見えて立派な高位の魔族なのである。

　獣王グレータービーストゼラス＝メタリオム直属、獣神官プリーストゼロス。

　千年前の降魔戦争においては、たった一人で竜ドラゴンの一群を壊かい滅めつさせたとも聞く。

　もしアライナが、精神世界面アストラル・サイドに存在するゼロス本体を『見た』ならば、この反応もしかたない。

　そんなアライナにゼロスは笑顔を向けて、

「ご心配なく。こちらはことを構えるつもりはありませんから」

『──ひっ……！』

　アライナは這はうように下がって、あたしの足の後ろに身を隠かくし、

『……知らないひとに話しかけられたっ……』

　人見知りそつちかっ!?

　ゼロスが高位魔族だという方におびえているのかと思ったら……

「ということは、ザナッファーを追っていた、か」

「ご明察です」

　ゼルの問いにゼロスは首を縦に振ふる。

「ご存じかもしれませんが、僕って基本的には異界黙示録クレアバイブルの写本を処分するように命令されていまして。

　命令通り、写本だけを処分していたんですけど……今回、そこから流出したのが『フォレストハウンド』の皆みなさんに渡わたってしまいまして、どうしたものかと。

　けどザナッファーを操るエルフ複数なんて、相手にするのはめんどくさいじゃないですか？

　アフターサービスでこっちもなんとかするべきか、あとで上から𠮟しかられるのを覚かく悟ごの上で知らなかったふりをする方がいいか──

　迷っているうちに、知った顔の皆さんがどんどん関わって来てくださったので、これはもう便乗するしかないな、と思いまして。

　時々陰かげからこっそりお手伝いさせてもらったわけです」

　堂々と便乗って言ったっ!?

「……あいかわらずの仕事っぷりとゆーか……」

　半ばあきれてつぶやくあたしに、彼は指を一本立てて、

「合理的、と言ってもらえるとうれしいですね。あるいは──」

　と、アメリアの方に視線を移し、

「アメリアさんが好むふうに言えば、かつての仲間の苦境を目にして立ち上がった、ですかね？」

　あからさまな皮肉に、

「なるほどっ！　それは燃えますねっ！」

　しかしアメリアは拳こぶしをにぎりしめ、瞳ひとみをきらきらさせながら、

「かつて肩かたを並べて戦った仲間たちの危機っ！　口ではいろいろ言いながら、その実、心に正義の炎ほのおを燃やし、友の力となるために、魔族という立場を乗り越こえて──！」

「すみません今の撤てつ回かいします真まに受けないでください冗じよう談だんです」

　あわててぱたぱた手を振るゼロス。

　──どーやらまだアメリアの正義好きをナメていたか。

「け……けどよくお気づきになりましたね、ガウリイさん。僕がいたこと」

　と、話題を変えてくる。

「そりゃあまあ──」

　ガウリイはぽりぽり頭を搔かきながら、

「戦ってる最中に何度か、剣けんが引っ張られる感じ……ええっと、なんていったっけ？　あすとらさん？　の攻撃って奴やつか？　あれが何回か、途と中ちゆうで消えたことがあったからなぁ。

　こういうことのできそうな奴って、ほかにあんまりいないし」

「……どーりで、ね」

　言われてよーやくあたしも納得いった。

「こっちの運が良すぎると思ったら、あんたが裏でいろいろやってくれてたのね。

　ガウリイが今言った、精神世界面アストラル・サイドからの攻撃の無効化もそうだけど。

《人馬》が出会い頭がしらに事故起こしたり、アメリアの乱反射呪文に当たった閃光の吐息レーザーブレスが《重甲かつ冑ちゆう》を直ちよく撃げきしたり、相手の無差別雷らい撃げき呪文に全員当たらなかったり」

　あたしの推測に、ゼロスはぽりぽりと頰ほおを搔きつつ苦笑を浮かべ、

「……いやぁ……他はその通りなんですけど、最初の《人馬》はノータッチでして。あれは完全に事故です」
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「事故なんだ。」

「事故かぁ」

「人生では──ままある、か」

「中の人には強く生きてほしいですっ！　見てなかったのでよくわかりませんけどっ！」

『笑──あ。ゴホンゲホン』

　口々にビミョーなコメントがこぼれ出る。

「まあ何にしても、僕としては、ザナッファーが全部壊こわれて、写本の知識を持ってた方がお亡くなりになったなら良し。皆さんも街の脅きよう威いが排はい除じよできたなら良し。双そう方ほうｗｉｎ‐ｗｉｎというところですね」

　ゼロスはいけしゃあしゃあと言う。

「──ひょっとしたら──」

　ふと思いつき、あたしは問う。

「ガウリイが最後に投げた剣が、まともに《クモ》を直撃したのも、ゼロス、あんたが何かやったの？」

　──写本の知識を持つルコーリアを処分するために──

　対するゼロスは、ただ、人さし指を一本立てて、

「それは──秘密です」

　……あー。こいつならそう答えるか。

　──若じやつ干かん、うまく使われた気がしないでもないが──

　彼は一同を見み渡わたすと、

「僕としては、残った相手のエルフの方々には用がありませんから、そちらの処しよ遇ぐうは皆さんにおまかせします。

　じゃあ、あいさつも済んだことですし、僕はこのあたりで」

　一方的に言い放つと、その姿はかき消えた。

　風が吹ふき、戦いの名残なごりの霧きりを、煙けむりを吹き運ぶ。

　森の木々は緑の葉を揺ゆらしながら、ただ、佇たたずむ。




　かくて、アテッサの街に平和が──

　訪れたのだろうか？

　ここが鍛か冶じの街である限り、一部のエルフたちにとっては、気に入らない存在であり続けるだろう。

　しかし今回は、『フォレストハウンド』たちが攻こう撃げきをあきらめたのは確か。

　彼らは全てのザナッファーを放ほう棄きし、去ったのだから。

《人馬》と《重甲冑》が倒たおれた現場に戻もどってみれば、その残ざん骸がいはあったものの、死体などはなし。装着者たちがどうなったのかまではわからない。

　あのゼロスが、ザナッファーは全部壊れた、と言ったのだ。ならばあたしたちが見ていないザナッファーが他にいる、という可能性はほぼないだろう。

　当面の脅威は──去った。

　──アメリアたち、セイルーンの使者一行がアテッサの街を発たつことになったのは、『フォレストハウンド』との戦いが決着した、翌々日のことだった。

　一日空あけたのは、周囲の安全確認を、町長やセイルーン警護兵の面々が主張したためである。

　今。

　街を出てすぐ、門のそばには、使者一行の出しゆつ立たつを見送るちょっとした人だかりができていた。

　あたしたちの他に、街のえらい人たちや自警団の何人か。常じよう駐ちゆう組のゼフィーリア正規兵にくわえてふつーの見物人も多々。

　アライナだけはこの場にいないが、彼女は昨日のうちに出発した。

　仲間のところに行って、必ず今回の首しゆ謀ぼう者しや連中を捕とらえてこの街に引き渡す──そうマクライルさんだけに伝えて、あたしたちへのあいさつもなく。

　ま、見送りだのなんだのをいやがって、こっそり出た、というところだろうが──らしいといえば彼女らしい。

　アメリアなどは、エルフの方といろいろ話がしてみたかった、と残念がっていたが。

　どーやら、ムチなどを使って素早く高い所に登るコツを教えてほしかったらしい。やめとけ。

　そのアメリアはわざわざ一度、馬車から降りて、いろんな人に声をかけている。

　儀ぎ礼れい上、町長たちにもあいさつをしたあと、

「──どうせだったらリナたちも一いつ緒しよに行きませんか」

　と、あたしにも。

　たしかに行き先はいっしょだが──あたしは肩をすくめて、

「やめとくわ。そっちも行く先々でえらい人たちとのつきあいがいろいろとあるだろうし。警護の兵隊さんたちもこっちも気を遣つかうことになるだろうから。

　こっちは気まぐれに寄り道でもしながらのんびり行くわ」

「わかりました。──ゼルガディスさんは？」

「おれはもう少しこの街に残る」

　彼は言う。

「事情があったとはいえ、最初、連中に荷か担たんしてこの街への嫌がらせに手を貸したのは事実だ。そのぶんの借りくらいは返しておかないとな」

　街には襲しゆう撃げきの爪つめ痕あとがいまだ残っている。人手は欲しいところだろう。

　ただ、ゼフィーリア王都に事件解決の連れん絡らくを入れたところ、数日前に出発させた兵たちは引き返させず、命令変へん更こうで街の修復に当たらせることになったらしい──と町長から聞いている。復興はそれほど長くかからないかもしれない。

「わかりました。

　またいつか──どこかで会えるといいですね」

「そーね」

「またな」

「できれば面めん倒どうな事態でない時に、な」

　あたしとガウリイ、ゼルが口々に。

「それではみなさん、お世話になりました。失礼します」

　アメリアはドレスの裾をつまんで持ち上げ、一礼すると馬車に乗り込み──

　ざっ。

　セイルーンの兵士一同、姿勢を正し、馬車はごとごと進みはじめる。

「またねー」「正義もほどほどにな」「高い所には気をつけろー」

　あたしたち思い思いの声に送られ、一団は街道をゆく。

　列が木々の先に見えなくなると、えらい人たちや常駐の正規兵、見物人たちはぞろぞろ街へと戻ってゆき──

「──さてと──」

　あたしはゼルやマクライルさん、ランダの方を見やると、

「それじゃああたしたちも、そろそろ」

　あたしもガウリイも出発の準備は済ませてある。マクライルさんから、色を付けた依い頼らい料も受け取ってるし。

「お世話になりました。本当にありがとうございました」

　言うマクライルさんの隣となりでは、ランダがあたしに、

「──世話になったな。

　……あんたには、失敗は活かつ躍やくして埋め合わせろ、って言われたけど……結局いい所なしだったぜ……」

　自じ嘲ちようの笑みを浮うかべるのに、あたしは笑顔で、

「なーに言ってんのよ。別に、『フォレストハウンド』との戦いで活躍しなきゃあならない、ってわけじゃないでしょ？

　これから街での活動で、ちょっとずつ活躍していけばいいだけの話でしょ」

「そういうこと。無理な背せ伸のびをしすぎず、自分にできることで少しずつ、だよ」

　とマクライルさんも笑顔で、

「寝ねないとか休み無しとか報ほう酬しゆうは乾かわいたパンの現物支給で我が慢まんするとか」

「それはかんべんしてやれ。まじで。」

　冗じよう談だんの中に何割か本気がチラ見えしたマクライルさんのことばに、あたしはいちおー横からツッコミを入れておく。

「じゃあ、ゼルも元気でね」

「ああ。あんたらもな。ガウリイの旦だん那な、おれの名前、忘れないでくれよ」

「まかせとけ！　ひと月くらいなら大だい丈じよう夫ぶだ！」

　口々にことばを交わし、あたしとガウリイは歩き出す。

　アテッサの街をあとにして──
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Ｌ：言ったはずよっ！




人の心に中二魂やみある限り、スレイヤーズはいつか必ず甦よみがえる、とっ！




作：たしかに言ってたけどっ！　あんそろじーのあとがきでっ！

Ｌ：人と中二魂やみとは不可分な存在もの！　たとえ前世系特とく殊しゆ能力系が消えたとしても、形を変えて中二魂やみは必ず在あり続ける！

作：いやそんな話ここでされても……




とゆーわけで、みなさんごぶさたしています。スレイヤーズ特別編『アテッサの邂かい逅こう』をお送りしますっ！




Ｌ：特別編って……




ナンバリングは十六だけど、そのへんどーなの？




作：まーもともとは、ファンタジア文庫＆ドラゴンマガジン三十周年記念、なおかつみなさんの長らくのご愛あい顧こへの感謝を込めて、ってことで、特別編としてのつもりだったんだけど……




この巻だけ読んでもたぶん意味がわかんないだろうし、時系列から考えても十六ってナンバリングするしかないなー、と。




Ｌ：たしかに同窓会感あふれまくる話だけど。




それでタイトルも『邂逅』なわけね。




作：あとは、おーえんし続けてくださったみなさんとスレイヤーズというお話の邂逅、との意味も込めてたりするけど。

Ｌ：じゃあ、このあとも続くかどうかは──？

作：まあぶっちゃけ、評判とか作者の気分とか調子とか面白いゲームの出る出ないとか気候とかによるっ！

Ｌ：ふわっふわかっ!?

作：おうよっ！　メレンゲがたっぷり入ったパンケーキのごとくにっ！




むしろ我が人生において、ふわっふわでなかった時など刹せつ那なすら無いっ！




Ｌ：うわ！　おっさんの人生をパンケーキにたとえられるの、案外腹立つっ！

作：いや。そーは言うけど。




おっさんらしくってふわふわしたものって何かあるのかと。逆に。




Ｌ：……おっさんらしくて……ふわふわ……うーん……




あ！　手入れされてないセーターの毛玉とか！




作：らしいっちゃあらしいけどっ!?




……でも気候っていうのはわりと冗じよう談だん抜きの話で、これ書いてた年は、三十五度超ごえ連続するわ大型台風ガンガン来るわ。

いろいろあって散歩を義務づけられてるわけだが、この環かん境きよう下で外歩いたら死ぬわ、とゆー日が連打するのは本気で勘かん弁べんしてもらいたい今日この頃ごろ。




Ｌ：あー。そーいや作者、電車でわざわざ地下街のある所まで行って散歩してたりするわねー。台風とかだと電車も止まるから無理だけど。

作：夜に散歩、っていうと、そのうち理由をつけてやらなくなりそうなんで、暑くならない昼前に散歩するんだが……




散歩が終わった時点で『ふぅ。今日もよく働いたなぁ』感が。




Ｌ：働いてないからっ！　それっ！　ちっともっ！

作：いやまあもちろんわかってるんだけど。

Ｌ：わかってるならきりきり働くっ！　目標は毎週一冊っ！

作：無理ゆーなっ！　筆の早い作家さんならそれくらいのペースで書いてそうだけどっ！　こちとらもう磯○波平と同い年だぞっ!?

Ｌ：何言ってんのよっ！




波平さんも数十億規模の商談を一日一件ずつまとめてるわよ！　きっと！




作：やり手すぎるっ!?　まあ世田谷に平屋一戸建て持ちだし、ほんとーにそれくらいやってるかもだけど……

Ｌ：ならやれ。

作：ぞんざいっ!?




……けどたしかに、いずれまたお会いできれば幸いです。あと気候がもう少し穏おだやかだったらなお幸いです。




Ｌ：気候は……うん……月面より寒暖差が小さくてラッキー、と思うしか。




ともあれみなさんもお体には気をつけて～♪　また会える日を楽しみに～♪







あとがき：おしまい







※本書はドラゴンマガジン２０１８年５～11月号に掲けい載さいしたものに大おお幅はば加筆し、一冊にまとめたものです。
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